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1.1 地球惑星科学専攻の歴史／ 1 地球惑星科学専攻の沿革と現状

1 地球惑星科学専攻の沿革と現状

1.1 地球惑星科学専攻の歴史
本専攻は、長年にわたり我が国の地球科学の発展を研究教育両面で主導してきた地球惑星物理学、地質学、鉱物学

及び地理学の 4 専攻の統合・再編により、平成 12 （2000）年 4 月地球惑星科学の総合的研究教育組織として理学系

研究科に創設された。地球惑星科学専攻は、学部教育課程として理学部に地球惑星物理学と地球惑星環境学科（旧地

学科）の 2 学科を有する。

地球惑星科学専攻の母体となった地球惑星物理学、地質学、鉱物学及び地理学の 4 専攻は、平成 4 （1992）年及び

5 （1993）年の大学院重点化（研究教育の重点を学部（学科）から大学院（専攻）へ転換する組織改革）に伴い、そ

れまで大学院の教育課程にすぎなかった各専攻が、地球惑星物理学科あるいは旧地学科に代わって研究教育組織の主

体に改組されたものである。以下では、地球惑星物理学科及び地球惑星環境学科の沿革を概説する。

地球惑星環境学科の元となる地質学科は、明治 10 （1877）年東京大学創立時に理学部を構成する 8 学科の一つと

して設置された。その後、明治40 （1907）年に地質学科から分離する形で鉱物学科が設置された。また、大正8 （1919）

年には理学部に地理学科が新設された。戦後、昭和 24 （1949）年に国立学校設置法が公布され、新制東京大学の理

学部を構成する 5 学科の一つとして、地質学、鉱物学及び地理学の 3 課程からなる地学科が設置された。その後、平

成 18（2006）年 4 月には、時代の要請を考慮した結果、地球惑星環境学科に改組された。

地球惑星物理学科の元となる地震学科は、明治 26 （1893）年に物理学科に設置された地震学講座が関東大震災直

後の大正 12 （1923）年 12 月に学科として独立したものである。その後、地震学科は物理学科に設置されていた気

象学講座を加えて昭和 16 （1941）年に地球物理学科に改組され、昭和 17 （1942）年に海洋学講座及び測地学講座

が新設された。昭和 24 （1949）年国立学校設置法公布後の理学部においては、物理学、天文学及び地球物理学の 3

課程から成る物理学科が設置された。その後、昭和 33 （1958）年に地球物理観測所が、同 39 （1964）年には地球

物理研究施設が設置された。昭和 42 （1967）年、物理学科の拡充改組に伴い、同学科を構成する三つの課程は物理

学科、天文学科及び地球物理学科となった。昭和 53 （1978）年に地殻化学実験施設が設置された。平成 3 （1991）

年には地球物理学科と地球物理研究施設が改組されて地球惑星物理学科が誕生するとともに、気候システム研究セン

ターが設立された。

1.2 地球惑星科学専攻の所在地
地球惑星科学専攻は、本郷キャンパス内にある理学系研究科・理学部 1 号館、理学部 4 号館と浅野地区の理学部 3

号館に以下の部屋を所有している。

理学系研究科・理学部 1 号館（地下 1 － 2 階、1 階、3 階、5 － 8 階、12 階）

事務室、技術職員室、講義室（5 室）、教員室（46 室）、大学院生室（20 室）、学部学生室（3 室）、実験室（50 室）、

会議室（5 室）、計算機室（8 室）、試料室（2 室）、資料室、観測準備室（2 室）、観測機械室、談話室

理学部 3 号館（地下 1 階、2 階、3 階）

事務室、学部学生室（2 室）、学部実験室（4）、実験室（9 室）、学部計算機室、試作室

理学部 4 号館（地下 1 階、5 階）

教員室（2 室）、学部実習室、学部計算機室、計算機室、実験室（4 室）、図書保管庫（2 室）
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1.3 学部卒業者数／ 1 地球惑星科学専攻の沿革と現状

1.3 学部卒業者数

地球惑星物理学科 地球惑星環境学科

平成 21 年度 31 18
平成 22 年度 29 16
平成 23 年度 38 18
平成 24 年度 27 18
平成 25 年度 22 21
平成 26 年度 31 19
平成 27 年度 33 14
平成 28 年度 32 24
平成 29 年度 35 20
平成 30 年度 31 19

1.4 大学院修了者数（学位取得者数）

修士課程
博士課程

課程博士 論文博士

平成 21 年度 73 23 1
平成 22 年度 63 16 3
平成 23 年度 77 17 4
平成 24 年度 83 19 2
平成 25 年度 70 17 0
平成 26 年度 68 25 0
平成 27 年度 58 20 0
平成 28 年度 71 23 2
平成 29 年度 65 23 0
平成 30 年度 68 25 1
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2.1 基幹教員／ 2 教員、職員および研究員

2 教員、職員および研究員
（ただし平成 30 年 4 月 1 日時点）

2.1 基幹教員
教授	 井出　哲	 （いで　さとし）

教授	 WALLIS Simon	 （ウォリス　サイモン）

教授	 遠藤　一佳	 （えんどう　かずよし）

教授	 小澤　一仁	 （おざわ　かずひと）

教授	 狩野　彰宏	 （かの　あきひろ）

教授	 茅根　創	 （かやね　はじめ）

教授	 小暮　敏博	 （こぐれ　としひろ）

教授	 佐藤　薫	 （さとう　かおる）

教授	 杉田　精司	 （すぎた　せいじ）

教授	 関　華奈子	 （せき　かなこ）

教授　	 髙橋　嘉夫	 （たかはし　よしお）

教授	 田近　英一	 （たぢか　えいいち）

教授	 多田　隆治	 （ただ　りゅうじ）

教授	 日比谷　紀之	 （ひびや　としゆき）

教授	 廣瀬　敬	 （ひろせ　けい）

教授	 星野　真弘	 （ほしの　まさひろ）

教授	 升本　順夫	 （ますもと　ゆきお）

准教授	 天野　孝伸	 （あまの　たかのぶ）

准教授	 安藤　亮輔	 （あんどう　りょうすけ）

准教授	 飯塚　毅	 （いいづか　つよし）

准教授	 生駒　大洋	 （いこま　まさひろ）

准教授	 板井　啓明	 （いたい　たかあき）

准教授	 笠原　慧	 （かさはら　さとし）

准教授	 河合　研志	 （かわい　けんじ）

准教授	 小池　真	 （こいけ　まこと）

准教授	 鈴木　庸平	 （すずき　ようへい）

准教授	 関根　康人	 （せきね　やすひと）

准教授	 田中　愛幸	 （たなか　よしゆき）

准教授	 對比地　孝亘	 （ついひじ　たかのぶ）

准教授	 東塚　知己	 （とうづか　ともき）

准教授	 比屋根　肇	 （ひやごん　はじめ）

准教授	 三浦　裕亮	 （みうら　ひろあき）

准教授	 横山　央明	 （よこやま　たかあき）

講師	 田中　秀実	 （たなか　ひでみ）

助教	 大平　豊	 （おおひら　ゆたか）

助教	 荻原　成騎	 （おぎはら　しげのり）

助教	 河原　創	 （かわはら　はじめ）

助教	 桂華　邦裕	 （けいか　くにひろ）

助教	 髙麗　正史	 （こうま　まさし）

助教	 櫻庭　中	 （さくらば　あたる）
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2.2 職員／ 2 教員、職員および研究員

助教	 佐藤　雅彦	 （さとう　まさひこ）

助教	 砂村　倫成	 （すなむら　みちなり）

助教	 高橋　聡	 （たかはし　さとし）

助教	 田中　祐希	 （たなか　ゆうき）

助教	 西田　圭佑	 （にしだ　けいすけ）

助教	 茂木　信宏	 （もてき　のぶひろ）

2.2 職員
係長	 島根　典子

係長	 西村　純子

一般職員	 竹村　麻里子

技術専門員	 吉田　英人

技術専門員	 栗栖　晋二

技術専門職員	 酒井　隆

技術専門職員	 市村　康治

技術専門職員	 小林　明浩

2.3 研究員

日本学術振興会特別研究員

松崎　賢史	 神山　翼

特任研究員

伊藤　理彩	 大畑　祥

王　可	 OETTLE Pascal Jean Andre

奥村　大河	 柿崎　喜宏

加藤　大和	 北村　成寿

國友　正信	 幸塚　麻里子

堺　正太	 管　大暉

角　ゆかり	 孫　静

高橋　直子	 巽　瑛理

田中　雅人	 永井　平

増野　いづみ	 山本　将史

ROMANET Pierre

2.4 名誉教授 
佐藤　久	 地形学 	 （昭和 55 年退官）

木村　敏雄	 構造地質学 	 （昭和 57 年退官）

阪口　豊 	 第四紀学 	 （平成 2 年退官）

小嶋　稔 	 地球年代学 	 （平成 3 年退官）

床次　正安 	 鉱物学 	 （平成 6 年退官）

熊澤　峰夫 	 地球惑星内部物理学 	 （平成 6 年退官）
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2.5 学部・大学院教育に参加する関連研究機関の教員／ 2 教員、職員および研究員

久城　育夫 	 岩石学 	 （平成 7 年退官）

武田　弘 	 鉱物学 	 （平成 7 年退官）

松野　太郎 	 気象学 	 （平成 7 年退官）

國分　征 	 超高層大気物理学 	 （平成 8 年退官）

島崎　英彦 	 鉱床学 	 （平成 12 年退官）

小川　利紘　　　	 大気化学	 （平成 13 年退官）

濱野　洋三　　	 地球惑星ダイナミクス	 （平成 19 年退職）

松浦　充宏	 地震物理学	 （平成 21 年退職）

松本　良	 堆積学	 （平成 24 年退職）

棚部　一成	 古生物学	 （平成 24 年退職）

山形　俊男　	 気候力学	 （平成 24 年退職）

浦辺　徹郎	 化学地質学	 （平成 25 年退職）

宮本　正道	 固体惑星物質科学	 （平成 25 年退職）

近藤　豊	 グローバルな大気物理化学・大気環境科学	 （平成 27 年退職）

杉浦　直治	 惑星科学・隕石学	 （平成 27 年退職）

木村　学	 プレートテクトニクス・構造地質学	 （平成 28 年退職）

村上　隆	 環境鉱物学	 （平成 28 年退職 )

GELLER Robert James	 地震学	 （平成 29 年退職）

永原　祐子	 惑星科学　	 （平成 29 年退職）

( 注 ) 理学系研究科・理学部として推薦した本専攻に関係する名誉教授のリスト。旧地球惑星物理学専攻 ( 地球物理学

専攻 )、旧地質学専攻、旧鉱物学専攻、旧地理学専攻関係を含む。ただし、ご逝去された方々を除く。

2.5 学部・大学院教育に参加する関連研究機関の教員

大気海洋研究所

教授	 阿部　彩子	 （あべ　あやこ）

教授	 沖野　郷子	 （おきの　きょうこ）

教授	 川幡　穂高	 （かわはた　ほだか）

教授	 木本　昌秀	 （きもと　まさひで）

教授	 佐藤  正樹	 （さとう　まさき）

教授	 佐野　有司	 （さの　ゆうじ）

教授	 高薮　縁	 （たかやぶ　ゆかり）

教授	 羽角　博康	 （はすみ　ひろやす）

教授	 安田　一郎	 （やすだ　いちろう）

教授	 横山　祐典	 （よこやま　ゆうすけ）

教授	 渡部　雅浩	 （わたなべ　まさひろ）

准教授	 伊賀　啓太	 （いが　けいた）

准教授	 岡　顕	 （おか　あきら）

准教授	 岡　英太郎	 （おか　えいたろう）

准教授	 黒田　潤一郎	 （くろだ　じゅんいちろう）

准教授	 鈴木　健太郎	 （すずき　けんたろう）

准教授	 朴　進午	 （ぱく　じんお）

准教授	 山口　飛鳥	 （やまぐち　あすか）
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2.5 学部・大学院教育に参加する関連研究機関の教員／ 2 教員、職員および研究員

地震研究所

教授	 新谷　昌人	 （あらや　あきと）

教授	 岩崎　貴哉	 （いわさき　たかや）

教授	 岩森　光	 （いわもり　ひかる）

教授	 歌田　久司	 （うただ　ひさし）

教授	 大久保　修平	 （おおくぼ　しゅうへい）

教授	 小原　一成	 （おばら　かずしげ）

教授	 加藤　尚之	 （かとう　なおゆき）

教授	 川勝　均	 （かわかつ　ひとし）

教授　　　　　 	 木下　正高　　　　　　　	（きのした　まさたか）

教授	 纐纈　一起　	 （こうけつ　かずき）

教授	 小屋口　剛博	 （こやぐち　たけひろ）

教授	 佐竹　健治	 （さたけ　けんじ）

教授	 佐藤　比呂志	 （さとう　ひろし）

教授	 塩原　肇	 （しおばら　はじめ）

教授	 篠原　雅尚	 （しのはら　まさなお）

教授	 武井　康子	 （たけい　やすこ）

教授	 武尾　実	 （たけお　みのる）

教授	 田中　宏幸	 （たなか　ひろゆき）

教授（特例）	 平田　直	 （ひらた　なおし）

教授	 古村　孝志	 （ふるむら　たかし）

教授	 森田　裕一	 （もりた　ゆういち）

教授	 山野　誠	 （やまの　まこと）

教授	 吉田　真吾	 （よしだ　しんご）

教授（兼）	 中井　俊一	 （なかい　しゅんいち）

准教授	 飯高　隆	 （いいだか　たかし）

准教授	 市原　美恵	 （いちはら　みえ）

准教授	 今西　祐一	 （いまにし　ゆういち）

准教授	 上嶋　誠	 （うえしま　まこと）

准教授	 大湊　隆雄	 （おおみなと　たかお）

准教授　　　　 	 加藤　愛太郎　　　　　　	（かとう　あいたろう）

准教授	 亀　伸樹	 （かめ　のぶき）

准教授	 酒井　慎一	 （さかい　しんいち）

准教授	 清水　久芳	 （しみず　ひさよし）

准教授	 竹内　希	 （たけうち　のぞむ）

准教授	 中谷　正生	 （なかたに　まさお）

准教授	 西田　究	 （にしだ　きわむ）

准教授	 波多野　恭弘	 （はたの　たかひろ）

准教授	 平賀　岳彦	 （ひらが　たけひこ）

准教授	 前野　深	 （まえの　ふかし）

准教授	 望月　公廣	 （もちづき　きみひろ）

准教授	 安田　敦	 （やすだ　あつし）

先端科学技術研究センター

教授	 中村　尚	 （なかむら　ひさし）
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2.5 学部・大学院教育に参加する関連研究機関の教員／ 2 教員、職員および研究員

准教授　　　　 	 小坂　優　　　　　　　　	（こさか　ゆう）

地殻化学実験施設

教授（兼）	 鍵　裕之	 （かぎ　ひろゆき）

教授（兼）	 平田　岳史	 （ひらた　たかふみ）

准教授（兼）	 森　俊哉	 （もり　としや）

物理学専攻

教授（兼）	 常行　真司	 （つねゆき　しんじ）

新領域創成科学研究科

教授（兼）	 今村　剛	 （いまむら　たけし）

教授（兼）	 須貝　俊彦	 （すがい　としひこ）

教授（兼）	 山室　真澄	 （やまむろ　ますみ）

教授（兼）	 吉川　一朗	 （よしかわ　いちろう）

准教授（兼）	 芦　寿一郎	 （あし　じゅいちろう）

講師（兼）	 吉岡　和夫	 （よしおか　かずお）

総合文化研究科　

教授（兼）	 磯崎　行雄	 （いそざき　ゆきお）

准教授（兼）	 小河　正基	 （おがわ　まさき）

准教授（兼）	 小宮　剛	 （こみや　つよし）

工学系研究科　

教授（兼）	 宮本　英昭	 （みやもと　ひであき）

空間情報科学研究センター

教授（兼）	 小口　高	 （おぐち　たかし）

総合研究博物館

教授	 三河内　岳	 （みこうち　たかし）

准教授	 佐々木　猛智	 （ささき　たけのり）

宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究本部

教授（委）	 藤本　正樹　	 （ふじもと　まさき）

准教授（委）	 齋藤　義文　	 （さいとう　よしふみ）

准教授（委）	 清水　敏文	 （しみず　としふみ）

高エネルギー加速器研究機構　物質構造科学研究所

教授（委） 	 船守　展正	 （ふなもり　のぶまさ

産業技術総合研究所

教授（委）	 宍倉　正展  	 （ししくら　まさのぶ）
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2.6 人事異動／ 2 教員、職員および研究員

海洋研究開発機構

准教授（委） 	 高野　淑識	 （たかの　よしのり）

准教授（委）	 渋谷　岳造	 （しぶや　たかぞう）

国立天文台

教授（委）	 竝木　則行	 （なみき　のりゆき）

北海道大学

教授（委）	 三寺　史夫	 （みつでら　ふみお）

2.6 人事異動
平成 30 年 4 月 1 日	 三河内　岳		  准教授	 総合研究博物館教授へ昇進

平成 30 年 4 月 1 日	 田中　愛幸		  准教授	 地震研究所准教授から配置換

平成 30 年 5 年 31 日	 関根　康人		  准教授	 東京工業大学教授へ

平成 30 年 6 月 16 日	 長　勇一郎		  　助教	 採用

平成 30 年 7 月 31 日	 西田　圭佑		  　助教	 任期満了、特任研究員へ

平成 31 年 3 月 31 日	 多田　隆冶		  　教授	 定年退職
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3.1 地球惑星物理学科／ 3 学部学生・大学院生および研究生

3 学部学生・大学院生および研究生

3.1 地球惑星物理学科

3 年

石川　光太	 海老原　樹	 大竹　和機	 大谷　健人

小倉　暁乃丞	 久徳　虹子	 国吉　秀鷹	 國吉　優太

椚原　光良	 栗田　誠矢	 寺境　太樹	 芝田　力

柴田　勇吾	 菅谷　直樹	 曽根田　哲也	 杣木　優介

高井　雄大	 多田　将太朗	 堤　裕太郎	 寺田　雄亮

土井　聖明	 刀祢　晴菜	 永井　はるか	 長谷川　将弘

樋口　雄紀	 平田　佳織	 平野　雄介	 増田　未希

水野　るり惠	 茂木　厚志	 山崎　耕平	 山本　直輝

4 年

橋立　佳央理	 赤玉　裕匡	 池端　耕輔	 石川　謙介

石塚　荘平	 奥井　晴香	 加藤　翔太	 楠　秀大

久住　空広	 坂倉　孝太郎	 左高　豊武	 島田　稜也

冨田　涼太	 中山　盛雄	 西貝　拓朗	 西村　晟八

西山　学	 浜口　佑也	 濱本　真沙希	 彦坂　晃太郎

久河　竜也	 別所　明彦	 増田　滉己	 三木　あかり

水越　将敏	 森　雄平	 森　悠貴	 山名　祐輝

湯本　航生	 横尾　舜平	 横田　貴史	 横谷　直人

横山　将汰			 

3.2 地球惑星環境学科

3 年

池内　敦	 石水　浩喜	 岩中　達郎	 加藤　凜太郎

菊地　柾斗	 北原　翼	 小林　旺太郎	 坂入　祐地

正畑　沙耶香	 田中　風羽	 塚本　将史	 轟木　亮太朗

萩原　洋平	 東　秀星	 松原　大樹	 村田　彬

村田　和樹	 諸星　暁之	 山本　一平	 山本　実侑		

4 年

河村　拓哉	 谷　遼太郎	 藤田　昇生	 岩田　裕也

木村　佳菜子	 石原　湧樹	 石丸　夏奈	 梅宮　悠輔

佐々木　雄亮	 清水　祐輔	 末永　祐輝	 高宮　日南子

多田　誠之郎	 寺西　毅洋	 中川　賢人	 並木　亮

福田　凱大	 福場　俊和	 松木田　悠希	 宮本　樹

宮脇　稔勝	 山口　智弘	 吉岡　純平	
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3.3 地球惑星科学専攻／ 3 学部学生・大学院生および研究生

3.3 地球惑星科学専攻

修士課程 1 年

青木　晋	 青木　智	 阿部　大樹	 荒尾　昇吾

荒木　瑞穂	 安西　みゆき	 安藤　照浩	 安藤　大悟

石川　弘樹	 石沢　成美	 石田　隼人	 岩田　拓己

岩橋　くるみ	 上　翼	 内田　裕太	 梅垣　千賀

江口　ゆき	 遠藤　幸生	 太田　耕輔	 大峽　充己

岡　　健太	 奥田　花也	 小澤　佳祐	 門　　大貴

金子　航	 上吉原　弘明	 川島　桜也	 川島　彰悟

木村　詩乃	 木村　真博	 桐野　将伍	 児玉　真一

小林　真輝人	 小山　雄大	 翟　　爍	 坂田　遼弥

櫻井　陽	 佐々木　肯太	 佐藤　英明	 澤村　周平

識名　里沙	 菅谷　　崚	 杉本　知穂	 菅生　真

鈴木　慧花	 鈴木　雄大	 須藤　克誉	 髙木　直史

高砂　裕也	 髙橋　玄	 田尻　智之	 田沼　夏美

千田　拓史	 張　　愛琦	 角田　明博	 坪井　寛行

中野　晋作	 長久　将	 中村　友哉	 中村　麻也

灘本　真実	 名取　幸花	 西條　祥	 芳賀　万由子

荷見　拓生	 樋口　太郎	 福田　孔達	 福谷　貴一

福山　代智	 船木　康平	 松下　優樹	 宮崎　彩

村上　葵	 森井　志織	 森井　洋	 諸澤　直香

柳町　隆裕	 山岡　健	 山川　智嗣	 山﨑　一哉

山下　諒悟	 山本　孝祐	 吉井　究	 米本　周平

脇水　徳之	 渡邊　香里	 渡邊　信吾	 Guo　Chen

金　慧貞				  

修士課程 2 年

日髙　康輔	 麻生　未季	 飯田　享浩	 音田　知希

小林　悠佳	 高野　雄紀	 辻村　滉佑	 中島　駿

東　浩太郎	 羅　悠鴻	 浅見　隆太	 厚芝　真希

阿部　仁	 池永　有弥	 石井　貴大	 石城　陽太

乾　彰悟	 今村　翔子	 芋生　真子	 岩切　友希

上田　拓	 上田　裕尋	 植村　堪介	 榎本　葉月

大類　大地	 沖津　由尚	 小澤　創	 甲斐　建

加藤　拓馬	 金子　りさ	 神里　華澄	 河田　裕貴

川野　由貴	 日下部　真夕	 小西　理愛	 小林　諒

古村　俊行	 小山　健太郎	 佐久間　杏樹	 神野　拓哉

鈴木　杏平	 鈴木　七海	 鈴木　眞	 髙田　雅康

髙野　和俊	 髙橋　大和	 瀧川　翼	 田辺　直也

谷村　佑貴	 田上　創	 戸田　賢希	 中江　寛大

滑川　拓	 野田　夏実	 長谷川　達也	 畑中　美沙希

馬場　慧	 林　秀幸	 原田　智代	 疋田　朗

舟津　太郎	 堀田　陽香	 松本　廣直	 丸山　純平
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3.3 地球惑星科学専攻／ 3 学部学生・大学院生および研究生

水谷　雄太	 南　一輝	 峰田　竜二	 宮田　桃子

村田　壱学	 森田　拓弥	 山口（福田）　瑛子	 山口　周将

山下　誠矢	 山根　正大	 山谷　里奈	 横井　仁菜

涌井　恵	 渡辺　泰士	 CHANG Ta-Wei	 SEOW Marvin Xiang Ce

WALIA Nehpeet Kaur	 WANG Yuchen		

博士課程 1 年

石山　尊浩	 大野　鷹士	 岡本　篤郎	 小澤　麻由子

梶田　展人	 木野　佳音	 木村　将也	 小新　大

小森　純希	 柴田　翔	 多田　賢弘	 丹　　秀也

中村　雄飛	 夏目　祐紀	 長谷川　隆祥	 福山　鴻

福與　直人	 前田　歩	 三武　司	 山河　和也

山口　優太	 山田　広大	 吉田　聡	 依田　優大

EOM　JIWON	 WANG  Yikang		

博士課程 2 年

雨川　翔太	 池口　直毅	 岩本　昌倫	 上原　啓幹

大野　遼	 大橋　正俊	 木戸　晶一郎	 木村　皐史

栗栖　美菜子	 栗原　亮	 佐々木　勇人	 三反畑　修

鈴木　裕輝	 関澤　偲温	 髙須賀　大輔	 髙橋　杏

田川　翔	 田畑　陽久	 長原　翔伍	 東尾　奈々

疋田　伶奈	 福澤　克俊	 星　康人	 本馬　佳賢

槇納　好岐	 松岸　修平	 水野　尚人	 南原　優一

宮本　千尋	 吉田　淳	 CHENG Chiu Tung	 李  蕊白

LONG XIN			 

博士課程 3 年

蘭  幸太郎	 日下部　哲也	 西川　雄輝	 米島　慎二

伊藤　理彩	 岡島　悟	 小澤　優哉	 末善　健太

田中　宏樹	 橋岡　秀彬	 升永　竜介	 山口　能央

山下　桃	 尹　淳恵	 雨宮　新	 石川　彰人

楠本　聡	 佐藤　大祐	 末松　環	 中山　陽史

平野　創一朗	 何　東政	 宮本　歩	 宮本　雅俊

森里（棚谷）文哉	 谷部　功将	 WANG  Quan	 王  家瑞

WU  Yifei	 青山  雄彦	 板野  敬太	 太田  雄貴

加藤  大羽	 川畑  佑典	 菅野  洋	 菊池  亮佑

佐藤  侑人	 庄田  宗人	 長谷川  輝	 花井  智也

日比谷  由紀	 BORGEAUD Anselme	 武藤  俊	 安井  良輔　	　

研究生

服部　健太郎	 山方　優子	 三谷　憲司	 森　大器

STEVANUS Kristianto Nugroho	 ZHAO  Dan	 冨田  沙羅

松田  拓朗	 ZHAO  Ran	 PERAKHOZHAU Fiodar	 SIBONY  Yves

横田  麻莉
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3.4 学位論文題目／ 3 学部学生・大学院生および研究生

3.4 学位論文題目

(a) 修士論文

取得日 氏名 論文題目

1 H30.8.31 CHANG TA-WEI Anchoring Megathrust Slip & Neighboring Seismicity: An Empirical Study on 
Large Subduction Zone Earthquakes

2 H30.8.31 SEOW MARVIN XIANG CE Atmospheric and oceanic processes regulating interannual variations of the 
South China Sea winter cold tongue

3 H30.8.31 WALIA NEHPREET KAUR A statistical study of slow-mode shocks observed in the dayside magnetopause 
by Magnetospheric Multiscale (MMS)

4 H30.8.31 WANG YUCHEN Green's Function-based Tsunami Data Assimilation (GFTDA): Method and 
Application

5 H30.9.14 高野 雄紀 NICAM-isotope による水の安定同位体比と熱帯降水特性に関する研究 )

6 H31.3.25 日髙 康輔 関東の梅雨明けに伴う大規模場の統計的解析）

7 H31.3.25 麻生 未季 Variation of Focal Mechanisms and Characteristics of Seismicity of Low 
Frequency Earthquakes in Parkfield)

8 H31.3.25 小林 悠佳 東シナ海北部陸棚堆積物中の有孔虫殻クリーニング法改良と Globigerinoides 
ruber の酸素同位体比、Mg/Ca 比を用いた完新世塩分変動復元

9 H31.3.25 中島 駿 成層圏界面ジャンプを伴う成層圏突然昇温に起因する季節間半球間結合

10 H31.3.25 東 浩太郎 Kaidun 角レキ岩隕石中の特異な岩片についての鉱物学的研究：水質変成を受
けたエンスタタイトコンドライトの形成過程

11 H31.3.25 浅見 隆太 2成分マクスウェル速度分布関数に基づく磁気圏尾部での低温プラズマ混合の
統計解析

12 H31.3.25 厚芝 真希 消化器官の形態と食性の関係：軟体動物腹足類を例として

13 H31.3.25 阿部 仁 彩層・コロナ加熱解明に向けた ALMA による太陽電波観測

14 H31.3.25 池永 有弥 伊豆大島安永噴火の推移とマグマシステム

15 H31.3.25 石井 貴大 結晶学的・化学的見地からみた花崗岩中黒雲母の熱水変質過程の解明

16 H31.3.25 石城 陽太 Development of N-body Simulation Code for Planetary System Formation 
With Particle-Particle Particle-Tree Scheme

17 H31.3.25 乾 彰悟 Study of heavy ion outflows from Mars through the induced magnetotail 
based on MAVEN observations

18 H31.3.25 今村 翔子 The role of salt precipitation for morphological features due to brine flow on 
Mars

19 H31.3.25 岩切 友希 Mechanisms of changes in ENSO and IOD in the mid-Holocene

20 H31.3.25 上田 拓 Seasonal variation in crustal seismicity in San-in district, southwest Japan

21 H31.3.25 上田 裕尋 Comparative anatomy and inferred evolutionary changes of soft tissue organs 
associated with the pelvic girdle in Aves

22 H31.3.25 植村 堪介 Statistics of dynamic crack propagation on a fault system with self-similar 
multiscale heterogeneity

23 H31.3.25 榎本 葉月 Application of acid-washing to trace element and tungsten isotope analyses of 
Eoarchean metamorphosed rocks from the Isua Supracrustal Belt

24 H31.3.25 大類 大地 GPM DPR 観測による３次元降水データを用いた浅い降水の統計的解析

25 H31.3.25 沖津 由尚 太陽系探査に向けた中性粒子質量分析用イオン化源の開発

26 H31.3.25 小澤 創 Effects of fault roughness on the earthquake nucleation process

27 H31.3.25 甲斐 建 独立成分分析による火山性地殻変動抽出の試み

28 H31.3.25 加藤 拓馬 Stochastic Shock Drift Acceleration in the Transition Region of Collisionless 
Shocks

29 H31.3.25 金子 りさ Slow Earthquakes in the Microseism Frequency Band (0.1–1.0 Hz) off Kii 
Peninsula, Japan

30 H31.3.25 河田 裕貴 台風の内部コア領域に見られる非軸対称構造に関する観測的・数値的研究

31 H31.3.25 川野 由貴 広帯域海底地震計観測の高度化へ向けて： 鉛直成分ノイズ低減と表面波アレ
イ計測
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3.4 学位論文題目／ 3 学部学生・大学院生および研究生

取得日 氏名 論文題目

32 H31.3.25 日下部 真夕 Perovskite-melt partitioning of W, Hf and Lu to lowermost mantle conditions: 
Implications for early mantle differentiation

33 H31.3.25 小西 理愛 北極下層雲の直接観測に基づく雲微物理特性とエアロゾルの影響に関する研
究

34 H31.3.25 小林 諒 Generation mechanisms of the Benguela Nino with a focus on local 
amplification

35 H31.3.25 古村 俊行 アマオブネガイ科貝類における貝殻色素の分光学的研究

36 H31.3.25 佐久間 杏樹
The relationship between desertification and tectonism inferred from the 
provenance changes in different size fractions of the Cenozoic terrestrial 
sediments in the southwestern Tarim basin

37 H31.3.25 神野 拓哉 ひまわり 8 号観測と高解像度シミュレーションにおける熱帯の雲辺縁のフラ
クタル的性質について

38 H31.3.25 鈴木 杏平 地震性隆起を考慮した力学的海岸段丘形成モデル

39 H31.3.25 鈴木 七海 Phenotypic plasticity of the shell morphologies to water currents in the pond 
snail Lymnaea stagnalis

40 H31.3.25 鈴木 眞 MMS 衛星を用いた地球磁気圏における ULF 波動の特性解析手法の評価

41 H31.3.25 髙田 雅康
Study of molecular ion supply mechanisms from the low-altitude ionosphere 
to the magnetosphere based on conjugate observations by EISCAT radar and 
Arase(ERG) satellite

42 H31.3.25 髙野 和俊 遠地・強震・測地データのジョイントインバージョンによる 2008 年
Wenchuan 地震の震源過程

43 H31.3.25 髙橋 大和 N 型火山性地震の自動判別に利用できる特徴量の提案

44 H31.3.25 田辺 直也 リュウグウの画像テクスチャー解析によるサブピクセルのボルダー数密度推
定

45 H31.3.25 谷村 佑貴 Beryllium-Boron isotope systematics in chondrules from Y82094 (ungrouped 
C3.2) chondrite

46 H31.3.25 戸田 賢希 20 世紀における日本周辺の SST 長期変化メカニズム

47 H31.3.25 中江 寛大 北半球夏季季節内振動の北進のメカニズムに関する研究

48 H31.3.25 滑川 拓 高エネルギー電子マイクロバーストに関する観測的研究

49 H31.3.25 野田 夏実 Groundwater hydrology and water-rock reactions around Gale Crater on early 
Mars: Implications for paleoclimate, paleoenvironments, and habitability

50 H31.3.25 畑中 美沙希
Palaeodietary and Palaeoecological Reconstruction of Extinct Madagascan 
Megafauna during the Late Holocene using Stable Isotope Analysis on 
Subfossil Bones

51 H31.3.25 馬場 慧 Comprehensive detection of very low frequency earthquakes off the Pacific 
coasts of Hokkaido and Tohoku, northeastern Japan

52 H31.3.25 林 秀幸 アングライト隕石に見出した衝撃変成組織：鉱物学的・年代学的研究から制
約するアングライト隕石母天体の進化過程

53 H31.3.25 原田 智代 Decoding pre-eruptive magma evolution and water behavior from plagioclase 
phenocrysts: Application to the 1707 Mt. Fuji eruption

54 H31.3.25 疋田 朗 レシーバー関数解析で得られた四国西部スロー地震発生域周辺の地下構造の
特徴

55 H31.3.25 舟津 太郎 ボーリング柱状図データを用いた Marine Isotope Stage 6 以降における海水準
変動に対応した武蔵野台地の形成機構

56 H31.3.25 堀田 陽香 雲水量の水平不均質性がもたらす気候影響に関するモデリング研究

57 H31.3.25 松本 廣直 Marine osmium isotope stratigraphy across the Aptian/Albian boundary

58 H31.3.25 丸山 純平 鉛直軸対称異方性第五パラメータの推定にむけてー ScS 波による海洋マント
ル構造の制約

59 H31.3.25 水谷 雄太 地震波干渉法から推定された 2011 年新燃岳噴火に伴う地震波速度構造の時
間変化

60 H31.3.25 村田 壱学 Mechanisms of Reemergence in the North Pacific revealed by Mixed Layer 
Heat Budget Analysis

61 H31.3.25 森田 拓弥 Uranium-Lead dating and Rare Earth Element Analysis of small minerals in 
Enriched Shergottites using NanoSIMS
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3.4 学位論文題目／ 3 学部学生・大学院生および研究生

取得日 氏名 論文題目

62 H31.3.25 山口 瑛子 Chemical states of various ions adsorbed on clay minerals and their 
implications on behaviors of REE and Ra in the environment

63 H31.3.25 山下 誠矢 Reactivity, permeability and habitability of  basaltic lava in oceanic crust: 
Implications for the existence of  extraterrestrial life on Mars

64 H31.3.25 山根 正大 相当温位勾配に基づく日々の梅雨前線の特定とその季節的北上の経年変動の
研究

65 H31.3.25 山谷 里奈 Effect of redetermination of source parameters on localized waveform 
inversion for 3-D S-velocity structure

66 H31.3.25 横井 仁菜 放射光 XANES による斜長石の鉄価数測定：各種月試料の酸化還元状態の推定

67 H31.3.25 涌井 恵 An early-diverging crocodyloid (Reptilia, Crocodylia) from the Eocene of 
northern Vietnam: phylogenetic and stratigraphic implications

68 H31.3.25 渡辺 泰士 太古代の気候安定性と炭素循環における大気光化学と海洋微生物生態系の役
割

(b) 博士論文

取得日 種別 氏名 論文題目

1 H29.4.24 論文 伊藤 理彩 A geochemical study on the elemental behavior and nitrification activity in 
the sediments on atolls, central Pacific

2 H29.4.24 課程 菊池 麻紀 Observational study on spatiotemporal characteristics of hydrometeors and 
aerosols using multi-platform satellite measurements

3 H29.5.22 課程 小林 広明 M8 class earthquake cycle in the southernmost part of the Kuril subduction 
zone

4 H29.9.15 課程 雨宮 新 Dynamics of the quasi-biweekly variability of the Asian monsoon anticyclone

5 H29.10.31 論文 末松 環 A study on the background sea surface temperature field and moist 
processes contributing to the realization of the Madden-Julian Oscillation

6 H29.12.29 課程 升永 竜介

Three-dimensional structure and processes characteristic of frontal-scale 
atmospheric features around the midlatitude western boundary currents: 
Significance of high-resolution sea-surface temperature for atmospheric 
reanalysis

7 H30.3.22 課程 何  東政 Estimation of Tsunami Source from Transoceanic Tsunami Waveforms

8 H30.3.22 課程 佐藤 大祐
O(N) method for spatio-temporal boundary integral equation method and 
a Refined evolution law of the frictional strength -Toward realistic fault 
modeling

9 H30.3.22 課程 齋藤 京太
Provenance changes and depositional process of the sediments in the 
Yangtze Delta during the late Holocene: Application to reconstruct spatial 
pattern of summer precipitation in South China

10 H30.3.22 課程 王  家瑞 A New Immersed Boundary Method for Stable Two-Phase Flow Simulations 
of a Deforming Droplet

11 H30.3.22 課程 小澤  優哉 Studies on aerosol chemical compositions and mixing state with black 
carbon.

12 H30.3.22 課程 王  権 Influence on deep-sea ferromanganese nodules and planktonic foraminifera 
by ocean acidification

13 H30.3.22 課程 山下  桃 Quantitative analyses of the anatomy of the eye in extant reptiles as a basis 
for inferring the visual sensitivity and diving depth of fossil marine reptiles

14 H30.3.22 課程 庄田 宗人 Fast solar wind driven by parametric decay instability and Alfvén wave 
turbulence

15 H30.3.22 課程 楠本 聡 Reexamination of Great Earthquakes along the Japan Trench based on 
Sedimentological Analysis and Numerical Modeling for Tsunami Deposits

16 H30.3.22 課程 菊池 亮佑 Structures and properties of biotite-vermiculite interstratified minerals 
revealed by advanced nanoscopic analysis

17 H30.3.22 課程 呉  逸飛
Advancement in normal-mode method for tsunami computation: simulation 
of tsunami waveforms and characterization of submarine faults in the Sea of 
Japan

18 H30.3.22 課程 宮本 雅俊 Characteristics and mechanism of deep mesoscale variability in the 
Northwest Pacific Basin
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3.5 進路・就職先／ 3 学部学生・大学院生および研究生

取得日 種別 氏名 論文題目

19 H30.3.22 課程
BORGEAUD DIT 
AVOCAT Anselme 
Francois Emile

Imaging slabs in the Earth’s mantle transition zone and D″ layer beneath 
Central America and its vicinity using waveform inversion

20 H30.3.22 課程 菅野 洋 パイプ - チャンバー系水あめ噴火実験を通した火山噴火システムの研究

21 H30.3.22 課程 武藤 俊 Stratigraphy and palaeoenvironmental record of Lower Triassic deep-sea 
sedimentary rocks deposited in the pelagic Panthalassa

22 H30.3.22 課程 日比谷 由紀 The initial abundance of niobium-92 in the outer solar system
23 H30.3.22 課程 板野 敬太 Monazite as a tracer of crustal evolution

24 H30.3.22 課程 長谷川 輝 Mineralogical and geochemical study of brachinite clan meteorites: 
Implications for early differentiation of planetesimals

25 H30.3.22 課程 青山 雄彦
Constructing theoretical model of gas accretion for constraining planet 
formation theory by using observations of forming stars and planets: 
modeling non-equilibrium micro-physics in detail

26 H30.3.22 課程 太田 雄貴 Paleo-environmental changes in response to Indian Monsoon in the Bay of 
Bengal during the late Quaternary

3.5 進路・就職先

(a) 学部卒業者

進学・就職先 地球惑星物理学科 地球惑星環境学科
進学　（本専攻） 28 19
進学　（その他） 0 0
大学・研究機関、官公庁 0 0
民間 2 小松製作所、大和証券 0
その他 0 0

(b) 修士課程修了者

進学・就職先 内訳
進学　（本専攻） 32
進学　（その他） 2
教員 0
大学・研究機関、官公庁 1 科学技術振興機構

民間 32

マイクロンメモリジャパン、 ブリジストン、  サンディスク、 共和電業、JX 金属、 
アイテル、 日本電気、  富士ソフト、野村総合研究所、  株式会社 LTS、 
シスコシステムズ合同会社、  伊藤忠テクノソリューションズ、  共同通信社、
日本総合研究所、日本 IBM、PRTIMES、 ソフトバンクテクノロジー、
東京海上日動火災保険 、三井住友海上火災保険、みずほ銀行、 
野村アセットマネジメント、東京書籍、日本テ レビ放送網、自遊人、日本放送協会、
ニトリ、セコム、 応用 RMS、トモノカイ、日本物理探鑛、 石油資源開発、JX 石油開発

その他 1

(c) 博士課程修了者

進学・就職先 内訳

官公庁・研究員など 13

国立科学博物館・学振特別研究員、
東京大学大学院理学系研究科・ポスドク研究員／特任研究員、
東京大学地震研究所・特任研究員、金沢大学・学振特別研究員、北海道大学・博士研究員、
国立天文台・学振特別研究員、海洋研究開発機構・学振特別研究員、
中央研究院地球科学研究所（台湾）・ポスドク研究員、 大阪大学・特任研究員、
京都大学防災研究所・特定研究員、理化学研究所・特別研究員、
ハワイ大学 IPRC・ポスドク研究員

大学院・研究生 1
民間 1 株式会社司測研
その他 0
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4.1 地球惑星物理学科／ 4 講義

4 講義

4.1 地球惑星物理学科

第 2 学年専門科目

科目番号 授業科目 担当教員

526002 地球惑星物理学基礎演習 I 横山 央明、桂華 邦裕、河原 創

526003 地球惑星物理学基礎演習 II 横山 央明、田中 祐希、櫻庭 中

526005 地球惑星物理学概論 横山 央明、東塚 知己、三浦 裕亮、関 華奈子、井出 哲、生駒 大洋

専門科目

科目番号 授業科目 担当教員 学年 学期

526021 気象学 佐藤 薫 4 Ｓ

526022 海洋物理学 日比谷 紀之 4 Ｓ

526023 大気海洋系物理学 東塚 知己、三浦 裕亮 4 Ａ

526027 地震物理学 井出 哲 4 Ｓ

526034 弾性体力学 安藤 亮輔 3・4 Ｓ

526037 地球流体力学 I 伊賀 啓太 3・4 Ｓ

526038 地球流体力学 II 伊賀 啓太 3・4 Ａ

526065 大気海洋物質科学 小池 真、安田 一郎 3・4 Ａ

526066 宇宙空間物理学 I 星野 真弘 3・4 Ｓ

526070 宇宙空間物理学 II 天野 孝伸 3・4 Ａ

526072 地球力学 田中 愛幸 3・4 Ａ

526073 地球惑星物理学演習 三浦 裕亮、天野 孝伸、東塚 知己 3・4 Ｓ

526074 地球惑星物理学実験

小池 真、吉川 一朗、廣瀬 敬、小澤 一仁、吉岡 和夫、比屋根 肇、
杉田 精司、橘 省吾、西田 圭佑、新谷 昌人、武井 康子、山田 知朗、
中谷 正生、小河 勉、西田 究、高森 昭光、加藤 愛太郎、平賀 岳彦、
笠原 慧、一瀬 建日

3・4 Ａ

526075 地球惑星化学実験

小池 真、吉川 一朗、廣瀬 敬、小澤 一仁、吉岡 和夫、比屋根 肇、
杉田 精司、橘 省吾、西田 圭佑、新谷 昌人、武井 康子、山田 知朗、
中谷 正生、小河 勉、西田 究、高森 昭光、加藤 愛太郎、平賀 岳彦、
笠原 慧、一瀬 建日

3・4 Ａ

526076 地球惑星物理学特別演習 全教員 4 Ｓ

526077 地球惑星物理学特別研究 全教員 4 Ａ

526079 地球惑星内部物質科学 廣瀬 敬、船守 展正 4 Ｓ

526080 地球電磁気学 清水 久芳、歌田 久司 3・4 Ａ

526081 弾性波動論 河合 研志 3・4 Ａ

526082 地球内部ダイナミクス 小河 正基 4 Ａ

526084 地球物理数値解析 升本 順夫、竹内 希、横山 央明 4 S

526085 地球物理データ解析 井出 哲、小坂 優 4 Ａ
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4.2 地球惑星環境学科／ 4 講義

科目番号 授業科目 担当教員 学年 学期

526086 比較惑星学基礎論 杉田 精司、笠原 慧 4 S

526087 地球惑星システム学基礎論 生駒 大洋 4 S

526090 地球惑星物理学観測実習
井出 哲、田中 愛幸、吉川 一朗、塩原肇、吉岡 和夫、森 俊哉、
山野 誠、日比谷 紀之、青木 陽介、田中 祐希、茂木 信宏、小池 真、
佐藤 薫、高麗 正史

3・4 S

526092 惑星大気学 関 華奈子、今村 剛 4 S

526094 地球惑星物理学基礎演習 III 河合 研志、高麗 正史 3・4 S

526095 地球惑星物理学基礎演習 IV 生駒 大洋、大平 豊 3・4 S

526801 研究倫理 升本 順夫 3・4 集中

4.2 地球惑星環境学科

第 2 学年専門科目

科目番号 授業科目 担当教員

528001 地球環境学 茅根 創、板井 啓明、阿部 彩子

528002 地球システム進化学 田近 英一、遠藤 一佳、廣瀬 敬

528003 地球惑星物質科学 三河内 岳、小澤 一仁

528005 地球惑星環境学基礎演習Ⅰ 田近 英一

528006 地域論 荒井 良雄

528072 固体地球惑星科学概論 飯塚 毅、沖野 郷子、櫻庭 中

528073 層序地質学 狩野 彰宏、WALLIS Simon Richard、對比地 孝亘

528074 自然地理学 須貝 俊彦、茅根 創、小口 高、阿部 彩子

専門科目

科目番号 授業科目 担当教員 学年 学期

528020 大気海洋循環学 中村 尚、升本 順夫 3・4 S

528021 地球生命進化学 對比地 孝亘 3・4 S

528022 地球惑星物理化学 小澤 一仁 3・4 S

528023 固体地球科学 廣瀬 敬、安藤 亮輔 3・4 S

528025 地球生命進化学実習 佐々木 猛智、對比地 孝亘 3・4 S

528026 地形・地質調査法および実習 狩野 章宏、茅根 創、須貝 俊彦、高橋 聡、山口 飛鳥 3・4 S

528027 造岩鉱物光学実習 橘 省吾、三河内 岳 3・4 S

528028 地球惑星環境学基礎演習 II 田近 英一、小澤 一仁、茂木 信宏 3・4 S

528029 地球惑星環境学野外巡検 I 鈴木 庸平、荻原 成騎、高橋 嘉夫、板井 啓明 3・4 S

528030 地球環境化学 髙橋 嘉夫、板井 啓明、川幡 穂高 3・4 S

528031 地球生命科学 遠藤 一佳、鈴木 庸平、高野 淑識 3・4 Ａ

528032 地球物質循環学 田近 英一、小川 浩史 3・4 Ａ
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4.2 地球惑星環境学科／ 4 講義

科目番号 授業科目 担当教員 学年 学期

528034 地球環境化学実習 鈴木 庸平、板井 啓明、砂村 倫成、髙橋 嘉夫、茂木 信宏 3・4 S 

528035 結晶学 小暮 敏博 3・4 Ａ

528037 地球惑星環境学特別研究 全教員 4 Ａ

528038 地球惑星環境学野外調査 I 對比地 孝亘、狩野 彰宏、山口 飛鳥、高橋 聡 3・4 S

528039 地球惑星環境学野外調査 II 須貝 俊彦、荻原 成騎、茅根 創 3・4 Ｓ

528040 地球惑星環境学野外調査 III 小澤 一仁、前野 深、飯塚 毅、鈴木 雄治郎、WALLIS, Simon 
Richard、小屋口 剛博 3・4 Ｓ 

528041 地球惑星環境学実習 高橋 聡、狩野 彰宏、小澤 一仁、荻原 成騎、茅根 創、飯塚 毅、
對比地 孝亘、須貝 俊彦、前野 深、WALLIS Simon Richard 3・4 Ａ

528043 地球惑星環境学演習 全教員 4 Ｓ

528044 地球惑星環境学野外巡検 III 横山 佑典、飯塚 毅、鈴木 庸平、髙橋 嘉夫 3・4 Ａ

528045 生物多様性科学および実習 鈴木 庸平、清水 啓介、荻原 成騎、遠藤 一佳、砂村 倫成、佐々木 猛智、
高野 淑識 3・4 Ａ

528046 地球生態学および実習 茅根 創、佐々木 猛智 3・4 Ｓ

528047 地球惑星物理化学演習 清水 以知子、小澤一仁 3・4 Ａ

528048 岩石組織学実習 I 飯塚 毅、清水 以知子、WALLIS Simon Richard 3・4 Ｓ

528049 岩石組織学実習 II 荻原 成騎、狩野 彰宏、高橋 聡、 3・4 Ｓ

528050 人間 - 環境システム学 須貝 俊彦、小口 高、茅根 創、穴沢 活郎 3・4 Ａ

528055 古気候・古海洋学 横山 祐典、多田 隆治、 4 Ｓ

528056 堆積学 狩野 章宏、小宮 剛 4 Ｓ

528058 構造地質学 WALLIS Simon Richard、山口 飛鳥 3・4 Ａ

528059 地形学 須貝 俊彦、小口 高 4 Ｓ

528060 火山・マグマ学 小屋口 剛博、飯塚 毅 4 Ｓ

528061 結晶学実習 小暮 敏博、三河内 岳、小松 一生 3・4 Ａ

528062 地球史学 田近 英一、黒田 潤一郎 4 Ｓ 

528063 古生物学 遠藤 一佳、對比地 孝亘 4 Ｓ

528065 惑星地質学 宮本 英昭、竝木 則行 4 S 

528066 水圏環境学 山室 真澄 3・4 S 

528067 博物館資料保存論 朽津 信明 3・4 S

528068 リモートセンシング・GIS お
よび実習 小口 高、飯塚 浩太郎、河原 創 3・4 Ａ

528069 宇宙惑星物質進化学 関根 康人、比屋根 肇 3・4 Ａ

528070 資源地質学 川幡 穂高、鈴木 庸平、髙橋 嘉夫 3・4 Ａ

528075 宇宙地球化学 髙橋 嘉夫、飯塚 毅、中井 俊一、板井 啓明 3・4 Ａ

528076 気候システム学 阿部 彩子、渡部 雅浩、岡 顕、鈴木 健太郎、高薮 緑 3・4 Ａ

528077 固体機器分析学 小暮 敏博、鍵 裕之、髙橋 嘉夫、平田 岳史 3・4 S

528078 先端鉱物学 小暮 敏博、三河内 岳、鈴木 庸平、鍵 裕之 4 S

528079 地球惑星環境学国際研修 I 横山 祐典、飯塚 毅、鈴木 庸平 3・4 集中

528080 地球惑星環境学国際研修 II 横山 祐典、飯塚 毅、鈴木 庸平、髙橋 嘉夫 3・4 集中
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4.3 大学院／ 4 講義

科目番号 授業科目 担当教員 学年 学期

528801 研究倫理 升本 順夫 3・4 S

4.3 大学院

科目番号 授業科目 担当教員 学期

35616-0001 時系列データ解析 西田 究、望月 公廣 Ａ

35616-0002 地球物理データ解析 井出 哲、小坂 優 Ａ

35616-0003 地球物理数学 篠原 雅尚、山野 誠 Ｓ

35616-0004 地球物理数値解析 升本 順夫、横山 央明、竹内 希 Ｓ

35616-0005 弾性体力学 安藤 亮輔 Ｓ

35616-0006 地球力学 田中 愛幸 Ａ

35616-0007 地球流体力学 I 伊賀 啓太 Ｓ

35616-0008 地球流体力学 Ⅱ 伊賀 啓太 Ａ

35616-0009 地球惑星内部物質科学 廣瀬 敬、船守 展正 Ｓ

35616-0012 惑星大気学 関 華奈子、今村 剛 Ｓ

35616-0014 比較惑星学基礎論 杉田 精司、笠原 慧 Ｓ

35616-0015 地球惑星システム学基礎論 生駒 大洋 Ｓ

35616-0022 地球史学 田近 英一、黒田 潤一郎 Ｓ

35616-0023 固体地球科学 廣瀬 敬、安藤 亮輔 Ｓ

35616-0024 宇宙地球化学 髙橋 嘉夫、飯塚 毅、中井 俊一、板井 啓明 Ａ

35616-1037 回析結晶学 小暮 敏博 Ａ

35616-0025 固体機器分析学 小暮 敏博、髙橋 嘉夫、鍵 裕之、平田 岳史 Ｓ

35616-1001 大気物理学 I 鈴木 健太郎 Ａ

35616-2002 大気物理学 Ⅳ 佐藤 薫 Ｓ

35616-1003 海洋物理学 I 日比谷 紀之、丹羽 淑博 Ａ

35616-1004 海洋物理学 II 岡 英太郎 Ｓ

35616-1005 気候力学 I 升本 順夫、東塚 知己 Ａ

35616-1007 大気海洋物質科学 I 小池 真、三浦 裕亮 Ｓ

35616-1008 宇宙プラズマ物理学 I 天野 孝伸 Ａ

35616-1009 磁気圏物理学 I 関 華奈子 Ｓ

35616-2014 惑星探査学 II 吉川 一朗、笠原 慧、今村 剛、吉岡 和夫 Ａ

35616-2015 比較惑星学 I 杉田 精司 Ａ

35616-2017 宇宙惑星物質科学 I 三河内 岳、橘 省吾 Ａ

35616-1072 惑星系形成論 生駒 大洋 Ｓ

35604-0056 系外惑星特論Ⅰ 相川 祐理、須藤 靖、生駒 大洋 Ａ

35604-0057 系外惑星特論Ⅱ 相川 祐理、須藤 靖、生駒 大洋 Ｓ
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科目番号 授業科目 担当教員 学期

35616-1020 物質循環学 中井 俊一、佐野 有司 Ａ

35616-1053 大気海洋循環学 中村 尚、升本 順夫 Ｓ

35616-2025 地理情報学 小口 高 Ａ集中

35616-1074 気候システム学 阿部 彩子、高藪 緑、渡部 雅浩、岡 顕、鈴木 健太郎 Ａ

35616-1057 古気候・古海洋学 横山 祐典、多田 隆治 Ｓ

35616-1060 地球惑星環境進化学 田近 英一 Ｓ

35616-1022 地震波動論 I 川勝 均、西田 究 Ｓ

35616-1062 地震波動論 II 古村 孝志、加藤 愛太郎 Ａ

35616-1023 地球内部構造論 上嶋 誠、平賀 岳彦、竹内 希 Ａ

35616-1071 地球内部ダイナミクス 小河 正基 Ａ

35616-1025 地球電磁気学 清水 久芳、歌田 久司 Ａ

35616-1026 マグマ学 飯塚 毅 Ａ

35616-1027 火山学基礎論 大湊 隆雄、前野 深、市原 美恵 Ｓ

35616-1028 変動帯テクトニクス 木下 正高、佐藤 比呂史 Ｓ

35616-1029 地球レオロジー 武井 康子、平賀 岳彦 Ｓ

35616-1030 海洋底ダイナミクス 沖野 郷子、木下 正高 Ａ

35616-1031 地球形成進化学 宍倉 正展 通年 
集中

35616-1033 地震物理学 井出 哲 S

35616-1034 地震発生物理学 亀 伸樹、波多野 恭弘 Ａ

35616-1063 固体地球観測論 飯高 隆、酒井 慎一、森田 裕一、上嶋 誠、、塩原 肇、大久保 修平、
山野 誠、新谷 昌人 Ｓ

35616-1040 生命圏環境形成論 川幡 穂高 Ａ

35616-1041 生命圏物質解析学 小暮 敏博 Ａ

35616-1043 進化古生物学 對比地 孝亘、佐々木 猛智 Ａ

35616-1064 地球生命進化学 對比地 孝亘 Ｓ

35616-1065 地球生命科学 遠藤 一佳、鈴木 庸平、高野 淑識 Ａ

35616-1066 地球環境化学 髙橋 嘉夫、川幡 穂高、板井 啓明 Ｓ

35616-1075 資源地質学 川幡 穂高、鈴木 庸平、髙橋 嘉夫 Ａ

35616-2057 並列計算プログラミング 中島 研吾 Ｓ集中

35616-2059 気候変動予測論 I 木本 昌秀 Ｓ

35616-2065 地球惑星環境学国際研修 I 横山 祐典、飯塚 毅、鈴木 庸平、関根 康人 通年 
集中

35616-2066 地球惑星環境学国際研修 II 横山 祐典、髙橋 嘉夫、飯塚 毅、鈴木 庸平、関根 康人 通年 
集中

35616-3003 大気海洋科学特論 III 磯田 豊 Ｓ集中

35616-3004 大気海洋科学特論 Ⅳ 竹村 俊彦 Ｓ集中

35616-3006 宇宙惑星科学特論 II 藤本 正樹 Ａ

35616-3007 宇宙惑星科学特論 III 小川 泰信 Ａ集中
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4.4 教養学部前期課程／ 4 講義

科目番号 授業科目 担当教員 学期

35616-3008 宇宙惑星科学特論 IV David A. Brain Ａ集中

35616-2044 宇宙惑星科学特論 Ⅵ 竝木 則行 Ｓ

35616-3012 地球惑星システム科学特論 IV 福士 圭介 Ｓ

35616-3013 固体地球科学特論 I 田中 宏幸 Ｓ

35616-2048 固体地球科学特論 Ⅵ 土屋 卓久 Ａ

35616-3017 地球生命圏科学特論 I 中野 伸一 Ｓ集中

35616-2050 地球生命圏科学特論 Ⅵ 後藤 和久 Ａ集中

35616-4002 地球観測実習 飯高 隆、酒井 慎一、森田 裕一、上嶋 誠、前野 深、塩原 肇、山野 誠、
望月 公廣 Ｓ集中

35616-4004 機器分析実習 I 飯塚 毅、小暮 敏博、鍵 裕之、茅根 創、狩野 彰宏、小澤 一仁、
横山 祐典 Ｓ集中

35616-4005 地球惑星科学巡検 狩野 彰宏 Ｓ集中

35616-4009 先端計算機演習 中島 研吾 Ｓ集中

35616-4014 科学英語演習（地球惑星科学）
（科学英語演習 III） 河合 研志 通年

35616-5001 地球惑星科学論文購読 I 専攻各教員 ２年間

35616-5007 地球惑星科学論文購読 II 専攻各教員 ３年間

35616-5003 地球惑星科学コロキュウム I 専攻各教員 ２年間

35616-5008 地球惑星科学コロキュウム II 専攻各教員 ３年間

35616-5005 地球惑星科学特別研究 I 専攻各教員 ２年間

35616-5006 地球惑星科学特別研究 II 専攻各教員 ３年間

35616-6001 海洋問題演習 I 日比谷 紀之 通年

35616-6002 海洋基礎科学
日比谷 紀之、丹羽 淑博、篠原 雅尚、芦 寿一郎、小川 浩史、永田 俊、
遠藤 一佳、砂村 倫成、茅根 創、吉田 学、黒川 大輔、宮島 利宏、
近藤 真理子、鈴木 英之 

Ａ

35616-6003 海洋科学野外実習 II 茅根 創、三浦 徹 Ｓ集中

4.4 教養学部前期課程

総合科目

講義科目 担当教員 学期

物理で理解する地球惑星学 〇横山央明、生駒大洋、三浦 裕亮 , 井出哲 S

地球と環境の化学 〇髙橋 嘉夫、鈴木 庸平、飯塚 毅、板井啓明 A

主題科目

講義科目 担当教員 学期

地球惑星科学のフロンティア 〇對比地孝亘、三河内岳、佐藤薫、田中祐希、橘省吾、桂華邦裕、
WALLIS Simon Richard、櫻庭中 Ｓ

沖縄で学ぶサンゴ礁学 〇茅根 創、八木 信行 Ｓ

惑星科学最前線～生命の宿る星を宇宙に探す ○生駒大洋、相川祐理、今村剛、笠原慧、河原創、杉田精司、関華奈子、 
田近英一、橘省吾、三河内岳、宮本英昭、 吉岡和夫 A
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5.1 大気海洋科学講座／ 5 研究活動

5 研究活動

5.1 大気海洋科学講座

南大洋における乱流ホットスポットの定量化とその深層海洋大循環モデルへの組み込み

南大洋では、海面からの冷却によって重くなり沈み込んだ底層水が、周囲の水塊との混合を経て、太平洋、大西洋、

インド洋に送り出されていく。このため、南大洋での乱流混合の定量化は、深層海洋循環を解明する上でも重要な課

題となる。

潮汐流の弱い当該海域では、偏西風により励起された南極周極流が卓越し、深海底まで達している。この南極周極

流と海底凹凸地形との相互作用により発生し、上方伝播していく風下内部波、および、偏西風の変動に伴って海洋表

層で発生し、下方伝播していく近慣性内部波が乱流混合のエネルギー源と推察されているが、厳しい自然環境下にあ

る当該海域での乱流観測は非常に難しく、これまで乱流混合の定量化は、主にパラメタリゼーションの式を用いるこ

とで間接的に行われてきた。

本年度は、昨年度に引き続き、オーストラリア南方沖での乱流観測データとの比較から、既存の乱流パラメタリ

ゼーションの南大洋における有効性を検証した。その結果、内部波場の周波数空間の歪みの影響を補正した Gregg-

Henyey-Polzin パラメタリゼーションや Ijichi-Hibiya パラメタリゼーションは比較的良い再現性を示すものの、周極

流フロント域付近では、乱流混合を過大評価してしまう深度が相当数存在することが明らかになった。並行して行っ

た数値実験によれば、表層からの近慣性内部波や海底からの風下内部波は、周極流フロント域で発生する中規模渦に

捕捉され、乱流混合には直接関わらない比較的低波数の内部波エネルギーのレベルを上昇させるが、既存のパラメタ

リゼーションは、これを乱流混合に使用されるものとして算入するため、大きな誤差を生じさせてしまうことがわかっ

た。この結果は、西岸境界流域など、強流に伴って発生する中規模渦が内部波と共存している海域で、安易に既存の

乱流パラメタリゼーションを用いて乱流混合の定量化を行うことの危険性を示している。

鉛直混合の素過程の解明とその定式化

今年度は、偏西風により維持されている南極周極流と深海凹凸海底地形との相互作用により、世界で唯一、「風起

源の深海乱流ホットスポット」が形成されている南大洋、顕著な内部潮汐波の励起源であり、高解像度の海底地形デー

タが存在する伊豆－小笠原海嶺近傍海域、そしてグローバルな気候変動を強くコントロールしている海域と推察され

ながら、未だ乱流観測の空白域として残されているインドネシア多島海域において、海面から深海底直上までの乱流

直接観測を実施した。これらの観測結果を受け、これまでに構築した海洋の表層／中・深層／底層における各乱流パ

ラメタリゼーションの式の検証を行い、より正確な乱流パラメタリゼーションの式を構築することができた。

一方、海洋表層の混合過程については、まず短波放射の日周変動が混合層の深化過程に与える影響に着目し、乱流

運動エネルギーの収支解析に基づいて、既存のパラメタリゼーションスキーム（混合層スキーム）の問題点を見出し、

その改良を行った。続いて、台風の発達にも強い影響を与える、乱流混合に伴う海面水温の低下現象に着目し、水温

低下の中心が台風中心から偏心する要因を定量的に議論した。さらにラングミュア循環の駆動機構に関して、新たに

オイラー的な解釈を与えることで、海洋表層の混合過程を担う波・流れ相互作用の理解を深めた。最後に、全球の炭

素循環に重要な役割を果たすと考えられる粒子状有機物質の海洋中での沈降過程に着目し、乱流が平均的な沈降速度

を低下させ得ることと、その条件を定量的に明らかにした。

民間航空機を利用した迅速かつ高精度な津波予報システムの開発

現在採用されている震源モデルを用いた津波予報は、メガ津波を引き起こすマグニチュード 9 クラスの巨大地震で

は震源域が広域にわたるため、発生原因となった地殻変動を即座に特定することが難しく、メガ津波の予報精度は、

マグニチュード 8 以下の地震による津波と比較すると極めて低くなってしまう。

そこで、本研究では、震源モデルに頼らない迅速かつ正確な津波予報システムの開発に向けて、昼夜を問わず、南
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5.1 大気海洋科学講座／ 5 研究活動

海トラフ域など近未来に予想されるメガ津波の発生域を広くカバーするように飛行している民間航空機の存在に着目

した。特に本年度は、沿岸域に伝播していく津波に伴う海面高度偏差データが上空を飛行する複数の航空機観測によっ

て得られたとしたとき、これらのデータを用いることで、震源域付近での「津波初期波形」が迅速かつ精度よく推定

できるかどうかを「仮想津波」数値実験を行うことにより詳細に調べた。

具体的には、まず、過去に起きた実際の地震の震源モデルを用いてメガ津波を数値モデル内で発生させ、その伝播、

陸域遡上までの数値実験を行うことで「仮想津波」データを作成した。さらに、この数値モデル内を沿岸域に伝播し

ていく「仮想津波」に伴う海面高度偏差が上空を飛行している複数の民間航空機によって観測されたと仮定し、これ

らの海面高度データのインバージョン解析を行うことで震源域付近での「津波初期波」を推定した。

また、本研究結果の適用により現実的な予報システムを構築する予定としている九州西岸沖の気象津波「あびき」

に注目し、その励起源である東シナ海上を航行する民間航空機の時空間分布を調べることで、その予測可能性に関す

るアセスメントを行った。

新理論に基づく大気大循環の 3 次元描像の解明

非断熱加熱とバランスする 3 次元物質輸送を新たに導出した。この理論式、過去の 3 次元残差流に加え、停滞性擾

乱に伴う温位面、渦位面の揺らぎに着目することで導くことができた。この理論式で表現される流れは、従来の理論

が持つ擾乱の砕波に伴う流れを含み、非断熱加熱や摩擦ともつりあう流れである。全大気モデル GAIA の再解析デー

タをナジングした長期積分データを用いて、中層大気全体の運動量収支解析を行った。その結果、中間圏においては、

それまで考えられていた対流圏からの重力波強制に加えて、中間圏でのロスビー波発生や重力波発生がありその効果

も大きいことを見出した。また、中間圏でのこれらの波の発生は、対流圏からやってくる波強制が作り出した平均場

の不安定によるものであることも示すことができた。東西方向の波強制による子午面循環の形成過程に関し、グリー

ン関数を用いた理論考察も行った。これによれば、波強制が与えられた直後は、まず惑星規模の重力波が発生するこ

とによって調節される。その後、東西風が波強制の方向に加速され、残りは子午面循環を形成する。さらに放射緩和

時間に到達すると、ほぼすべてが子午面循環とバランスするようになる。全球高解像度大気モデル JAGUAR および全

球非静力学大気モデル NICAM を用いて 2017 年 1-2 月の国際大気レーダー共同観測期間を対象に現実的な初期値を

用いたマルチモデル再現実験を実施し、世界各地で行われたレーダー観測による対流圏から下部成層圏にかけての風

速 3 成分データを用いてモデルの再現性と予測可能性の評価を行った。バランスした渦と重力波を表現する最も簡略

化した系である f 平面浅水系を用いた自発的放射の研究を行った。楕円渦から放射される重力波の遠方場を解析的に

導出し、数値実験によって、解析解の検証と解析解の適用できない状況下での重力波放射を調べ、高低気圧渦の非対

称性を明らかにした。

先進的気球観測による南極域における大気重力波の確率的振る舞いの解明

本課題は、南極でのスーパープレッシャー気球観測により、大気重力波の運動量フラックスの水平分布・確率密度

分布を取得し、南極昭和基地大型大気レーダー（PANSY）で得られる運動量フラックスの時間高度断面と組み合わせ

ることで、南極域における大気重力波による運動量輸送の 3 次元的描像を得ることを目的としている。2018 年度は、

スーパープレッシャー気球に搭載する観測装置の設計・試験を測器メーカーと共同で進めた。気圧センサーについて

は、所望の性能が得られるチップ型センサーの選定と地上試験を行ったが、入手の将来性の観点から引続きセンサー

の調査を行うこととなった。気温センサー・GPS センサーについては、ラジオゾンデで使用されている汎用品を選定

した。取得データおよび外部からのコマンドはイリジウム SBD で送受信することとし、必要な基板の設計を行った。

スーパープレッシャー気球は超低温下を長時間飛翔することから、筐体の設計と熱解析を行い、筐体内を基板・セン

サーの動作保証温度内で維持する方策を検討した。それらをもとに搭載装置の動作可能時間の検討を行い、1-2 ヶ月

間の観測が可能であることを確認した。上記とともに、スーパープレッシャー気球の開発、放球方法の検討、飛翔中

のフライトコントロールと QL システム、取得データの解析システムに関する検討を進めている。また、相補観測で

ある PANSY レーダーデータで調べた重力波の間欠性が、フランスのグループの先行研究であるスーパープレッシャー

気球観測と調和的であること、高度によりその特徴が異なるため、フランスのグループが観測していない高度も調べ

る必要があることなどが改めて確認された。さらに、既存のレーダーデータや、再解析データ等を用いて、南極での
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重力波観測の重要性を確認するための研究を行った。

大型大気レーダー国際共同観測データと高解像大気大循環モデルの融合による大気階層構造の解明

PANSY は時間高度分解能が高い鉛直風を含む風の鉛直プロファイルが取得できる。この過去 3 年分のデータを用

いて先に明らかにしていた広帯域中間圏重力波のパワースペクトル、運動量フラックススペクトルを、自ら開発した

南半球高解像格子を実装した GCM シミューレションを行い再現に成功した。そして、南半球高緯度域の重力波の伝

播特性に周期帯依存性があることや、重力波の発生源に対する知見を得た。対流圏・成層圏については、近慣性重力

波の卓越および季節変化を明らかにした。また、PANSY の不規則アンテナ配置も加味した乱流エネルギー消散率推定

を共同研究者を行い、ラジオゾンデ観測による従来法の問題を指摘した。超高層大気との関連においては、あらせ衛

星と PANSY の同時観測により、オーロラ爆発直後に放射線帯電子の流入が起こり、夜間にも関わらず下部中間圏の

電離を引き起こしたことを解明した。銀河雑音吸収強度との対応を調べ、未解明だった極域冬期中間圏エコーメカニ

ズムの手掛かりを得た。

南極大気精密観測から探る全球大気システム

この研究は、南極地域観測第 IX 期計画重点研究観測「南極から迫る地球システム変動」のサブテーマ１（研究代表者）

として行っている。2015年 10月から開始したPANSYレーダーのフルシステム連続観測を今年度も継続して行った。

中間圏物質循環の駆動に寄与する重力波を捉える、大型大気レーダー観測網による国際協同観測（ICSOM）を主導し、

今年度も含め 4 回成功した。特に今年度は自らが南極観測隊夏隊員として参加し、昭和基地での観測を担った。その

結果、中間圏観測に最も適した時期である 2018 年 12 月～ 2019 年 1 月に北極成層圏大昇温現象が発生し、良好な

中間圏データを取得できた。また、中緯度の大型大気レーダーによるキャンペーン観測や、高解像大気大循環モデル

による数値実験によって、中低緯度の下部成層圏には近慣性周期を持つ大気重力波の卓越が示されてきたが、極域で

は慣性周期が約 12 時間と短いために、長期連続の高時間分解能観測が必要であり、極域での近慣性重力波の卓越の

有無やその季節特性は未解明であった。本研究では、2015 年 10 月～ 2016 年 9 月の丸 1 年間にノンストップで行

われた PANSY レーダー観測データを用いて研究を行った。背景風が強くなる冬季にはそのピークは鋭くはなくなる

ものの、どの季節でも卓越することが見いだされた。PANSY レーダーでは水平風だけでなく、鉛直風も同時に観測で

きることから、1 地点観測ではあるが、水平波長や水平位相速度などすべての波のパラメータが推定できる。全デー

タを使って推定したところ、中低緯度では見られない、エネルギー下向き伝播の重力波の存在が冬季に確認できた。

そして、対流圏起源の上向きエネルギー伝播重力波とは明らかに異なる力学特性を持つことも明確に示すことができ

た。

東部インド洋湧昇域における物理・化学・生物学的特性の統合的解明

東部インド洋における物理・化学・生物学的特性の統合的解明を目指し、2018 年 11-12 月にベンガル湾、赤道域、

および南東部熱帯域における白鳳丸観測調査を実施した。CTD 観測や表層乱流観測などの物理場把握のための観測に

加え、生物地球化学的諸量の分布把握のための海水採取、プランクトン等の生物の分布や活動特性の把握のための生

物サンプル取得など、分野横断的観測を行なった。本航海期間中はオーストラリア北西岸沖で経年的に発生する領域

気候変動モードの１つであるニンガルー・ニーニャ現象が発達しており、この特徴的な海洋構造とそれに伴う化学、

生物関連資料を採取することに成功した。特にニンガルー・ニーニャに関する物理場の特徴として、顕著な負の海面

水温偏差は広い範囲で見られたが、亜表層の水温偏差場は、インドネシア通過流域で正偏差、その他の海域で負偏差

が観測された。その結果、ニンガルー・ニーニャに伴う水温偏差は表層数十メートルに限られ、それよりも深い領域

では広域での海洋循環偏差に伴う水温変動を捉えている可能性が示唆された。

海洋内の渦擾乱と平均流とのエネルギー交換過程の再評価

海洋内部での不安定による平均場から渦擾乱へのエネルギー輸送や、渦に伴うレイノルズ応力による渦擾乱場から

平均流へのエネルギー輸送について、これまで用いられてきた計算法に対する問題点を指摘し、改善策としての「修

正されたエネルギーダイアグラム」の提案を行なった。新たなダイアグラムは渦擾乱側から見たエネルギー輸送項の
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みならず、平均場側から見たエネルギー輸送の定式化を行い、これらの差を相互作用エネルギーとして扱う修正され

たエネルギーダイアグラムを提示する。

北極ブラックカーボンの動態と放射効果

アラスカのバーロー、ノルウェーのニーオルスン、沖縄辺戸岬、長崎福江島、東京において COSMOS 測定器とレー

ザー誘起白熱法に基づく測定器（SP2）によるブ ラックカーボン（BC）の質量濃度の比較を詳細に行った。この結果

COSMOS の測定精度は BC のサイズ分布を考慮しても 10% という結果を得た。バーロ―、ニーオルス ン、カナダの

アラート観測所、ロシアのバラノバ岬観測所の４地点において COSMOS による観測が、約 1 年にわたり同時に測定

された。 2012 年の春季にニーオルソンにおいてヨーロッパのグループと共同で行った大気 BC 観測のデータの解析

を進め、北極における BC の内部混合状態が放射効果に影響 を及ぼすこと、この影響の大きさは BC 濃度、太陽高度、

地表面アルベドなどにより変わることを示した。 フィンランド、アラスカ、南シベリアの広域で 2012-2016 年に採

取された積雪中の BC 濃度と、降雪量の定量的な解析を行ってきた。重要な知見は 1) この観測で、 SP2 を用いた北極

積雪中での BC 濃度の高精度測定が初めて広域で行われたこと、2) 地形や BC の排出量の分布が BC の質量濃度と粒

径分布の緯度変化に大きな影響を及 ぼすこと、3) 本研究で測定された積雪中の BC の濃度は先行研究に比べ平均して

2-25倍低い値となっており、気候モデルの再検証を行うことが重要であるとうこと である。 観測された降雪量(SWE)、

積雪中の BC の濃度、沈着量を気象研究所の気候モデルによる計算値と比較した結果、モデルはこれらの量の絶対値

と空間分布を大変良く 再現することが分かった。得られた重要な知見は、１）冬季における北極の大気境界層の厚さ

は 0.5 km 以下で、地表面から排出される BC が蓄積されやすい構造を している。２）湿性沈着が、全沈着量の 80-

90% に寄与している。観測された BC は観測地点近傍ではなく、より広域の影響を受けている。 

直接観測による北極下層雲の微物理特性とエアロゾル影響評価

ゼッペリン山観測所（北緯 79 度、 東経 12 度、 標高 474 m）で、北極域では初めてとなる雲微物理量の連続直接観

測を実施した。雲粒数濃度（Nc）は夏に極大（65 cm-3 程度）、冬に極小（8 cm-3 程度）となる明瞭な季節変化を示した。

気温が 0℃以上においては、Nc は乾燥直径 70 nm 以上のエアロゾル数濃度（N70）と良い相関があった。N70 は水

雲を形成する雲凝結核（CNN）数濃度の指標である。気温が 0℃以下においては、一部のデータは 0℃以上と同様な

正相関を示す一方（CCN コントロール）、残りのデータはこの相関よりもかなり低い Nc 濃度（非 CCN コントロール）

となっていた。ライダからの偏光解消度データの解析から、前者（CCN コントロール）と後者（非 CCN コントロール）

はそれぞれ、水雲と氷雲を含む雲であることが明らかとなった。水雲では、直径 30 nm 程度の小さなエアロゾルま

でが雲粒に活性化しており新粒子生成が雲微物理に影響している可能性があることが明らかとなった。さらに Na 増

加に対する Nc の増加比率で定義したエアロゾル・雲相互作用指数を計算したところ、夏季と冬季・春季で大きな差

はないことが明らかとなった。

海洋の密度非一様性を考慮したエクマン理論に基づく表層混合層に関する研究

海洋表層には、鉛直混合により密度がほぼ一様の混合層が存在するが、ここでは、大気と海洋の間で熱・淡水・運

動量が交換されるため、大気海洋相互作用において、重要な役割を果たす。北太平洋の十年規模変動において、混合

層厚の長期変動による海面熱フラックスへの感度の長期変動が、重要な役割を果たしていることが示されたが、この

混合層厚の変動メカニズムの定量的理解はまだ得られていない。混合層厚は、海面冷却による対流、風成乱流等、様々

な過程によって決定されるが、本研究では、風応力により駆動される流れ（エクマン流）に着目することにし、まず、

水温前線域における有効エクマン流速、有効エクマン湧昇速度の定式化を行った。

次に、気象研究所で開発された海洋データ同化システムの 4 次元変分法を用いて作成された FORA-WNP30 の同化

データと FORA-WNP30 の作成に使用された大気再解析データ JRA-55 を用いて、海洋の非一様性を考慮した有効エ

クマン流速、及び、有効エクマン湧昇速度を北太平洋北西部において計算した。黒潮続流の流路の安定性は、十年規

模で大きく変動することが知られていることから、まず、前線の影響が最も顕著に現れる安定期 2002-03 年の冬季

に着目し、詳細な解析を進めた。その結果、黒潮続流に伴う水温前線の南北では、有効エクマン湧昇速度に、最大で

25m/day の差が存在することが明らかになり、有効エクマン湧昇が、混合層厚の南北勾配の緩和に一定の役割を果
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たす可能性が示された。混合層厚の南北勾配は、水温前線の強化に寄与していることから、有効エクマン湧昇は、水

温前線を緩和する方向に働くことが示唆された。

沿岸ニーニョ現象のメカニズムとその予測可能性

本研究では、観測データ、大循環モデルによるシミュレーションと感度実験の結果、アンサンブル予測実験の結果

を解析することにより、沿岸ニーニョ現象とその影響の詳細なメカニズムを明らかにするとともに、予測可能性を評

価する。本年度に得られた研究成果は以下の通りである。

(1) 沿岸ニーニョ現象に伴う雲ー短波放射ー海面水温のフィードバックについて観測データの解析を通して調べた。

その結果、特にニンガルー・ニーニョ／ニーニャ現象については、興味深い非対称性が見られた。具体的には、ニン

ガルー・ニーニョ現象の際は、上層雲 - 短波放射 - 海面水温フィードバックが負のフィードバックとして働くのに対し、

ニンガルー・ニーニャ現象の際は、下層雲 - 短波放射 - 海面水温フィードバックが正のフィードバックとして働くこ

とが明らかになった。

(2) 沿岸ニーニョ現象に伴う大気海洋相互作用が存在することを、大気と海洋の指標を作成し、因果関係の解析を

行うことにより示した。他の気候変動との関係も同様の手法で調べた結果、カリフォルニア・ニーニョ現象は、これ

までに考えられてきたようにエルニーニョ現象からの影響を受けるだけでなく、エルニーニョ現象に影響を与えてい

ることが明らかになった。

(3) さらなる予測精度の向上を目指して、3 次元海洋同化システムを新たに導入し、これまでの海面水温だけでなく、

亜表層水温・塩分も同化して初期値データを作成した上で、大気海洋結合モデル（SINTEX-F2）による季節予測実験

を実施した。

YMC 観測と気象・気候モデルを複合的に利用した海洋大陸上の MJO 変質過程の解明

2017 年から 2018 年にかけて海洋研究開発機構が主導的役割を果たしている国際研究プロジェクト YMC（Years 

of Maritime Continent）において研究観測船「みらい」による海上観測とスマトラ島での陸上観測が連動した集中観

測が行われ、様々な観測データが取得された。観測データの整備を進めるとともに、そのデータの解析に取り組んで

いる。

一 方、 全 球 雲 解 像 モ デ ル NICAM （Nonhydrostatic Icosahedral Atmosphere Model） に よ る Madden-Julian 

Oscillation（MJO）のシミュレーションでは、雲内での水蒸気の凝結や降水過程を表現する雲微物理過程のうち、特

に降水物質の落下速度がMJOの再現性に大きく影響することが経験的に分かったため、降水物質の落下速度について、

チューニングに頼らずに物理的に正しい設定を可能とするための手法開発を行っている。雨滴が変形しながら落下す

る過程の第一原理計算のために、埋込み境界法を用いたシミュレーション手法を改良し、独自のシミュレーションコー

ドを開発した。この研究により、NICAM をはじめとする標準的な雲解像モデルでは、雨滴落下速度が過大評価され

ていることが分かった。しかしながら、現在のシミュレーションコードは、2 次元または軸対称な雨滴への適用に限

られており、カオス的な挙動を示す大きな水滴への適用ができない。そのため、3 次元への拡張を意図し、雨滴表面

の再構築にベジエ補間を用いる新手法を開発した。さらには、NICAM においては地形性降水の計算が十分な水平解

像度で計算できない問題があるため、その解決を目指して NICAM と同じ格子を用いても水平解像度のより高い計算

が可能な新しい水平離散化手法を正 20 面体格子に実装し、浅水モデルにおいてより制度の高い計算が実現できるこ

とを確かめた。

太平洋の熱帯不安定波から放射される内部波による乱流混合の素過程解明とその影響・評価

太平洋赤道域には，熱帯不安定波 (Tropical Instability Wave, TIW) と呼ばれる顕著な中規模擾乱が存在する。TIWは，

熱帯太平洋の東部から中央部にかけてを，ほぼ赤道に沿って約 0.5 m/s の速度で西向きに伝播する，波長約 1000 

km, 周期約 25 日の波動であり，海面水温フロントの蛇行をはじめ，表層から密度躍層までの水温・塩分／流速など様々

な物理量の変動として観測される。TIW はまた，顕著な季節／経年変動を示し，ENSO のような大規模な気候変動現

象とも密接に関連することが知られている。この TIW は赤道域の複雑な海流系の不安定によって励起されると推察

されているが，その詳細は未だ十分に明らかにされていない。
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本年度は，TIW の励起過程を明らかにすることを目的として，赤道ベータ面上における 1.5 層の浅水モデルを用い

た線形安定性解析を実施した。現実的な TIW を再現できている渦解像海洋大循環モデル (OGCM) の結果に基づいて，

東西一様な密度躍層および東西流の構造を背景場として仮定した。線形安定性解析の結果，波長・位相速度・成長率・

南北構造などがすべて，OGCM で再現された TIW と整合的であるような不安定モードが得られた。さらに，この不

安定モードは，赤道のすぐ北（およそ北緯 1 度から 3.5 度）とそのさらに北（およそ北緯 3.5 度から 8 度）に捕捉さ

れた 2 つのロスビー波が結合したものとして理解できることを示した。すなわち，これら 2 つのロスビー波は，それ

ぞれ負および正の局所的な南北渦位勾配の分布を反映して，東向きおよび西向きと反対方向の伝播特性を持っている

が，それぞれ西向きの南赤道海流および東向きの北赤道反流による移流効果を受けることで，等しい速度で伝播する

ことが可能になる。その結果として，両者の相互作用による不安定モードが発達することが示された。

極域 UTLS における雲出現頻度極小領域及び TIL の季節性の研究

本年度は、南極上部対流圏・下部成層圏 (UTLS) における乱流エネルギー散逸率の季節依存性、及び対流圏界面高

度の変化を記述する方程式の提案・適用を行った。

昨年度までに、南極昭和基地大型大気レーダーに基づき、南極対流圏・下部成層圏における乱流強度の高度・季節

依存性を調べた。結果、5 ～ 10 月の高度 10 ～ 15 km において、乱流エネルギー散逸率が大きくなる傾向が見られた。

これは極渦の季節変化が、UTLS 領域の乱流の動態に関係していることを示唆している。そこで、渦位に基づく緯度（等

価緯度）を用いて、渦位 - 温位面に射影した乱流エネルギー散逸率を解析した。極夜ジェット付近は、極渦の十分内

側に比べて、乱流エネルギー散逸率は大きくなることが分かった。また、この乱流エネルギー散逸率が大きくなる領

域と、Richardson 数が１未満になる頻度が高くなる領域はよく対応していることを確かめた。乱流エネルギー散逸率

と鉛直渦拡散係数が関係していることを考えると、この解析で明らかとなった乱流パラメータの極渦内・縁辺領域の

対比は、それらの領域において物質輸送について違いがあることを示唆している。

対流圏界面は、対流圏と成層圏の境界であり、通常、気温減率で定義される。傾圧不安定などの総観規模擾乱や成

層圏突然昇温などの惑星規模擾乱に伴い、数日～数ヶ月スケールで変動することが知られている。今回、対流圏界面

を温位の鉛直勾配の不連続点として簡単化することにより、対流圏界面高度の時間変化率を診断する式を導出した。

さらに、その式を傾圧不安定波の数値実験や衛星観測データ、再解析データに適用した。いずれの場合も、導出した

診断式から推定される圏界面高度の時間変化率と、実際の変化率がよく一致することが確かめられた。

5.2 宇宙惑星科学講座

磁気リコネクションでのイオンと電子のエネルギー配分

無衝突プラズマ中では、イオンと電子のエネルギー等分配法則が成り立たず一般に両者の温度は異なる。例えば、

地球磁気圏ではイオン温度は電子温度より数倍程度高いことが観測的に知られている。このエネルギー非等分配はプ

ラズマ物理の最も基本的な重要問題であるが、ほとんど理解が深まっていない。ここでは磁気リコネクションによっ

て加熱されたイオンと電子のエネルギー分配について理論シミュレーション研究を実施した。昨年度は縦磁場のない

ハリス平衡解でのリコネクションについて調べ、イオンの選択的加熱が起きること、およびイオンと電子の温度比が

イオンと電子の質量比の 1/4 乗で近似できることを見出した。今年度は、ハリス平衡解に一様な縦磁場が加わったプ

ラズマシートについて調べた。その結果、縦磁場が強くなるほどイオン加速が抑えられ、強い縦磁場では電子温度の

が高くなることが解った。

相対論的ドリフト速度を持つ磁気リコネクション

相対論的リコネクションには、プラズマシートの温度が相対論的高温であるという効果と、プラズマシートのドリ

フト電流の速度が光速に近いという二つの効果がある。相対論的高温のプラズマシートのリコネクションについては、

Zenitani & Hoshino (2001) 以降に数多くの研究がなされているが、相対論的ドリフト速度を持つ電流層の研究につい

てはほとんど研究がなく、ドリフト速度が増せば成長率も速くなると考えられてきた。しかし相対論効果で慣性電気



28

5.2 宇宙惑星科学講座／ 5 研究活動

抵抗が変化することを考慮すると、必ずしも従来の予想とは異なる可能性がある。2 次元電磁粒子シミュレーション

を用いてドリフト速度のリコネクションの成長率に対する依存性を調べた。その結果、ドリフト速度が光速の 9 割程

度までであれば、従来の予想通りに速度の増加に伴って成長率が増大することが確かめられたが、ドリフト速度が光

速の 9 割を超えて更に速度を増すと、成長率が減少してリコネクションの成長が抑制されることが解った。

超新星衝撃波での電子の初期加速

銀河宇宙線は超新星爆発に伴う衝撃波で生成されていると考えられており、その宇宙線の加速メカニズムとして

はフェルミ加速理論が広く受入れらて来ている。しかしフェルミ加速理論にはまだ数多くの問題が山積しており、そ

の中で最も困難な問題が、衝撃波近傍での電子の初期加速である。超新星爆発衝撃波では、KeV 程度の熱的温度の電

子を MeV 程度まで加速することがフェルミ加速の必要条件だとされているが、その加速メカニズムが未解決である。

高マッハ数の衝撃波では、例えば、Hoshino & Shimada (2002) においてブーネマン不安定による波乗り加速の重要

性が指摘され、Matsumoto et al. (2015) においてはブーネマン不安定に加えてワイベル不安定による磁気島乱流が初

期電子加速を担うことが議論されてきた。しかしこれらの性質は、衝撃波での磁場と衝撃波面とのなす角度や上流で

のプラズマ温度、更に数値計算の場合はイオンと電子の質量比などにより影響を受ける。そのためこれまで我々が提

唱してきメカニズムを、広範囲のパラメター領域で定量的に評価することが必要であり、ポーランドと 2 国間交流事

業共同研究で大規模粒子シミュレーションを実施した。イオンと電子の質量比の依存性について知見を得ることが出

来た。

超小型火星探査機用 Ne 計測装置の基礎開発

2018 年度は，小型質量分析器の設計を実施した．まず，分析オプティクスの原理について検討し，複数の候

補のなかから，地上の実験室で近年用いられるようになった「オービトラップ」と呼ばれる超高質量分解能（m/

dm>10,000）の計測原理を採用することとした．地上の実験室で使用される質量分析器全体は，探査機に搭載するに

はリソースが過大であるため，主要な質量分析オプティクス部のみを踏襲し，その前段となるイオン化部・イオン蓄

積部については大幅な省リソース化を図るため，新たなオプティクスの設計を実施した．装置内電場と粒子軌道の数

値シミュレーションを通じて詳細設計を施し，テストモデル製作の準備を完了した．

地球と火星の比較に基づく惑星電磁気圏環境に固有磁場強度が与える影響に関する研究

惑星周辺の宇宙環境（電磁気圏環境）は、惑星の固有磁場強度によって大きく異なる。しかし現在、固有磁場強度

が変化したときに、電磁気圏環境や大気流出量がどのように変化するのかを予測できる段階には達していない。本研

究の目的は、地球と火星の比較に基づいて、地球型惑星の電磁気圏環境に固有磁場強度が与える影響を解明すること

にある。

平成 30 年度には、昨年度までのデータ解析研究をまとめ、下記の成果を得た。まず火星探査機の電位の特性を利

用し、従来測ることが困難であった低エネルギーイオンの統計解析を実施し、20eV 以下の低エネルギーイオン流出

がより高いエネルギーのイオン流出量に匹敵することを見いだした。また、惑星表面に残留磁化の多い南半球と少な

い北半球の比較から、惑星磁場が分子イオンの流出を促進する一方で、原子イオンの流斎つを抑制することを明らか

にした。さらに太陽風電場の向きによって、大気流出機構が異なり、上向き電場半球では磁場に平行方向の電位によ

る加速が、下向き半球では電場ドリフトや惑星間空間磁場 (IMF) の侵入が重要となることが示された。また、地球に

関しては、EISCAT レーダーデータの統計解析を行い、惑星周辺の宇宙環境を大きく乱す磁気嵐の原因となる CME（コ

ロナ質量放出）と CIR( 共回転相互作用領域 ) の２つの太陽風の特徴的な構造に着目して、地球電離圏からのイオン上

昇流への影響を調べた。その結果、CME 駆動磁気嵐時には、夜側でのイオン上昇フラックスが CIR 駆動時の約 4 倍

に増える一方で、昼側でのイオン上昇流の継続時間は、CME 駆動型に比べ CIR 駆動型磁気嵐の方が 2 日程度長いこ

とが明らかとなった。これらのデータ解析結果を踏まえて、太陽風と惑星大気の相互作用のグローバルシミュレーショ

ンの設定条件の考察を行うとともに、IMF の方向がイオン流出量に大きな影響を与えることを明らかにした。
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International study of responses of atmospheric escape from Mars against extreme solar events

火星は約 40 億年前には海をたたえたハビタブルな環境を持ち、その後の進化の過程でそれを失ったと考えられて

いる。惑星表層環境を規定する重要な要素である水や二酸化炭素などの揮発性物質の進化を理解するためには、太陽

活動に伴って宇宙への大気の散逸がどのように変動するか、を理解することが必須である。

本研究は、太陽風から惑星の電離圏までをシームレスにシミュレーション可能な独自の数値実験モデルを軸に、米

国 NASA の火星探査機 MAVEN チームとの密接な国際共同研究を実施することにより、火星からの大気散逸が過去の

太陽で頻発したと考えられている極端な太陽変動にどのように応答するか、の解明を目指している。特に、MAVEN 

Participating Scientist としての国際連携を更に発展させ、MAVEN 計画の科学責任者、副責任者の研究協力を得て各

観測機器との共同研究の調整・実施するとともに、国際共同チームにより観測と数値実験の比較データ解析共同研究

を推進し、国際共同研究を強化する計画である。

研究計画初年度である平成 30 年度には、研究協力者の一人である Brain 博士（コロラド大ボルダー校 LASP）を 3 ヶ

月間、研究代表者の所属する東京大学に招聘し、これまでに 4 年程度蓄積されている MAVEN の観測データの中から、

太陽風の代表的な極端現象である CME および共回転相互作用領域 (CIR) について、イベント

サーチを行い候補イベントを選定した。現在は、これらのイベント時の MAVEN 探査機による複数観測機器 ( 磁場

計測器 MAG、太陽風電子・イオン計測器 SWEA・SWIA、高エネルギー観測器 SEP、イオン質量分析器 STATIC 等 ) に

よる観測データの解析を開始している。

地上多点ネットワーク観測による内部磁気圏の粒子・波動の変動メカニズムの研究

本研究では、磁気緯度（地磁気の極を 90 度とした緯度）で 60 度付近の緯度帯（サブオーロラ帯）に、北半球で

地球を一周するように経度方向に 8 カ所の観測点を国際協力によって開設し、地球周辺の宇宙空間で地球のまわりを

経度方向に周回しているプラズマ粒子の地球大気への降り込みや、これと相互作用する周波数が 0.1Hz-10kHz の電

磁波動を観測する。これらの観測を、新しい人工衛星による宇宙空間での粒子・波動の直接観測や波動粒子相互作用

のモデリングと組み合わせることにより、内部磁気圏におけるプラズマ粒子と電磁波動の変動過程をグローバルに把

握するとともに、その変動のメカニズムを定量的に明らかにすることを目指している。これまでに平成 29 年 3 月か

ら本観測を開始したあらせ衛星に搭載された各機器の仕様や初期データを示す複数の論文を出版した。主な成果とし

ては以下が挙げられる。

・カナダ・アサバスカ観測点で得られた EMCCD カメラによる高速サンプリングのオーロラ観測データと誘導磁力

計の磁場変動データから、周期が 0.6Hz の電磁イオンサイクロトロン波動に同期して発生する孤立プロトンオーロラ

には、周期 1.2Hz（波動の 2 倍の周波数）の点滅が発生していることを世界で初めて発見した。こ

の発見は、磁気圏での波動と高エネルギー電子の相互作用が、波動の 2 倍周波数をもつ波のパワーによって起こさ

れていることを示唆する重要な成果である。

・ELF/VLF 波動の経度拡がりの初期解析として、カナダ、フィンランド、南極の 3 点の異なる経度で得られた VLF

波動の 48 日分のデータから、異なる経度で波動が同時に観測される確率が 2.5-9.8％程度であり、その地磁気活動度

依存性や地方時依存性を世界で初めて統計的に示した。

・Van Allen Probes 衛星のデータを解析し、Pc4 帯の地磁気脈動と地球周辺の環電流を担う高エネルギーイオンの

間のドリフトバウンス共鳴の特性を明らかにした。

初期太陽系における短寿命放射性核種 26Al および 10Be の分布に関する研究

26Al-26Mg 年代測定法では、初期太陽系における 26Al（半減期 70 万年）分布の空間的均一性が重要である。

26Al に不均一が存在したならば、現在の太陽系物質のマグネシウム (Mg) の微小な同位体異常として検出できる可能

性がある。今年度は、誘導結合プラズマ質量分析計 (ICP-MS) を用いた Mg 同位体分析の基礎実験を多数おこない、高

い分析精度 ( 数 ppm) と再現性を持つデータを得ることに成功した。その手法を用いて、始原的な L コンドライトで

ある NWA 7936 隕石中のコンドルールの分析をおこなった。その結果、Mg 同位体比 (26Mg/24Mg) が、地球の Mg

同位体比と比べて 10-20 ppm 低い傾向を示すことがわかってきた。このことは隕石グループごとに Mg 同位体比が

異なる可能性を示唆する。さらに NanoSIMS による Al-Mg 年代測定法も試みた。３つのコンドルールについて初生
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26Al/27Al 比が 1 E-5 を上回る高い値を得た。一方、ベリリウム 10（半減期 140 万年）に関しては、CH/CB コンド

ライト（遠方の太陽系起源と考えられる）中の微小な難揮発性包有物 (CAI) について、NanoSIMS によるベリリウム

－ホウ素 (Be-B) 同位体分析および Al-Mg 同位体分析をおこなった。その結果、初生 10Be/9Be 比に非常に大きなバリ

エーション (1E-4 から 1E-2) が存在することがわかった。このことは原始太陽近傍で太陽宇宙線の強い照射を受けた

CAIがCH/CBコンドライト形成領域まで運ばれたことを意味する。また、Y82094炭素質コンドライト中のコンドルー

ルについてもベリリウム - ホウ素 (Be-B) 同位体分析をおこない、過剰 10B の存在を発見した。おそらく CAI 的な物

質が太陽系の広範な領域に分布し、コンドルールの材料物質中にも含まれていたことを示すと考えられる。

太陽彩層におけるダイナミクスおよび加熱過程の理論的解明

本研究の目的は、太陽彩層における、プラズマ・磁場・放射が織りなす物理現象について数値シミュレーションを

用いて解明し、Solar-C 衛星計画のための理論的裏付けを準備することを目的とする。具体的には、非局所熱力学平

衡（NLTE）状態の輻射輸送を含む多次元磁気流体シミュレーションコードを構築し、(1) 彩層中の波動生成・伝播・

熱化過程や、(2) スピキュールと呼ばれるジェット現象の解明、(3) 彩層加熱の問題に挑む。 

今年度（およびその繰り越し期間）は、以下の研究を実施した。まず基盤研究全体の目標である、非局所熱力学平

衡効果入りコード開発について、1 次元磁気流体での開発に成功した。具体的には、高次元にした場合でも現実的に

計算を実行できる、Carlsson & Leenaarts (2012) による近似法をもちいた実装によるコードを開発した。このコード

を用いた具体的な課題として、太陽彩層中での Alfven 波（磁気的横波）の伝播とそのモード変換による加熱とを調べ

た。観測とよく合う輻射量を実現したが、従来の標準モデルより温度が低い大気が実現した。これは波動モード変換

による衝撃波が非定常的に伝播することで説明可能であることをしめした。このことの観測的な検証方法も合わせて

検討した。この結果の一部は、大学院生の修士論文となったのと、査読論文として現在投稿中である。スピキュール

については、背の高い一群について世界で初めて輻射磁気流体計算で実現するとともに、磁気ねじれによる加速モデ

ルを提言した。またスピキュール中の高周波数の横波がひので衛星で観測されているが、それを説明するモデルを提

案しシミュレーションで検証して出版した。また太陽コロナ・太陽風の波動において圧縮性が重要であることを提言

し、その伝播・不安定・乱流化・散逸をすべて取り扱うモデルを作成し、太陽表面から地球までを解くシミュレーショ

ンを実施して出版した。

直接観測に基づく衝撃波電子加速の実証的理論モデルの確立

(A) MMS 衛星の観測データ解析

地球バウショックの観測イベントを選出し，電磁波動のイベント解析を行った．コヒーレントな高周波電磁波は衝

撃波の遷移層内部において散発的な波束として観測され，その振幅は典型的に背景場の数 % 程度であった．また偏波

解析を行うことにより，これらは右円偏波・磁力線平行伝播のホイッスラー波であることが確認された．複数衛星の

観測データを用いて波形の比較を行ったところ，衛星間距離が 20 km 程度の時には衛星間で波形に対応関係があま

り見られず，一方で衛星間距離が 7 km 程度になるとある程度の対応が見られることが分かった．このことは波束の

空間スケールが数 km 程度しかないことを意味する予想外の結果である．

(B) 理論モデル構築

衝撃波遷移層における衝撃波ドリフト加速と呼ばれる古典的な電子加速メカニズムに波動によるピッチ角散乱の効

果を考慮した統計的衝撃波ドリフト加速の理論を構築した．簡単のため空間依存性を無視しピッチ角等方性を仮定す

ることにより，電子のエネルギースペクトルの特徴を解析的に求めることに成功した．すなわち，エネルギースペク

トルはベキ型となり，そのベキ指数は加速領域における磁場勾配のみに依存すること，またベキ型スペクトルは高エ

ネルギー領域においてカットオフを持ち，そのカットオフは電子の散乱効率にのみ依存することを示した．

(C) 数値シミュレーション

比較的プラズマベータ（プラズマ圧と磁気圧の比）が高く，マッハ数が低い条件において 2 次元の粒子シミュレー

ションを行い，電子の加熱・加速について調べた．衝撃波遷移層において高周波のホイッスラー波が励起されている

こと，また被加速電子とホイッスラー波が相互作用していることが分かった．この粒子軌道は統計的衝撃波ドリフト

加速の理論と整合しており，今後はより詳細に粒子軌道解析や波動の励起機構の解析を進める．
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超小型火星探査機用 Ne 計測装置の基礎開発

2018 年度は，小型質量分析器の設計を実施した．まず，分析オプティクスの原理について検討し，複数の候

補のなかから，地上の実験室で近年用いられるようになった「オービトラップ」と呼ばれる超高質量分解能（m/

dm>10,000）の計測原理を採用することとした．地上の実験室で使用される質量分析器全体は，探査機に搭載するに

はリソースが過大であるため，主要な質量分析オプティクス部のみを踏襲し，その前段となるイオン化部・イオン蓄

積部については大幅な省リソース化を図るため，新たなオプティクスの設計を実施した．装置内電場と粒子軌道の数

値シミュレーションを通じて詳細設計を施し，テストモデル製作の準備を完了した．

地球惑星超高層大気の中性粒子分布・力学機構の実証解明を実現する直接観測の基盤構築

中性粒子をイオン化させるためのカソードを開発している．2018 年度は，酸化バリウムを多孔質タングステンに

含浸させたカソード，および酸化イットリウムをイリジウムにコーティングしたカソードの性能試験を実施し，いず

れも 3W 以下のリーズナブルな電力で 1mA の大出力を得られることを確かめた．また，含浸カソードの酸化による

劣化を調べる試験を実施し，劣化を避ける保管方法を確立した．

衛星多点観測と計算機シミュレーションによる内部磁気圏のイオン組成変化要因の探究

日本が 2016 年 12 月にうちあげた「あらせ衛星」の MEPi 観測データの解析により、磁気圏のイオンと長周期地

磁気脈動のドリフトバウンス共鳴現象に関する研究を行った。ドリフトバウンス共鳴がリングカレントのエネルギー

増加に少なからぬ影響を及ぼしていることやそれにはイオン種依存性があること、イオンフラックスの空間勾配が共

鳴の重要なパラメターになり得ること、などの新たな知見が得られた。

粒子加速過程の直接計測による惑星放射線帯生成モデルの実証

日本が 2016 年 12 月にうちあげた「あらせ衛星」のデータを用いて，放射線帯におけるホイスラー波動と 10-

100keV 帯電子の波動粒子相互作用について観測的研究を実施している．2018 年度は，波動の斜め伝搬性を考慮し

た観測バイアスの補正方法を確立した．今後の衛星オペレーションでは，波動粒子相互作用が最も強く起こると思わ

れる，磁気圏赤道面での観測を多く実施できる見込みであり，それらのデータを網羅的に解析する．

多点観測を用いた磁気嵐中のリングカレント酸素イオン増加の時間空間変動に関する研究

磁気嵐中の内部磁気圏酸素イオン圧の空間分布と磁気嵐規模に対する寄与について、プラズマ分布関数（エネルギー

スペクトル）レベルまで遡り、最も寄与が大きいエネルギー帯（寄与エネルギー帯）を酸素イオンと水素イオンにつ

いて調査した。内部磁気圏における寄与エネルギー帯を十分にカバーしている、あらせ衛星搭載 MEP-i 粒子検出器で

得られたデータを用いた。具体的には、あらせ衛星が 2017 年に観測した 6 つの磁気嵐の主相と初期回復相において

寄与エネルギー帯の空間分布（主に動径方向）を調べた。(1) 深内部磁気圏（地心距離約 5 地球半径以下）では、寄

与エネルギー帯は 20-80 keV で、水素イオンと酸素イオンの差異はほとんど見られなかった。(2) 磁気圏尾部に近い

領域（地心距離約 5 地球半径以上）では、寄与エネルギー帯は水素イオンが 40-100 keV、酸素イオンは 60-150 keV

であった。これかの結果は、磁気圏尾部のプラズマは深内部磁気圏まで断熱的に輸送されているが、酸素イオン選択的・

優先的加速を引き起こす、短時間スケールの輸送・加速現象も静止軌道より内側のプラズマ特性に影響を与えている

ことを示唆している。その磁気嵐規模への寄与率は最低でも数 10％であった。

部分電離プラズマ中の宇宙線加速機構の解明と初期宇宙への応用

昨年度に引き続き、初期宇宙での宇宙線加速について理論的に調べた。昨年度は、宇宙線が衝撃波上流に作る磁場

を過程して、宇宙線の加速を議論した。2018 年度は、宇宙線が衝撃波上流に作る磁場を見積もることに成功した。

加速された宇宙線が衝撃波上流に作る磁場は、ワイベル不安定性を仮定すると、宇宙線が作る電流を評価することで

評価することができることに気が付いた。その結果、最初の星が超新星残骸を作る際に、宇宙線陽子が z=20 ごろに

0.1-3GeV まで加速されることを明らかにした。またその初代宇宙線が、周囲へ広がっていく際に、磁場を生成する

ことができることを明らかにした。最初の星が超新星残骸を作る際に、宇宙線電子の場合は、0.3-3GeV 程度まで加
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速できることがわかった。

同じ z=20 程度の時期に生じる構造形成に伴う衝撃波は、電離度が非常に低い衝撃波となるため宇宙線を加速する

ことができないことも判明した。z<10 の時期になると、構造形成に伴う衝撃波でも衝撃波上流が電離されるように

なり、宇宙線を加速することが可能になるが、クーロン散乱によるエネルギー損失が効いて、系から逃げ出す前に宇

宙線はエネルギーを失う。そのため、構造形成に伴う衝撃波で加速された宇宙線陽子は、周囲の磁場を増幅したり、

周囲を加熱したりと周囲に影響を与えることができないことも明らかにした。一方宇宙線電子の場合は、クーロン散

乱によるエネルギー損失が無視できるため、4MeV 程度まで加速され、周囲に影響を及ぼすことができることがわかっ

た。

はやぶさ 2 画像データを用いた小惑星リュウグウの地質解析

小惑星探査機はやぶさ 2 は、2018 年 6 月に目標天体であるリュウグウに到着し、光学航法カメラによって表面地

形の観測を続けている。本研究では、得られた画像データから小惑星リュウグウのクレーターをリスト化するととも

に、単位面積当たりのクレーター個数からリュウグウの表面年代を求めた。その結果、リュウグウが現在のコマ型に

なったのはおよそ 3000 万年前ごろであることや、赤道・西半球・東半球に年代の違いがあることも分かってきた。

このことは、直径 1 km ほどしかない小天体であるリュウグウの上でも、活発な地質プロセスが起こってきたことを

示している。

月極域探査のための水素分析手法の開発

月の極域に存在する永久影と呼ばれる領域は、クレーターのリムによって日光が遮られ、文字通り永久に日陰とな

る領域である。これまでの月周回探査から、そこには何らかの形で水素原子が濃集していることが知られており、こ

の量や存在形態を明らかにすることが今後の惑星探査の重要課題と位置付けられている。本研究では、パルスレーザ

を集光して岩石に照射し、発生したプラズマからの光を分光して元素濃度を計測する「レーザー誘起プラズマ発光分

光法」によって、月土壌に含まれる水素の濃度を計測する手法の開発を行った。月面に存在するレゴリスに純粋を混

合し、水の濃度と水素輝線強度との関係を調べた。予備的な結果によると、0.5 重量 % 以下の H2O を検出すること

ができることがわかった。このことは、本手法によって月面に存在する水の量を制約しうることを示唆している。

隕石中の難揮発性包有物の形成速度論に基づく太陽系最初期の物理化学環境解析

太陽系形成の最初期に内側太陽系で高温ガスからの固体凝縮プロセスや加熱による固体溶融プロセスがあったこと

は，始源的隕石中の難揮発性包有物（CAI や AOA）の存在から明らかである．惑星材料物質が経験したこの高温プロ

セスは，原始星や原始惑星系円盤の天文観測でも観測されておらず，その物理化学環境はいまだにはっきりとしない．

本研究では，難揮発性包有物の同位体岩石学・鉱物学的研究に，室内実験による難揮発性包有物の再現実験を組み合

わせ，太陽系最初期の高温プロセスの物理化学環境を定量的に制約する．特に本研究により，原始惑星系円盤内縁領

域の圧力条件，水蒸気分圧とガス／ダスト比が新規決定できることが期待される．低水蒸気圧・高温での CAI 模擬物

質の溶融・結晶化実験をおこない，メルト表面での水蒸気と CAI メルトとの酸素同位体交換効率は，衝突分子あたり

0.25 であることを明らかにした．また，CAI メルト中での酸素自己拡散係数を決定した．また，低水素圧下での CAI

模擬物質の溶融・結晶化実験をおこない，蒸発による元素分別がある中での結晶化挙動を調べた．水蒸気圧，水素圧

を変えた実験をおこない，蒸発による元素分別と結晶化の関係を明らかにし，メリライトリムをもつ typeB CAI の形

成水素圧が 10-4 bar 以上であることを示した．Efremovka (CV3) 隕石中の CAI HKE 01 の鉱物学岩石学・酸素同位体

分布の観察・分析を行った．このCAIはメリライトを主要構成鉱物とし，高温ガスから凝縮でつくられたと考えられた．

メリライトは逆累帯構造を示し，結晶成長中に円盤圧力が一桁程度減少した可能性があった．26Al-26Mg 年代測定

により形成の時間スケールを求めた．

地球とコンドライトの化学組成：初期太陽系円盤での主要元素分別

始源的隕石コンドライトや地球型惑星の元素組成は，初期太陽系での元素分別過程で決定されたと考えられる . 主

要元素 Mg, Si の分別過程の鍵となるのは，フォルステライト（Mg2SiO4）凝縮・蒸発反応やエンスタタイト（MgSiO3）



33

5.3 地球惑星システム科学講座／ 5 研究活動

形成反応による固体 Mg/Si 比の変化過程である．本研究では初期太陽系を模擬した低圧条件でこれらの主要鉱物に関

わる化学反応実験をおこない，その反応速度や反応機構の解明を目指した .主要な成果は以下のとおりである．(1)フォ

ルステライトの H2-H2O 雰囲気下での蒸発速度を決定した．H2O の存在で蒸発が抑制されることが明らかとなった．

抑制の程度には温度依存性があり，高温では水素による蒸発促進の効果が優勢となることがわかった．(2) フォルス

テライトの H2-H2O 雰囲気下での凝縮速度を決定した．凝縮の速度論的障壁はこれまで求められてきた蒸発の障壁と

同程度であることがわかった．(3) フォルステライトおよびエンスタタイト組成の非晶質ケイ酸塩の結晶化速度を決

定した . 水蒸気が反応障壁を下げ，結晶化を促進することもわかった．非晶質フォルステライトの結晶化の方が効果

的に起こることもわかった．(4) フォルステライトおよびエンスタタイト組成の非晶質ケイ酸塩の水蒸気との酸素同

位体交換反応速度を決定した．活性化エネルギーは両者で等しいが，頻度因子が異なり，非晶質フォルステライトの

同位体交換が効果的に起こることがわかった．(5) 以上の結果を総合し，原始太陽系円盤において，太陽からの距離

に応じ，Mg, Si を主成分とする物質の化学 組成，同位体組成，結晶性に分布が生じることを明らかにし，惑星材料の

化学的多様性がつくられることがわかった．

5.3 地球惑星システム科学講座

重力マイクロレンズ法による雪線以遠の系外惑星の探索

本研究は、MOA（Microlensing Observations in Astrophysics）プロジェクトにおいて 2015 年より実施している

口径 1.8m の専用望遠鏡を用いた重力マイクロレンズ法による太陽系外惑星探索を 2017 年度よりさらに 4 年間継続

し、研究期間内に新たに 30 個の惑星を発見するとともに、口径 8.2m すばる望遠鏡や口径 10m Keck 望遠鏡などの

大口径望遠鏡を用いた主星光の観測を並行して進めることで、惑星の形成現場である雪線以遠の惑星の質量分布を詳

細に描き出すことを目的としている。2018 年度は、専用望遠鏡が設置されているニュージーランドに学生を計 6 名

× 1 ヶ月間派遣して重力マイクロレンズイベントの探索を推進し、恒星の重力に由来する「通常イベント」を 400

個以上、そのうち恒星に惑星が付随する「惑星イベント」候補を計 14 個発見した。これらのイベントは現在データ

を詳細解析中である。さらに、過去の惑星イベントの観測データについて国際協力で解析・論文化を進め、新たに 8

個の惑星について発見論文を出版した。その他、重力マイクロレンズに関連する論文を 9 本出版した。

太陽系近傍の小型トランジット系外惑星の発見と大気の系統的調査	

本研究は、2018 年に打ち上がった全天トランジット惑星探索衛星 TESS によって多数の発見が期待される、惑星

の大気観測が可能な太陽系近傍の小型トランジット惑星に対し、我々が開発しスペインの望遠鏡に設置した多色撮

像カメラ MuSCAT2 を用いてその大気の性質を系統的に調べることを目標としている。その第一段階として、まずは

TESS で発見される多数の惑星候補を MuSCAT2 を用いて観測し、高い割合で混入する食連星を候補から排除し本物

の惑星を絞り込む「発見検証観測」を実施する。2018 年度はその解析のためのパイプラインを構築するとともに、

TESS が実施した南天サーベイで発見された複数の惑星候補に対し、MuSCAT2 で観測可能な天体（約 20 天体）につ

いて観測を実施した。そのうち 1 天体（TOI-263.01）について、TESS および MuSCAT2 のデータのみを使って惑星

の発見確認を行うことに成功し、査読論文誌に投稿（現在は出版）した。

ドップラー振動撮像装置を用いた木星表面振動観測 : 内部構造と起源の解明に向けて	

木星の内部や大気には不明な点が多く、それらが木星の形成過程、さらには太陽系全体の形成過程に対する我々

の理解を妨げている。研究代表者らのこれまでの理論的研究によれば、木星形成過程の解明の鍵を握るのは木星中心

にある高密度部分 ( コア ) の大きさやコア / エンベロープ境界付近などの深部の情報である。 そこで、木星内部探査

法として全く新しい内部伝播波 ( 木震波 ) を用いた方法によって、その深部構造を明らかにすることを目標とする。

2017 年度は、フランス・コートダジュール天文台およびアメリカ・ニューメキシコ州立大学の研究者との国際共同

によって、国立天文台ハワイ観測所岡山分室 ( 岡山観測所 )188cm 望遠鏡に設置するドップラー振動撮像装置の開発

に成功した。また、それらをフランス・コートダジュール天文台から岡山観測所に輸送し、 188cm 望遠鏡クーデ室に
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設置し光の経路の調整等を行なった。そして、木星に対して実際に試験観測を行い、十分な精度の観測データを取る

ことができた。一方、 すでにフランス Calern 天文台とアメリカ Sunspot 天文台に設置した DSI によって木星表面振

動観測に成功し、木星大気運動に制約を与えるデータを取得した。木星形成理論の構築に関しては、成長中の原始木

星まわりでの微惑星の N 体計算を行い、微惑星の力学過程を理解し、エンベロープに取り込まれる微惑星 ( 重元 素 )

量を定量化することができた。また、エンベロープに溶け込んだ重元素がエンベロープの構造に与える影響を精査し、

木星形成が従来の理論的見積もりよりも早まる可能性と小さなコアが存在する可能性を示唆する結果を得た。

クールワールドにおける系外惑星探査とキャラクタリゼーション

ケプラー衛星のデータから標準的なパイプラインで検出される惑星の大半は、観測期間中に 3 回以上トランジット

する公転周期が約 1 年以下のものである。我々は非標準的な方法で、トランジットが１回ないし二回しかない長周期

の惑星を探してきた。本年度は、これらの成果をとりまとめ、ケプラー衛星のデータ中の長周期トランジット惑星カ

タログ、Kepler Long-Period Catalog (KeLP カタログ ) を作成し、アストロノミカル・ジャーナルにて発表した。ピ

クセルベッティングやガイア衛星の距離情報、すばる望遠鏡やその他の望遠鏡による観測による温度情報などを用

い、121 個の候補天体から 67 個の clean sample を最終的に選びだしている。うち 25 個は本論文で新たに発見され

たものであり、以前われわれが報告したもの (13 個 ) を勘定すると、clean sample の半数以上 ( 計 38 個 ) はわれわれ

で同定したものである。このようにして、長周期惑星の分布が明らかになった。木星サイズの惑星頻度はドップラー

法で得られたものとコンシステントであった。雪線付近の惑星分布は、Neptune サイズの惑星の頻度は木星サイズの

ものと同等かそれ以上、存在することがわかった。また、木星サイズのものは恒星金属量と強い相関を示すものの、

Neptune サイズのものは相関があまりなかった。このような雪線付近の Neptune は現在の惑星形成論では説明が難し

く、大きな課題を示せたと言える。またこれら雪線付近の Neptune は WFIRST コロナグラフ計画の良いターゲット

であり、今後のキャラクタリゼーションが見込まれる。

海洋生態系の酸性化応答評価のための微量連続炭酸系計測システムの開発（JST CREST）

小型・省電力で、長期に安定的に微量・連続試料のアルカリ度をフロー系で計測するシステムを開発と試験に成功

した。開発したシステムの性能は、以下の通りである。１）精度・確度は、滴定と同等の（2000µmol kg-1 に対して）

2µmol/kg。２）1mL/min のフロー中で酸を加え、応答時間 5 分以内（試料量にして 5mL）で計測。消費電力は 5W

以下、本体重量は 2kg。４）pH ( ± 0.002、CO2 ( ± 2µatm) の計測を同時に行って、海洋の炭酸系と群集代謝を精

密に決定することができる。

上記目標性能を達成するために、以下の開発項目を解決した。A）小型化、微量計測：微少電極の開発。ダブルペ

リスタポンプの導入、温度制御方式の検討。Ｂ）安定計測：電極の安定性を高める。ドリフト対策。Ｃ）実験室・実

海域への適用：最適な電源ユニット。海底設置システム。Ｄ）標準海水の作成・維持：２次標準試料の作成・維持。

本システムによって、飼育水槽のサンゴの石灰化の時間的変化を連続で計測することに成功するとともに、サンゴ礁

海域のアルカリ度変化を３日間無人連続で計測した。

BGC-Argo 搭載自動連続炭酸系計測システムの開発（文科省海洋情報把握技術開発）

海洋酸性化や炭素吸収能評価のために、海洋の炭酸系の状態を決定することが基本的に重要である。炭酸系は、

pH- アルカリ度の計測によって高い精確さで決定することができる。しかしながらアルカリ度は、バッチ採水による

試料ごとの滴定が必要で、自動連続計測ができなかった。本技術開発では、海水の pH とアルカリ度を Argo フロー

トに搭載して１週間、水深 1000m まで自動連続で計測するシステムを製作し。実海域試験を行う。そのために，我々

の研究チームで開発した、浅海底設置型の微量連続 pH- アルカリ度計測システムを、Argo フロートに搭載可能な仕

様に改良する。計測は、µ-TAS のフロー系で連続的に海水試料に酸を添加して、添加前後の電位を ISFETにより計測し、

酸添加前の電位からpHを、添加前後の電位の差からアルカリ度を求める。値は、３つの標準海水を計測することによっ

て校正し、滴定と同じ精確さ (pH: 0.002、アルカリ度 : 2 µmol kg-1) を達成する。水深 1000m の耐圧性能をもたせ

るため、システムを耐圧容器に入れ、センサーと CPU は代替フロンで密封、酸と標準海水の排出に応じて浮力調節

する。消費電力は１W、重量は１kg とする。本課題によって、フロー系現場化学分析による海洋の炭酸系計測を実証し、
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海洋の炭素循環、CO2 吸収能、海洋酸性化とその生態系応答を評価するために、BGC-Argo へ標準的に搭載できるシ

ステムを構築する。

サンゴ礁海岸保全モデルの開発（国土交通省）

熱帯・亜熱帯のサンゴ礁海岸を保全するための水理モデルは、サンゴ礁縁での砕波という乱流過程を含むため、こ

れまでのモデルの適用が難しい。さらにサンゴ礁の形成や砂礫の供給は生物過程、ビーチロックの固化は化学過程で

あり、これらの過程を組み込んだモデルの構築が必要である。近年、海岸開発や地球温暖化によってサンゴ礁生態系

が破壊され、海岸や島々が水没してしまうことが危惧されている。しかしながら、サンゴ礁の生態系の保全と海岸の

保全をつなぐモデルがないため、物理的な水理モデルだけに基づく海岸保全は、サンゴ礁に特徴的な砂礫供給メカニ

ズムと水理条件を阻害してしまい、自然の海岸保全能力を損ねてしまう怖れもある。

こうした点をふまえて本研究では、野外調査、水槽実験とシミュレーションによって、サンゴと有孔虫の砂礫供給

を波浪などの環境条件によって見積もる砂礫供給モデルと、サンゴ礁縁の砕波によってつくられるサンゴ礁内の波・

流れ共存場を再現する水理計算モデルを構築し、これとサンゴ砂礫供給モデルを連動したサンゴ砂礫移動堆積モデル

を開発した。さらに堆積した砂礫の固化メカニズムを明らかにした。

このモデルは、サンゴ礁海岸の保全策に適用することができる。さらにサンゴ礁とその砂礫だけからなる遠隔離島

海岸や、海面上昇によって水没の危機にある太平洋の島嶼国、環礁国に適用することができる。

史上最大大量絶滅期の無酸素海洋の要因としての火山活動と高一次生産の評価

日本のペルム紀三畳紀境界の試料粉末を新たに準備し、オスミウムとレニウムの同位体比分析のための酸前処理を

行った。同じ試料をもとに、火山起源物質の指標になりうる水銀含有量の定量分析を行った。結果、どちらも大量絶

滅期の黒色粘土岩中の層準でオスミウム同位体比の低下、水銀量の増加がみられたが、ピークを示す位置がわずかに

異なっており、火山起源物質の海洋中での運搬過程や、他の起源物質の寄与がはたらいた影響等を検討し、議論を進

める必要がある。　

ペルム紀三畳紀境界層の堆積岩サンプルを用いて、作業過程による有機物の汚染を最小限に抑えた粉末試料を準備

した。この粉末試料を利用して、化石マレイミドを抽出するための最適条件を確定させる実験を繰り返し行った。こ

の過程で、クロム酸による反応処理をする堆積物粉末の必要量、反応させる時間の最適条件が定まった。また、得ら

れたマレイミド、フタレイミドの検出相対値と同試料から有機溶媒で抽出した緑色硫黄細菌由来の有機分子化石の定

量値との間に明瞭な相関性があることを確かめた。

これまで得られてきたデータを基に、ペルム紀末 - 前期三畳紀に酸素に乏しく硫化水素に富む環境を背景に海水中

の反応鉄の存在量が低下したことを示唆する論文を公表した。さらに、野外調査・試料採取の過程で発見されたコノ

ドント化石自然集合体の報告論文を公表した。

数百年～数千年スケールの東アジアモンスーン変動の出現時期、時代変化とその制御要因

2017 年度は、U1423, 1425 地点のコアから選び出した約 100 試料について、酸分解処理を行い ICP-AES, ICP-MS

を用いて酸化還元鋭敏元素の分析を行った。その結果、各暗色層の試料に Mo、U、V の微量元素の増加傾向が見出さ

れた。特に、Mo は、MIS ２，MIS5、MIS6 の時期にあたる暗色層において、硫化水素環境を示す基準値 100ppm に

近い高濃度を示し、U は MIS5 の層で無酸素環境に特徴的な 10ppm 以上の値を示した。このような特徴の異なる海

洋環境の広がりをより詳しくとらえるために、堆積深度の浅い U1426 地点 ( 約 900m) を追加分析対象に選定した。

高知コアセンターにおいて同地点のコアから、上記の分析と同じ層準にあたる明色層暗色層を選び出し、サンプリン

グを行った。

2018 年度は、高知コアセンターで分取した U1426 地点の試料を分析用に粉末化した。粉末化したおよそ 50 試料

について酸分解処理を行い、ICP-AES と ICP-MS を用いて堆積物に含まれる主要・微量元素の定量分析を行った。そ

の結果、各暗色層に Mo、U、V をはじめとした酸化還元鋭敏元素の増加が確認された。MIS2、MIS5、MIS6 の暗色

層では Mo の濃度が 20ppm を上回るが、深度の深い地点のデータを明らかに下回った。また、U は多少の増加みら

れるものの、明確な無酸素環境を示す 10ppm には至らなかった。これらのことは、元素の堆積をもたらす還元的な
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海水環境はおよそ千メートル以深にあったことを示す。これまでに測定しきた各深度地点のデータをまとめ、日本海

の貧酸素海洋の特徴と当時の海水準変動、夏季・冬期モンスーンの強度変化とを比較しながら議論を進めている。

微生物代謝過程を考慮した海洋生物化学循環モデルの開発と原生代海洋環境変動の解明

本研究は，原生代の海洋化学組成と微生物生態系の群集構造およびその活動との関係について，海洋生物化学循環

モデルを用いて明らかにしようとするものである．貧酸素条件にある海洋での主要生元素の循環に加えて微量生元素

循環と微生物代謝過程を詳細に考慮した全く新しい数値モデルを開発し，当時の海洋一次生産性とその律速因子およ

び微生物生態系の群集構造，ひいては大気海洋酸化還元状態の安定性の解明を目指す．2018 年度においては，当初

の達成目標である「原生代の海洋一次生産性の制約と栄養塩循環の動態」を明らかにするため，これまでに開発した

海洋生物化学循環モデルを用いて詳細な検討を行った．原生代海洋における海洋一次生産性やその律速因子について

はこれまでほとんどわかっておらず，当時の大気海洋系における酸化還元状態やその安定性の解明において重要な課

題となっている．そこで，昨年度までに開発を行ってきた海洋生物化学循環モデルを用いて，地質記録を制約条件と

した統計手法（モンテカルロシミュレーション）を適用することで，当時の海洋一次生産の制約を試みた．地質記録

に基づく海水中の硫酸イオン濃度を制約条件として課すことで，モデルが含む不確定なパラーメータについて大規模

かつ系統的な感度実験を実施した．その結果，当時の海洋一次生産は現在のたかだか 10 － 20％程度，大気海洋系へ

の遊離酸素放出率は現在の 25％程度であったことなどを初めて明らかにすることに成功した．この結果は，当時の

大気酸素濃度が現在よりもずっと低いレベルに維持されていたことに合理的な説明を与えるものである．さらに，原

生代の大気メタン濃度についても推定を行ったほか，全球酸化還元収支についても総合的な描像を得ることに成功し

た．本研究は，Geobiology 誌に掲載された．

降水雲の過飽和度を観測から制約する：エアロゾル空間分布の予測のために

地球大気エアロゾルの中でも、直接効果と間接効果の両者で主要な影響をもつ粒径範囲の微粒子は、主に、湿潤対

流において雲粒化を介し降水に取り込まれることで大気から除去されている。そのため、エアロゾル濃度の空間分布

と放射強制力を数値シミュレーションで正しく算出するためには、少なくとも、その大気からの除去率を大局的に決

めている、「湿潤対流に伴う凝結水生成率」および、「エアロゾル粒子の臨界過飽和度」、「降水雲の過飽和度」という

３つの物理量を、全球大気モデルの中で正しく算出または仮定できるようにすることが必要である。本研究では、こ

れら３つ物理量の中でも先行研究がほとんどない、「降水雲の過飽和度」を観測的に推定する新たな手法を開発し、

東アジア域の降水雲の観測に適用した。また、エアロゾルの空間分布の正確な予測には降水雲の過飽和度の観測的制

約が重要であることを、全球エアロゾルモデルの数値シミュレーションによって示した。

5.4 固体地球科学講座

世界の沈み込み帯における低速＆高速地震のダイナミクスの解明（基盤研究 A）

メキシコ、チリ、台湾、ニュージーランド、カナダ、米国など様々な地域の地震データを収集分析し、ゆっくり

地震の比較研究を進めた。世界の群発地震について開発した検出システムを東北沖の限られた領域に適用し、群発地

震活動が一定の予測可能性を持つことを明らかにした。すべり速度弱化とすべり速度強化の２つの性質からなる単純

な数理モデルによって、前震や余震の活動の定量的特徴が説明できることを明らかにした。これまでに開発してきた

確率微分方程式によるブラウン運動ゆっくり地震モデルの２次元拡張を行った。２次元の確率的セルオートマトンに

よって、数学的には１次元の確率微分方程式のモデルとほぼ等価なモデルが作成できることを示した。これにより、

時間空間的なゆっくり地震の比較研究が可能になる。

ゆっくり地震の脆性塑性不均質断層モデルを連続弾性体内に配置した系において、脆性パッチの空間分布と滑り弱

化パラメタの依存性を系統的に調べた。その結果、ゆっくり地震の発生様式がマイグレーションを起こす場合と起こ

さない場合に二分されることが分かった。O(N logN) コストの破壊伝播シミュレーション手法である FDP=H-matrices

を用いて、動力学を考慮した順問題を多数解くことによって断層摩擦特性を逆問題的に求める手法について検討した。
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地球回転運動の一つの様式である極運動が、プレート境界に及ぼす応力変化を見積もる手法を開発し、ゆっくり地

震の発生と大気圧・海底圧力・極運動等の外力による応力変化との相関を調べる際に、年周変化の帯域では極運動の

影響が無視できないことを示した。また、上記の外力に対する固体地球の変形を、弾性構造の不均質性を考慮する手

法を開発し、予備的な計算を行った。

低速変形から高速すべりまでの地球科学的モデル構築（新学術領域研究）

以下の 3 項について研究を進めた。

(A) スロー地震諸現象の時間空間的な関連性の解明：南海トラフの浅部微動について、放射エネルギーのサイズ分

布が指数分布で制限されるべき分布に従うことを示した。同地域で VLFE の震源メカニズム分布を求め、その多様性

と海山のような凸構造の関係を示した。ニュージーランドのヒクランギ海溝での群発地震カタログを初めて作成した。

また日本海溝におけるスロー地震活動の概要を明らかにした。２次元確率的オートマトンがスロー地震の特徴を説明

することを示した。

(B) 現実的プレート運動システムにおけるモデル化：固液 2 相流と粘性を仮定したモデルによって、スラブから放

出された水がスラブ直上に存在する低粘性層内部を素早く上昇する可能性を示した。粘性の温度依存性を仮定した力

学モデルによって、深さ方向のすべり様式と粘性の温度依存性が系統的に変化することを示した。3 次元熱対流海洋

プレート沈み込みモデルによって、ニュージーランドのヒクランギ沈み込み帯の温度、含水量、脱水量分布が地震活

動の違いを説明することを示した。プレート形状を考慮したSSE数値シミュレーションによって、日向灘浅部のスロー

地震活動の挙動が深部での固着の空間変化と関連することを示した。

並行する２つの断層の相互作用モデルによって摩擦すべりイベントの速度が変化することを示した。

(C) 巨大地震を含むプレート運動システムの予測可能性の検討：大型振動台を用いた岩石摩擦実験によって震源核

形成に直結しない長期的なスロースリップを発見し、その発生条件が瞬間的なすべり速度に依存することを明らかに

した。逆断層、正断層、横ずれ断層の地震の発生割合の時間変化を ETAS モデルを用いて定量化し、東北沖に適用した。

プレート境界すべり加速時期には逆断層の地震の発生割合が増加することを示した。房総半島の海岸段丘地形から過

去の地震時地殻変動を推定した。

深部スロー地震と流体流動様式

深部スロー地震が沈み込み帯上部に分布するマントルウェッジの浅部と沈み込むプレートが接する領域において発

生する。その岩相境界とスロー地震の発生の関連性について諸説はあるが、未解決課題である。陸上に露出するマン

トルウェッジを含むプレート境界岩類の解析によって、浅部マントルウェッジとスラブ境界領域は高い流体圧が発生

しやすい状況にあったことを示す組織を見出した。また、沈み込むスラブから放出される流体の量と比較して、スロー

地震発生との関連性を議論した。加水されたマントル岩石である蛇紋岩の剪断帯の存在が沈み込み帯における流体流

動様式を支配する重要な要素であることを明らかにした。

沈み込み帯の応力・温度分布に関する研究

沈み込み帯を含めた大断層における応力分布はテクトニクス分野における大きな未解決問題である。本研究では、

沈み込み型変成岩類に記録された温度構造と沈み込み帯の熱モデリングの組み合わせを用いて剪断熱を評価する。ま

た、剪断熱は剪断熱は剪断応力と剪断歪みの和から算出されるので、過去のプレート沈み込み速度推定から沈み込み

帯における剪断応力推定を試みる。

接触変成帯の温度構造決定と貫入岩体の熱モデル検証

接触変成帯はマグマが貫入して、周囲の岩石に熱影響を与えることが原因である。地殻の熱構造とその時間変化を

理解する上で接触変成作用の定量的な記述が重要であり、実験室で再現できない長時間天然実験室の利用としても注

目される。本研究は、世界的にみても非常に大きな接触変成帯の成因とマグマ貫入モデルとの関連性について明らか

にする予定である。そのために、岩体周辺 100 点弱のおける温度推定を行い、単純なモデリングとの比較を行った。



38

5.4 固体地球科学講座／ 5 研究活動

スピネルかんらん岩ゼノリスの高精度圧力計開発：リソスフェア薄化機構の解明への応用

大陸リソスフェアは地球の断熱材の役割をしているため，その規模・熱流量とそれらの変動は地球の熱史に大き

な影響を及ぼす．大陸リソスフェアの主体を構成する物質の断片であるマントルゼノリスは，こうした大陸リソス

フェア全体の挙動に制約を課す上で貴重な物質情報を提供する．本研究では，マントル圧力推定が困難とされてきた 

60km 以浅で安定なスピネルかんらん岩ゼノリスの 由来深度を±数 km 以下の精度で決定するする方法を開発し，構

成鉱物に記録されている温度に敏感な非平衡現象とあわせて，大陸リソスフェアの温度の時空変化を推定し，地球内

部からの熱放出効率に大きな影響を与える大陸リソスフェアの薄化機構を解明する．世界の大陸・島弧地域からモロッ

コ，コロラド高原，一ノ目潟を選択し研究を進めている．29 年度には，モロッコの Cadi Ayyad 大学 Youbi 教授と 

Boumehdi 教授の協力を得て，スピネルかんらん岩ゼノリスを多産するモロッコの新第三紀 - 第四紀アルカリ玄武岩

地域で野外調査を実施し，有益な野外情報を得ると同時に大量のサンプル採集を行った．広域的に分布する複数の火

山を対象とし，予定通り噴火ユニットの同定，ユニット内のゼノリス分布とサイズ分布の決定，ゼノリスとホストが

接している多数のサンプルの採取に成功した．ゼノリスを大量に産する二つマールでは，火山砕屑岩層中に産する試

料について，産出層序と肉眼観察による粒径やコンパクト度合いといった特徴に相関関係があることが判明した．こ

のように火山地質学とゼノリス岩石学を結合させることができた点は，今後の研究にとって最大の成果であった．一

ノ目潟とコロラド高原については，既に手に入っているサンプルの分析と解析を進めた結果，ゼノリス由来深度とそ

の温度および熱履歴の推定に成功している．

モナザイトから読み解く大陸地殻の進化機構

本研究では，地球史における大陸地殻の改変過程，特に変成活動史を，砕屑性モナザイトから解読することを目指

す . モナザイトは軽希土類元素のリン酸塩鉱 物で，ジルコンと同様に単一粒子について高精度でウランー鉛年代を測

定でき，その化学組成は堆積作用では改変しない . 一方，モナザイトはジルコンと違い， 変成鉱物として幅広い変成

度で成長し，火成鉱物としては主に堆積岩の再溶融によって形成される低カルシウム花崗岩に見られる . したがって，

砕屑性モナザイ トには，大陸地殻の様々な変成活動と一部の花崗岩 ( 二次的大陸地殻 ) 形成の情報が記録されると考

えられる . その一方で，モナザイトは様々な条件で形成される リン酸塩鉱物であるため，得られたウランー鉛年代の

地質学的重要性を解釈するためには，モナザイトの形成環境を理解する必要がある . そこで初年度の 2018 年度には，

微量元素組成に基づくモナザイト形成条件の指標確立に取り組んできた . 形成過程の分かっている様々な変成岩・花

崗岩に 含まれるモナザイトについて微量元素データを取得し，形成条件の指標となる微量元素濃度パターンを特定し

てきた.その結果，モナザイトの希土類元素パター ンとウランートリウム濃度が有用な指標となることが明らかになっ

た . 具体的には，火成起源のモナザイトは顕著なユーロピウムの負異常で，また高変成度条件 下で成長した変成起源

モナザイトは顕著な重希土類元素の枯渇によって特徴づけられることが明らかになった . これらの研究成果は，国内

外の学会で発表され， さらに国際学術雑誌において報告された . 

ニュージーランドにおける巨大地震発生シミュレーターの高度化と性能評価

本研究は，2016 年にニュージーランド南島北部で発生したマグニチュード 7.9 のカイコウラ地震の発生メカニズ

ム解明を通して，物理モデルを用いた地震発生シミュレータの開発と検証を行うことを目的としている．そのために，

（１）地震発生シミュレータの開発・検証，（２）地震データ解析・微動カタログ構築，（３）古地震カタログの構築・

現地における野外調査という，3 項目の研究を行う．今年度は，項目（１）については，まず大型計算機資源を学際

大規模情報基盤共同利用・共同研究の制度によって確保した．シミュレーションによって，カイコウラ地震の主要問

題のひとつである複数断層が連動した破壊伝播過程において，震源域中部で北部と南部の大規模な断層をつなぐ位置

にある中規模な断層（Whites 断層）の寄与を調べた．前年までに構築していた初期モデルの震源域中部の断層形状

を一部変更することで検討したが，当該の断層が大きく滑るような物理条件は生じにくいことが分かった．項目（２）

においては，地震計の定常観測点のデータを用いて，カイコウラ地震の震源域を含むマルボロ断層帯において，低周

波微動とみなされる地震波形記録を発見した．さらに，いくつかのイベントについては，震源決定を行った．項目（３）

においては，南島においてニュージーランドのカウンターパートと共同で現地調査を実施し，地表踏査及びドローン

測量によって，従来明らかでなかった Whites 断層の地震時滑り量を測定した．これにより，Whites 断層についての
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シミュレーション結果の検証材料となるデータを得ることができた．

CMB 直下の P 波速度構造推定及びその起源の解明～地震波形インバージョンの応用

私たちは、震源メカニズム・震源中心・震源時間関数などの震源パラメータを、波形の短周期成分を用いて再決定

するソフトウェアを開発した。広帯域観測網 (GSN 及び FDSN) で得られた地震波形のやや短周期成分に適用し、南米

下で発生した深発地震の震源パラメータを再決定した。これを稠密観測網 (USArray) で得られた地震波形に適用し、

波形インバージョンを行うことで、中米下マントル最下部の 3 次元 S 波速度構造を推定した。GCMT 解を適用した構

造推定の結果と比較する ことにより、震源パラメータの再決定による構造推定の改善度合いを定量的に評価した。 

その結果、(1) 私たちが再決定した深発地震の震源メカニズムと震源中心は GCMT 解とよく一致したが、震源時間関

数は一致せず、浅発地震のスケーリング則から 期待されるより短いことを確認した。(2) 震源パラメータの再決定に

より、推定した構造から求めた理論波形と観測波形の残渣が減少した。(3) いずれの構造推定 結果でも、1 次元初期

モデルに対する速度異常のパターンは一致した。(4) 特に震源時間関数の再決定により速度異常の振幅が約 30% 減少

し、従来の手法における振幅の過大評価がわかった。(5) 周期 12.5 秒以上よりも、周期 8 秒以上の成分を用いた場合

の方が、震源パラメータの再決定による構造推定の改善度合いが大きかった (Yamaya et al. 2018)。 以上開発した手

法により、従来は使えなかった短周期成分を使用することができるため、今後高解像度な S 波速度構造推定が可能と

なる。また、卓越周期の短い P 波にも適用でき、P・S 波速度構造同時推定への道筋が示された。

測地データを用いたプレート境界ダイナミクスの研究

プレート境界で観測される地殻変動や重力変化データを用いて、様々な時空スケールの現象（潮汐、スロースリップ、

地震時変動、粘弾性変形、地震間変動、巨大地震の繰り返しが形成する地形等）の解明を目指している。研究手法として、

理論モデリングに加え重力観測も独自に行っている。

2018 年度は、学部生２名とともに極運動がプレート境界に及ぼす応力変化を理論的に見積もる手法を開発し、大

気圧・海底圧力・極運動等の外力による応力変化がスロー地震を誘発し得るか調べる際に、年周変化の帯域において

極運動の影響が無視できないことを示した。さらに、大気圧・海底圧力が引き起こす固体地球の変形を計算する際に、

自己重力の働く球モデルにおいて弾性構造の水平不均質を考慮する手法を開発し、予備的な計算を行った。

2017 年度に我々は長期的スロースリップに伴う流体移動を示唆する重力変化を世界で初めて捉えることに成功し

たが、2018 年度は研究室所属の学生による卒業研究として、スロースリップ中の流体挙動を再現する物理モデルの

改善を行った。これにより、重力変化だけでなく地表変形も見積もることが可能となった。重力及び GNSS データと

改善したモデルを比較することで、流体の移動量をスロースリップの断層破砕帯の 1% 程度より小さいことを示し、

流体の量に関して地質学的描像と矛盾しない結果が得られた。

光格子時計の相対論的測地応用

科学技術振興機構の大規模プロジェクト「クラウド光格子時計による時空間情報基盤の構築」のサブグループ「相

対論的測地応用グループ」の長として、地震・火山減災のための光格子時計ネットワークによる国土環境監視技術の

開発を１１月より開始した。GNSS によるグローバルな地殻変動監視網は、地球物理学的な地震・火山研究に不可欠

なインフラとして世界的に利用されており、我が国は GNSS による監視網を世界に先駆けて稠密化することで、スロー

スリップ等の未知の現象を発見するなど、世界の地震・火山研究に大きく貢献してきた。しかし、人工衛星を用いる

GNSSには、信号が大気を通る際に測位誤差を生むという根本的な困難がある。本研究は、光格子時計の地上ネットワー

クによる相対論的測地を実現し、GNSS と組み合わせて利用することでこの困難を解決し、地殻変動の監視精度を飛

躍的に向上させることを目指す。

高圧下における液体鉄合金の密度測定

地震波観測により得られる内核及び外核の内部の密度分布は、弾性波速度分布と共に、核の化学組成を制約する上

での数少ない情報の一つである。地震波観測から得られた内核と外核の密度分布や、内核 - 外核境界の密度不連続と

比較し、核に含まれる軽元素の種類と量に制約を与えるうえで、核の構成物質の候補と考えられる鉄 - ニッケル - 軽
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元素合金の、核の圧力・温度条件下における密度データは必要不可欠である。本研究ではレーザー加熱ダイヤモンド

アンビルセルと放射光 X 線を用いた、鉄 - 軽元素合金の高圧実験を行い、固体及び液体鉄 - 軽元素合金の密度及び弾

性波速度を決定した。まず、固体に関しては鉄 - 系元素合金の X 線回折測定から地球中心の温度 - 圧力領域までの結

晶構造、密度、及び結晶構造変化を決定した。この研究結果に関しては、国際誌において発表した。また液体鉄に関

する実験を行った。これまで、液体の鉄合金の高圧下での実験例は非常に少ない。そこで、本研究は、まず純鉄にお

いて実験を行った。放射光施設 SPring-8 にてレーザー加熱ダイヤモンドアンビルセル及び放射光 X 線により液体純

鉄の X 線散乱を測定し、その密度を決定した。また、X 線非弾性散乱測定も行い、音速を決定した。加えて、種々の

軽元素を含む鉄 - 軽元素合金に関しても同種の実験を行った。

地球型惑星の磁場進化復元研究

地球型惑星磁場は液体金属核の対流により生成・維持されているため，ベクトル場である惑星磁場の形状や強度の変

遷を明らかにする事で，金属核対流状態や金属核−岩石マントル間の熱輸送進化など，惑星内部ダイナミクス進化に

関する情報を得る事ができる．本研究では岩石や堆積物など天然の試料中に含まれる強磁性鉱物が記録している過去

の惑星磁場情報を読み解く古地磁気学研究，また磁場情報の記録媒体である強磁性鉱物の磁気的性質に関する基礎研

究として岩石磁気学研究に取り組んでいる．2018 年度は主として火星磁気異常ソースの研究に取り組んだ．具体的

な内容は以下の通りである．現在観測されている火星の地殻磁気異常を説明するためには，数十 km の火星地殻深部

で 40 億年間安定に残留磁化が保存されている必要がある．今回は残留磁化の安定性という観点から，火星地殻磁気

異常のソースと成り得る磁鉄鉱の粒径・形状の評価を行った．様々な火星熱史を仮定して計算を行った結果，ユーレ

イ比が低い場合では針状単磁区磁鉄鉱が磁気異常ソースと成り得る事が，ユーレイ比が高い場合では針状単磁区磁鉄

鉱に加えて等方的単磁区磁鉄鉱と擬似単磁区磁鉄鉱もソースと成り得る事が明らかになった．一方で，いずれの場合

でも粗粒な多磁区磁鉄鉱ではソースと成り得ない事が明らかになった．従って，観測されている磁気異常を説明する

ためには火星地殻中にはたとえ数十 km の深部であってもミクロンサイ ズ以下の細粒かつ針状の磁鉄鉱が普遍的に存

在している必要がある事が示された．今後の研究では，火星の地殻深部に細粒かつ針状の磁鉄鉱を作るメカニズムを

調べていく事で，古火星磁場に関して新たな制約を与えられる可能性がある．

5.5 地球生命圏科学講座

貝殻らせん成長メカニズムの解明：進化発生古生物学創成に向けて

本年度は L. stagnalis の表現型可塑性による環境への応答に着目し、L. stagnalis の一世代における水流への形態の

応答を明らかにすることを目的とした飼育実験を行った。定量可能な水流という環境刺激を与える飼育装置を製作し、

この中で遺伝的背景を揃えた個体を約六か月間飼育した。二か月ごとに三つの実験区（異なる流速条件で二つ、コン

トロールとして静水条件で一つ）における個体の計測を行い、殻の長さ、殻の幅、殻口部の長さ、殻口部の面積、足

の面積、殻と基質との角度といった形質を測定した。また L. stagnalis の成長に伴った各形質の変化をより詳細に調

べるため、水流実験とは別に静水下で 5 個体を単独飼育し五か月の間 8 日ごとに形態を計測した。これらの個体の

形態解析に加え、L. stagnalis のトランスクリプトームデータにおける DNA メチル化関連酵素（DNMT1、DNMT2、

DNMT3）の有無を調べた。水流実験の結果、水流がある実験区で育った個体は水流がない実験区で育った個体に比

べて ( １) 殻の成長速度の低下、( ２) 性成熟の開始時期の遅れ、( ３) 殻の長さに対する足の面積の増加、( ４) 殻と基

質が成す角度の低下が見られた。さらに、水流実験に用いた個体の観察や上述の結果の ( ３) と ( ４) を統合して、水

流条件下の個体において ( ５) 殻の長さに対する足の体積が増加していることがわかった。一方、殻の長さに対する

殻の各部位の計測値に関しては有意差は見られず、殻の形状に変化は見られなかった。L. stagnalis において DNA メ

チル化関連酵素をコードする遺伝子 Dnmt1 と Dnmt2 の存在が示され、L. stagnalis が DNA メチル化や tRNA のメチ

ル化の機構を持つ可能性が示されたが、Dnmt3 はトランスクリプトームデータからは見つからなかった。
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新規同位体分析法を駆使した石筍古気候記録の定量的解読

よく理解されていない日本列島の後期更新世〜完新世の陸域気候変動を復元するために，日本各地から採集した石

筍試料を対象に高解像度の同位体分析を進めている。今年度は三重県と岐阜県の試料から過去８万年間の同位体記録

を抽出した。酸素同位体比の記録はグリーンランド氷床や中国石筍にも現れる数千年周期のハインリッヒイベントを

正のスペイクとして明確に記録していた。また，長期的変動は海水準記録と良く同調しており，全球的な氷床体積の

増減に伴う海水酸素同位体の変動を反映していると解釈された。この成分を差引くと，石筍酸素同位体比の変動はほ

ぼ気温変化で説明される。三重県のケースでは最終氷期最盛期と完新世中期の気温差が９℃，ハインリッヒイベント

での寒冷化幅は３℃と見積もられた。この結果は炭酸凝集同位体から導き出された温度記録とも整合的である。一般

に，石筍酸素同位体比は降水量の指標であると考えられてきたが，今回の結果はこの古典的な解釈を覆すことになっ

た。おそらく，黒潮流路に近い太平洋沿岸では，海水ー雨水の間で起こる同位体分別は気候条件の影響を受けにくかっ

たと考えられる。

また，本研究の重要な目的である炭酸凝集同位体温度計の開発も順調に進行し，先行する欧米の研究室と同等の誤

差での分析が可能になり，信頼度の高い D47- 温度の換算式を提示することができた。年輪を持つトゥファを用いた

分析結果では，明確な温度の気温変化が得られ，炭酸凝集同位体温度計の有用性が確かめられた。

原子炉から放出された放射性ガラス微粒子（CsMP）の実環境中での変質及び微粒子からの Cs の溶出
過程の解明 (JAEA 受託研究他）

福島原発事故時において原子炉内で発生した高濃度の放射性セシウムを含有する微粒子（cesium-bearing 

microparticle: CsMP）は、エアロゾルとして関東一円に飛散したことがわかっている。様々な環境に存在していると

考えられる CsMP が時間とともにどのように変化していくかは、今後の放射能汚染への対策を考えるために重要であ

る。今年度は CsMP の様々な溶液中での溶解挙動及びそれに伴う構造の変化を調べた。今年度は純水中および海水中

での CsMP の溶解速度を推定し、純水よりも海水のほうが１桁程度早く溶解が進行することを明らかとなった。アレ

ニウスプロットから CsMP の溶解にかかる活性化エネルギーを計算すると、純水では 65 kJ/mol、海水では 88 kJ/

mol であった。この違いは主に海水の高い pH により、CsMP の主体である珪酸塩ガラスが容易に溶解するためと考

えられた。これより福島沖での平均的な海水温では、半径が 1 ミクロン程度の CsMP は 10 年程度で完全に溶解する

と推定できる。また溶解前後で同じ CsMP を電子顕微鏡で観察することにより、溶解に伴う粒子の形状やサイズ、構

造の変化を解明した。純水と海水では CsMP の変化も異なることを確認した。

また今年度は、汚染土壌試料などの全放射能中における CsMP の割合を定量的に見積もる手法の開発に着手した。

アルミナ基板に塗布した耐熱接着剤上に分散させた汚染土壌で感光させて得られたイメージンプレート画像の輝点

（ホットスポット）の加熱温度依存性から、それが CsMP なのか放射性 Cs を吸着した鉱物粒子なのかを判別できない

かを検討した。この手法によりその判別は概ね可能という結果を得た。

揮発性が異なる元素の気化に伴う同位体分別が拓く環境地球化学の新展開

本研究では、環境化学的に重要で、揮発性が異なる元素の気化に伴う同位体分別を系統的に 解析する。その同位

体分別係数 ( α ) と関連する各元素の気化時の化学種や、レイリー分別と関連す る気化率に基づく考察を進める（図

１）。特に室内燃焼実験や石炭燃焼試験装置で得た試料の同 位体分析や X 線吸収微細構造分析（XAFS; 化学種の同定）

などを進め、各元素の化学種と気化率 の情報から、エアロゾル中の燃焼・気化由来の諸元素の同位体分別を系統的に

解釈する。次に、こ の基礎的成果に基づき、気化を伴う環境化学的に重要な現象に同位体分析を適用し、新規性の高 

い応用研究を展開する。特に、(i) エアロゾル中の気化由来の Fe の起源（人為や火山起源）を解明し、 過去や現在の

気候変動への影響を考察、(ii) 福島原発事故で放出された放射性セシウム濃集微粒子 中の元素が原子炉内での気化に

より供給されたことを同位体分別から証明、(iii) 有害性の高い酸化チ タン微粒子の気化による生成の可能性の検討、

などの研究を展開する。なお本研究は、現在進め ている挑戦的萌芽研究の成功を受けて、それを拡大・発展させた研

究である。 
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レアアースのイオン吸着型鉱床の生成規制因子：スリランカでの気候帯や深度依存性から

これまでの我々の研究から、風化花崗岩中の希土類元素（REE）の抽出率は風化の程度（風化度）に影響を受け、

中程度の風化度を持つ花崗岩の抽出率が高いこと が示唆された。そこで本研究では、様々な風化度の花崗岩を調べる

ため、日本に加えて、スリランカ、ミャンマーなど、様々な地域における地表面の風化花崗岩 を分析した。その結果、

風化度が気候と関連しており、熱帯地域の花崗岩は温帯地域の花崗岩よりも風化が進んでいることが確かめられた。

これらの結果から、 REE の抽出率が高い中程度の風化度を持つ花崗岩は日本などの温帯に存在することが示唆された。

さらに本研究では、REE がイオン吸着型鉱床を形成しやすい原因 を明らかにするために、いくつかの実験で REE 以

外の多種の金属イオンとの比較も行った。まず複数の鉱物や支持塩に対する微量元素の分配係数（Kd）を調べた。 

また、REE 吸着時の構造を調べるため、標準物質に REE を含む複数の元素を吸着させ、広域 X 線吸収微細構造（EXAFS）

法を用いて、その吸着構造を調べた。その結 果、REE やその他の元素を粘土鉱物に吸着させた試料の EXAFS から、

イオンのサイズに応じて形成しやすい表面錯体が異なることが明らかになった。特に Ba2+ を境 界とし、Ba2+ より

も小さいイオンは外圏錯体を取りやすく、大きいイオンは内圏錯体を取りやすいことがわかった。これらのことから、

イオンの挙動は価数とサ イズの影響を強く受け、価数が大きくサイズが Ba2+ よりも小さいイオンがイオン吸着型鉱

床を形成すると考えられる。またこうした分子地球化学的知見は、天然 での元素の挙動に大きな影響を与える粘土鉱

物に対する金属イオンの吸着を、元素の性質に根ざして系統的に理解することを可能にしており、この結果から REE

の イオン吸着型鉱床の特徴が説明可能である。

金属元素の気化過程に伴う同位体分分別に基づく環境地球化学の新展開

我々は、主に放射光 XAFS 法による化学種解析と重元素安定同位体比を用いて、様々な環境試料中の元素の分子レ

ベルの情報を引き出し、より本質的な化学的情報 に基づいて様々な元素循環の素過程や環境影響を調べてきた。特に

エアロゾルについては、気候変動や健康影響と関連があり、越境汚染物質でもあることから環 境地球化学的に最も重

要な研究対象であると認識し、エアロゾルに関する XAFS 法と安定同位体比を用いた研究を強力に推進している。こ

のうち Fe について、特に 黄砂の輸送過程での Fe 化学種の変化やエアロゾル中の水溶性 Fe に占める人為起源の Fe

の割合の解明などを進めた。一方、本研究では、MC-ICP-MS（Neptune Plus）を用いて、鉄の安定同位体比を複合的

に用いた研究を進めた。その取り組みの１つとして、エアロゾル中の Fe の安定同位体比に人為起源 Fe の影響が反映

さ れると予想していたが、本研究ではその予想通り、人為的燃焼起源の Fe が大きな同位体分別を示すことを見出し

た（Kurisu et al., 2019a,b）。特に製鉄所近傍 での継続的なサンプリングにおいて、製鉄所由来の風が卓越した場合、

微細粒子中の鉄濃度が増加し、鉄安定同位体比が２－３‰程度大きく減少することを見出 した。また、人為的な燃焼

起源のエアロゾル中の鉄安定同位体比の端成分として、－４‰程度の値が妥当であることを提案した。この値を用い

て、北太平洋上の 海洋エアロゾルの鉄の起源について議論を行った。その結果、この海洋エアロゾルに含まれる同位

体比分析から、この試料中のおおよそ 50％以上が人為起源 Fe で あると推定され、HNLC 海域である北太平洋上のエ

アロゾルには人為由来の鉄が多く含まれていることが分かった（Kurisu et al., 2019a）。

XAFS 法を駆使した硫酸エアロゾルの生成過程と地球寒冷化への影響の解明

本研究では、硫酸エアロゾルなど、大気中に存在する強酸の生成過程について研究を進めており、2018 年度は主

に、環境中に存在する過塩素酸に関する研究を進 めた。通常、環境中の過塩素酸は、大気中の紫外線の影響で塩化物

が酸化を受けて生成する。硝酸も同様のプロセスで生成すると考えられているため、多くの研 究で環境中の硝酸イオ

ンと過塩素酸イオンの濃度比は類似している。本研究では、火星の表層環境のアナログとしても注目される砂漠中の

過塩素酸について研究 を進めた。特に中国・タクラマカン砂漠周辺の砂漠の砂、河川堆積物、氷河堆積物などについて、

過塩素酸濃度、塩化物や硝酸イオンとの濃度比、およびX線吸収 微細構造（XAFS）法による塩素化学種の同定を行った。

その結果、上記の試料のうち、砂漠砂試料や河川堆積物に比べて、氷河堆積物中で過塩素酸の絶対濃度お よび硝酸塩

に対する過塩素酸の比が著しく高いことが分かった。タクラマカン砂漠は、世界の他の砂漠と比べて毎年 100 mm 程

度の降雨があり、過塩素酸が沈着し ても容易に溶解し還元する可能性があるため、アタカマ砂漠などと比べて砂漠中

の濃度が低い原因として、こうした降雨が考えられる。そのため、火星表層環境 などでの過塩素酸の存在は、長い期間、

強い乾燥状態が維持されてきたことを示唆する。一方、氷河堆積物試料中で過塩素酸濃度が高く、特に硝酸塩に対す
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る比 が高いことは、大気中での紫外線による生成過程以外に、別の過塩素酸の生成プロセスがあることを示す。氷床

中にトラップされていた線化物が紫外線により酸 化されるプロセスが報告されているが、氷河堆積物中の過塩素酸の

存在は、このようなプロセスにより生成した可能性がある

様々な分光法や量子化学計算を駆使した環境中での放射性核種の移行素過程に関する研究

平成 30 年度は、より還元的な系で、なおかつ炭酸イオンが存在する系でのウランの固液分 配の実験を進める。還

元的な環境での実験は、放射性廃棄物が地下深部の還元的環境に埋 設予定であるため、重要である。ウランは炭酸

イオンが存在する場合、U(VI) の炭酸錯体 として溶液中で安定化する。一方、ウランは還元的な環境になった場合、

U(IV) になって 溶解度が著しく減少する。そのため、これらの錯生成反応と還元反応が競争的に働き、還 元的で炭酸

イオンが高濃度に存在する系でのウランの固液分配がどのようになるかは未解 明であり、この点について本研究で取

り組む。また、錯生成をする相手としては腐植物質 の影響も重要であるので、こうした配位子が存在した系での実験

も進める。なお、還元的 な実験環境を作るためには、ガス置換型グローブボックスの利用が必須であり、その購入 

を本経費で計画した。

層状混合酸化物を用いた陰イオンで溶存する放射性核種の効率的除去法の開発

放射性廃棄物や鉱山廃水などに含まれる放射性核種や有害元素の除去は、人間が様々な資源の開発や先端産業の育

成を進める上で避けられない課題である。本 研究では、放射性核種や鉱山廃水中で陰イオンを形成し、有害元素とし

て重要なヨウ素（ヨウ化物）、ヒ素（ヒ酸）、アンチモン（アンチモン酸）の効率的な除 去に関する研究やその除去機

構の解明を行った。ヨウ化物については、これまでも陰イオンの除去に有効とされてきた層状水酸化物（LDH）につ

いて、ヨウ化物と 親和性の高いビスマスを担持・燒結した Mg/Al/Bi 系 LDH を開発し、生成した Bi2O3 ナノ粒子へ

の吸着によるヨウ化物の除去について研究を進めた。Mg/Al LDH、 Mg/Al/Bi LDH、Bi2O3 に対するヨウ化物イオンの

等温吸着線および吸着率の時間変化を調べたところ、最大吸着量および吸着速度定数はそれぞれ 161、202、57 mg/

g および 0.036、0.0290、0.0032 min-1 となり、Mg/Al/Bi LDH が最も多量のヨウ化物イオンを吸着することが分かっ

た。EXAFS 解析から、Mg/Al/Bi LDH に吸着さ れたヨウ化物は、Bi2O3 に吸着されたヨウ化物と同様の構造を示すこ

とが分かった。これらは、ヨウ化物除去剤として、今回開発した Mg/Al/Bi LDH が有効であるこ とを示す。一方、ヒ

酸とアンチモン酸については、鉱山廃水から得られた水酸化物にでんぷんを添加し燒結させた鉄酸化物を用いた除去

法を開発した。XAFS 解析 からこの物質は ferrihydrite と magnetite の混合物であり、これらイオンの吸着は前者が

担うのに対して、magnetite が共存することで、懸濁溶液からこの吸着媒 を磁石で容易に集められ、有害元素の最終

的な除去に必要であるが時間がかかり目詰りなど問題の多いろ過作業が、不要ないし効率的に行える点に特徴がある。 

北西太平洋魚類を指標とした水銀安定同位体比の三次元分布解析

水銀安定同位体比は、魚介を介したヒトへの慢性暴露が懸念される水銀について、その起源解析や、魚介の生態情

報解析に有効と考えられている。本研究では、愛媛大学生物試料バンクに保管されていたカツオ・ビンナガ・スジイ

ルカ・カズハゴンドウ・ネズミイルカ中の水銀濃度とその水銀安定同位体比を計測した。黒潮域・黒潮 - 親潮混合域・

熱帯近傍域のそれぞれで、特徴的な水銀安定同位体比変動が認められることが確かめられた。

放射光 X 線マイクロビームを用いたプランクトン中微量元素の分析法開発

水圏生態系の微量元素循環を考える上で、低次生態系生物に対する分析手法の開発は重要である。本研究では、個

体別プランクトンの微量元素分析法開発を目的に、高エネルギー加速器研究機構・photon factory において、淡水性

プランクトン各種の微量元素の局所分布を蛍光 X 線分析法により解析した。プランクトンの固定処理に複数の手法を

用い、その影響を評価するとともに、最適な分析条件について検討を進めた。

環境変動に伴う湖沼の微量元素動態変化

琵琶湖において、過去 40 年で湖水中および堆積物中のヒ素・マンガン濃度が上昇してきたことを、環境試料の濃

度分析、化学形態分析、ますバランスモデルなどを用いて実証した。また、この変化と長期的な湖底溶存酸素濃度低
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下現象の関係について考察した。

深海と地底生命の生態と鉱物との相互作用の解明

地球は他の太陽系天体と異なり , プレートテクトニクスと花崗岩の形成を特徴とし , 地球は生命の存在が知られる

唯一の天体である . 惑星スケールの生命と地球の相互作用を , 生命誕生当時の地球や火星などの天体を対象に含めて

研究を行っている . 地球外生命や生命の起源とも密接に関連し , 光合成由来の有機物に依存しない「深海」と「地底」

の環境に生息する微生物の生態とゲノムおよび代謝活動による元素濃集について特に力をいれて研究している . 本年

度は , 次世代の国産金属資源として注目されるマンガンクラストの形成と有用元素の濃集における微生物の影響につ

いて , 最先端の固体分析手法（NanoSIMS, HAADF-STEM, STXM）を用いて解析した . その結果 , マンガンクラスとの

形成に現生の微生物が関与している一方で , Ce の濃集には死滅した微生物細胞が重要であること明らかにした . 地球

外生命が存在する可能性が最も高いと考えられている火星の地下と類似した海洋地殻上部の玄武岩溶岩から取得した

深部コア試料を対象に微小鉱物を解析した結果 , 玄武岩の亀裂に沿って海水が浸入・反応することで , 層状ケイ酸塩

鉱物が形成されていることを明らかにした . この層状ケイ酸塩鉱物の特徴から , 岩石内部で生命活動に必要な鉄と酸

素の反応が進行していることも判明し , 地殻中の深部玄武岩は 1 億年に渡り生命が生存可能であることを世界で初め

て明らかにした . 

四肢動物類の頸胴部領域進化様式とメカニズム : 化石記録と胚発生からのアプローチ	

Yale University の Bhullar 研究室との共同研究をスタートし、共焦点レーザー顕微鏡を用いたヘビ類、ヤモリ類な

どの胚発生過程における筋肉や神経系の形態形成シークエンスの３D イメージングと解析を開始した。さらにコーン

スネークやヒョウモントカゲモドキの受精卵を得ることにも成功したが、継続的に、観察に必要な数の卵を得るには、

繁殖に関するさらなる工夫が必要なこともわかった。

房総半島南部に分布する沸石類の成因に関するする研究

研究活動実績概要（800 字以内）房総半島に分布する後期鮮新世白浜層中から、特殊な産状を示す沸石群を見出し

た。これらの沸石群は、これまでに報告のない産状であり、薄片観察、回折 X 線分析、EPMA 分析、炭酸塩炭素酸素

同位体組成分析を行った。熱履歴の解明のため泥岩のバイオマーカー分析を行った。

輝沸石とネコ石の共存を白間津南方海岸に分布 SH 凝灰岩中の軽石中に見出した。軽石層は変質を被り、輝沸石と

ネコ石が形成されている。輝沸石の空隙を埋める形でネ コ石の放射状結晶が観察される。ネコ石は、スカルンや石灰

岩の 風化鉱物であり、続成作用で形成された例はない。SH 凝灰岩層中の層厚 2cm の白色細粒凝灰岩がエリオン沸石

化していることを発見した。我が国におけるエリオン沸石の報告は、晶洞鉱物としての記載がほとんどであり、ガラ

ス質凝灰岩層全体がエリオン沸石化している凝灰岩層は知られて いない。また、野島崎灯台下の地域では、偽礫となっ

ている泥岩が方沸石化されており、見かけ上、方沸石ノジュールとなっている。これまでの研究で、沸石続成分帯に

おける方沸石ノジュールの存在は大きな謎であり、形成環境の推定、生成メカニズムの解明を行っている。

房総半島白浜層における沸石の鉱物組み合わせは、先行研究で明らかにされた堆積岩中の沸石組み合わせとは大き

く異なる。この地域の沸石は、これまで 知られていない成因を持つ可能性がある。

Herkimer 型の有機物を内包する水晶の成因、特に有機物の果たした役割について

Herkimer 型水晶は、両錘で透明度が高く、有機物の包有物を持つことが特徴である。油状包有物を含むことで有

名な、パキスタン / アフガニスタン国境産の試料について、物理的粉砕の後、包有物を抽出し、蛍光スペクトル解析、

さらにバイオマーカー分析を行い、包有物の有機地球化学的特徴付けを行った。その結果、蛍光の原因となっている

のは、アルキルベンゼン類であることが明らかになった。パキスタン / アフガニスタン国境地域での現地調査はでき

ない。そのため、米国ニューヨーク州ハーキマー産出の有機物を含む水晶の調査を開始した。ここでは、カンブリア

紀の炭酸塩岩中にできた晶洞中に、内壁に無煙炭のごとき有機物コーチングが見られ、その中に、良質の水晶が形成

されている。有機物は、結晶学的には石墨であり、ラマン分光法による温度推定では、約 200℃という熱履歴が得ら

れた。炭酸塩岩のバイオマーカー分析の結果、アルキルベンゼンが卓越した。この結果は、パキスタン / アフガニス
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タン国境地域産水晶の包有物の分析結果と一致した。現在、ハーキマーで得られた水晶自体の分析を行っている。ま

た、高知県佐川町にも有機物を含む水晶が産出する。試料採取を終え詳細な観察 / 分析を開始した。このような、観

察 / 分析結果を総合して、水晶の結晶成長における有機物の役割を明らかにしていく。

紫水晶とシトリンの色の起源について

紫水晶やシトリンの色についての研究は、数百年も遡ることができる人類の古い興味である。これら鉱物の着色が

微量の鉄に起因することはよく知られる所であるが、具体的な鉄イオン濃度と色の関係についてのデータは、現在で

も明らかにされていない。そもそも、着色に関与している鉄濃度は、どの程度濃度なのか。諸説あるが、研究ごとに

桁違いの値が提唱されている。また、鉄のイオン化状態の差異についての議論は定性的な議論であり、各鉄イオン量

の定量的な議論はなされていない。各鉱物の色についての記載は、濃い / 淡いなどという感覚的表現で分類されてい

る研究が多く、分光分析によって波長とその強度の評価を定量的に行う必要がある。本研究の目的は、紫水晶とシト

リンについて、色の起源と考えられている全鉄、各鉄イオンの種類と濃度の関係を明らかにすることである。今回の

発表では、研究の第一歩として、各鉱物の色情報を分光スペクトルの curve fitting（ピーク分離）によって求め、種々

の処理によって色を変化させた処理石との比較を行った。すなわち、色付水晶の色変化の記載を分光スペクトルのピー

ク分離によって行った。分析には、ブラジル産紫水晶、ザンビア産シトリン、ボリビア産アメトリン及びブラジル産

プラシオライトを用いた。試料は、c- 軸垂直方向に厚さ 2.2mm で切り出し、両面研磨を行った。EPMA 分析で微量

元素組成を測定した後、紫外線照射（ピーク波長 352nm）、加熱処理、γ線照射によって色を変化させた試料につい

て分光分析を行ない、解析結果を比較した。紫外線照射 100 時間、200 時間 400 時間、加熱温度 350℃、400℃、

450℃、500℃で処理した。分光分析には、JASCO 社製 V-650 紫外可視光分光高度計を改造し、両面研磨薄片試料の

微小領域（直径２ｍｍの円）について分光分析を行った。分光分析の結果についてピーク分離処理を行い、着色に寄

与している波長とその強度を決定する。分光スペクトルの解析方法について。以下にブラジル産紫水晶の分光分析結

果（例）を示す。分光スペクトルの curve fitting により、スペクトルを構成するピークを洗い出した。主要吸収ピー

クは 350nm、408nm、533nm の三本と長波長側に数本のピークが見られる。紫水晶の吸収スペクトルは、主要三本

のピーク面積で特徴付けることができる。各処理前後の色変化を、三本のピークそれぞれの面積比変化で表し、処理

による変化を比較検討する。

海底マンガン現場培養を通じたマンガン沈殿物と微生物の関係

海底のマンガン堆積物の形成には、熱水プルーム中での微生物細胞へのマンガンの濃集が観察されるなど、微生物

の関与が古くから示唆されている。また、海底のマンガンクラストやマンガンノジュールには、周辺海水とは異なる

Thaumarchaeota の優占が複数の調査から明らかになっており、これらの微生物はマンガン酸化に関わる遺伝子を含

むことから、マンガン酸化物形成への関与が示唆されてきた。一方で、海底堆積物中からは微小マンガン粒子が大量

に含まれることが明らかになっており、海底マンガン堆積物への微生物の関与はよくわかっていない。本研究では、

海形海山にて 10 年間現場培養したマンガンクラスト形成培養試料を用いて、マンガン様粒子と微生物生態系の関係

を調べた。回収したクラスト培養基には、直径1-2um程度の微小マンガン様粒子が付着していたが、顕微鏡観察の結果、

マンガン様粒子内には微生物細胞は認められず、また、マンガン様粒子と微生物細胞の位置関係には関連性は認めら

れなかった。一方で、 直径 10-20um 程度の有機物様粒子には、観察される微生物細胞の大部分の濃集が確認された。

遺伝子解析の結果から、クラスト培養器上では、Thaumarchaeota の Nitrosopumilus の優占 (70-85%) が認められて

おり、微生物細胞の分布とあわせると、クラスト培養基上で Thaumarchaeota を含む大部分の微生物群集は、マンガ

ン様粒子とは関係なく、有機物様粒子に関係していると考えられる。これらの結果は、海底のマンガン堆積物は海水

から微小粒子として沈殿しているという従来の説を支持する。本研究からは、マンガン堆積物上で普遍的に優占する

Thaumarchaeota が、有機物に依存することを示唆し、今後、マンガン堆積物との詳細な関係解明が望まれる。
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55.	 Seow, M. X. C., T. Tozuka, and Y. Morioka, Analyzing atmospheric processes behind the South China sea winter 
cold tongue using model outputs, 4th International Joint Workshop on Computationally-Intensive Modeling of 
the Climate System and 9th OFES International Workshop, 九州大学 , 2019.3.1
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56.	 Seow, M. X. C., T. Tozuka, and Y. Morioka, Impact of tropical climate modes on the atmospheric processes behind 
the interannual variations of South China Sea winter cold tongue, 20th Pacific Asian Marginal Seas (PAMS 2019), 
Kaohsiung, Taiwan, 2019.3.21

57.	 Shibuya, R., and K. Sato (poster), Gravity Wave Characteristics in the Winter Antarctic Mesosphere by a Long-
Term Numerical Simulation Using a Non-Hydrostatic General Circulation Model, SPARC General Assembly 2018, 
Miyako Messe, Kyoto, 2018.10.1

58.	 Suematsu, T., Miura, H., Enhancement of Madden-Julian Oscillation realization by low-frequency zonal SST 
gradient, 幕張メッセ , 2018.5.22

59.	 Sumi Y., and K. Sato (poster), Frontal structure and gravity waves observed during stratospheric sudden warming 
events, SPARC General Assembly 2018, Miyako Messe, Kyoto, 2018.10.5

60.	 Sumi, Y., and K. Sato, Stratospheric front-like structure and characteristics of gravity waves during a stratospheric 
sudden warming event in 2016, The Ninth Symposium on Polar Science, National Institute of Polar Research, 
Tokyo, 2018.12.6

61.	 Takahashi, A., and T. Hibiya, Assessment of finescale parameterizations of deep ocean mixing in the presence 
of geostrophic current shear : Results of microstructure measurements in the Antarctic Circumpolar Current 
Region, Japan Geoscience Union Meeting 2018, 幕張メッセ , 2018.5.21

62.	 Tomikawa, Y., K. Sato, Y. Saito, I. Murata, N. Hirasawa, and M. Kohma, Super-pressure balloon observation of 
gravity waves over the Antarctic, The Ninth Symposium on Polar Science, National Institute of Polar Research, 
Tokyo, 2018.12.6

63.	 Tozuka, T., S. Ohishi, and M. F. Cronin, A metric for surface heat flux effect on horizontal SST gradients and its 
application to OFES, 4th International Joint Workshop on Computationally-Intensive Modeling of the Climate 
System and 9th OFES International Workshop, 九州大学 , 2019.2.28

64.	 Tozuka, T., S. Ohishi, and M. F. Cronin, A metric for surface heat flux effect on horizontal SST gradients: 
Application to mid-latitude SST fronts,  European Geosciences Union General Assembly 2018, Vienna, Austria, 
2018.4.13

65.	 Tozuka, T., T. Kataoka, S. Kido, T. Doi, M.-F. Racault, S. K. Behera, and T. Yamagata, Ningaloo Niño/Niña: 
Mechanism, Predictability and Impacts, European Geosciences Union General Assembly 2018, Vienna, Austria, 
2018.4.13

66.	 Yasui, R., K. Sato and Y. Miyoshi, The momentum budget in the stratosphere, mesosphere, and lower 
thermosphere revealed by a whole atmosphere model, 10th Workshop on Long-term Changes and Trends in the 
Atmosphere, Hefei, China, 2018.5.14

67.	 Yasui,R., K. Sato and Y. Miyoshi (poster), In-situ gravity wave generation by shear instability in the MLT region, 
SPARC General Assembly 2018,, Miyako Messe, Kyoto, 2018.10.5

国内会議

1.	 Kido, S., T. Tozuka, and W. Han, Anatomy of temperature and salinity variability associated with the Indian Ocean 
Dipole, 2018 年度日本海洋学会秋季大会 , 東京海洋大学 , 2018.9.25

2.	 Kido, S., T. Tozuka, and W. Han, Low-frequency modulation of nonlinear rectification associated with 
intraseasonal variability in the eastern equatorial Indian Ocean, インド洋 / 太平洋域における海洋循環 / 環境応
用に関する研究集会 , 名古屋大学 , 2018.9.13

3.	 Masumoto, Y., and I.-M. Streanga, Seasonal variation of the Java upwelling system represented in CMIP5 models, 
JpGU2018, 幕張メッセ , 2018.5.22

4.	 Masumoto, Y., Recent progress of Eastern Indian Ocean Upwelling Research Initiative (EIOURI) and International 
Indian Ocean Expedition-2 (IIOE-2), JpGU2018, 幕張メッセ , 2018.5.22

5.	 Suematsu, T.,  Miura, H., Background SST and moist processes for the MJO realization, 第 5回MJO研究会 , 富山
大学 , 2018.8.10

6.	 Suematsu, T., Miura, H., Background SST and moist processes for  realizing the  MJO, 第 10 回熱帯気象研究会 , 
名古屋大学 , 2018.9.26

7.	 木戸晶一郎 , 東塚知己 , Subsurface IOD revisited:Contribution from nonlinear rectification of high-frequency 
variability, 日本地球惑星連合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.21
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8.	 佐藤薫 ,　地球衛星観測の現状と将来 , 日本気象学会 2018 年度秋季大会 , 仙台国際センター , 2018.10.30 

9.	 東塚知己 , 大石俊 , M. F. Cronin, 海面熱フラックスによる海面水温勾配の強化・緩和：メトリックの提案と太平
洋冷舌に伴う水温前線への応用 , 日本地球惑星連合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.22

10.	 日比谷紀之，鉛直混合の素過程の解明とその定式化，新学術領域「新海洋混合学」公募班・総括班合同会議 , 東
京大学柏キャンパス , 2018.4.26

11.	 日比谷紀之，鉛直混合の素過程の解明とその定式化，新学術領域「新海洋混合学」全体会議 ･ 総括班会議 , 定山
渓ビューホテル , 2019.3.14

12.	 山上遥航 , 東塚知己 , B. Qu, アガラス海流蛇行の発生力学とその経年変動 , ２０１８年度日本海洋学会秋季大会 , 
東京海洋大学 , 2018.9.27

13.	 安井良輔，佐藤薫，三好勉信，中間圏および下部熱圏における潮汐波に伴うシア不安定による重力波の発生 , 日
本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.23

14.	 安井良輔，佐藤薫，三好勉信，北極成層圏突然昇温に伴う赤道から南半球亜熱帯に及ぶ低温偏差 , 日本気象学会
2018 年度秋季大会 , 仙台国際センター , 2018.10.30 

15.	 稲津大祐 , 池谷毅 , 早稲田卓爾 , 日比谷紀之 , 鴫原良典 , 船舶航行データから見る津波の水平流速 , 日本地球惑星
科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.24

16.	 永井平 , 日比谷紀之 , 順圧平均流が内部潮汐波の励起 / 伝播に与える影響 , 日本地海洋学会 2018 年度秋季大会 , 
東京海洋大学 , 2018.9.27

17.	 角ゆかり，佐藤薫，成層圏突然昇温時の成層圏の気温構造と重力波特性 , 日本気象学会 2018 年度春季大会 , つ
くば国際会議場 , 2018.5.19

18.	 角ゆかり，佐藤薫，成層圏突然昇温時の成層圏の気温構造と重力波特性 , 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕
張メッセ , 2018.5.23

19.	 角ゆかり，佐藤薫，成層圏突然昇温時の前線構造と重力波特性 , 日本気象学会 2018 年度秋季大会 , 仙台国際セ
ンター , 2018.10.30 

20.	 建部洋晶 , 田中祐希 , 川崎高雄 , 小室芳樹 , 羽角博康 , 気候モデルの典型系統的誤差と海洋微細過程との関連及び
その含意 , 日本海洋学会 2018 年度秋季大会 ., 東京海洋大学品川キャンパス , 2018.9.28

21.	 高麗正史，佐藤薫，Lapse-Rate Tropopause 高度の傾向方程式の導出とその適用 , 日本気象学会 2018 年度秋季大
会 , 仙台国際センター , 2018.10.30 

22.	 高麗正史，佐藤薫，西村耕司，冨川喜弘，佐藤亨，大型大気レーダーとラジオゾンデに基づく南極自由大気中の
乱流パラメータ推定 , 日本気象学会 2018 年度春季大会 , つくば国際会議場 , 2018.5.19

23.	 高麗正史，佐藤薫，冨川喜弘，西村耕司，佐藤亨 ( ポスター ) ，レーダーとラジオゾンデに基づく南極大気の乱
流エネルギー消散率の推定 , 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.23

24.	 佐藤薫 ( 基調講演 ) ，中層大気における鉛直結合および南北両半球間結合 , 「STE 現象報告会」「MTI 研究集会」
「IUGONET 研究集会」「宇宙空間からの地球超高層大気観測に関する研究会」「科学とデータ研究集会」合同研究
集会プログラム , 情報通信研究機構小金井本部 , 2018.9.12

25.	 佐藤薫 ( 藤原賞受賞記念講演 ) ，南極昭和基地大型大気レーダー計画 (PANSY) 及び高解像中層大気力学の研究 , 
日本気象学会 2018 年度春季大会 , つくば国際会議場 , 2018.5.17

26.	 佐藤薫，世界気候研究計画 (WCRP) における成層圏と対流圏の諸過程と気候への影響研究プロジェクト (SPARC) 
の我が国の活動について , 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.20

27.	 佐藤薫，大型大気レーダーネットワークによる成層圏突然昇温国際共同観測 (ICSOM), 第 393 回生存圏シンポジ
ウム生存圏ミッションシンポジウム , 京都大学宇治キャンパス , 2019.2.25

28.	 佐藤薫，中島駿，安井良輔，冨川喜弘，渡辺真吾，廣岡俊彦，2018 年 2 月に発生した過去最大級の北極成層圏
突然昇温について , 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.23

29.	 三浦裕亮 , 正 20 面体格子上の B-grid 浅水波の実装と実験結果 , 2018 年 NICAM 開発者会議 , 玉原国際セミナー
ハウス , 2018.10.9

30.	 山崎一哉 , A review of "Structural Changes Preceding Rapid Intensification in Tropical Cyclones as Shown in a 
Large Ensemble of Idealized Simulations", 第 5 回マッデン・ジュリアン振動研究会 , 富山大学 , 2018.8.11

31.	 山崎一哉 , 三浦裕亮 , 九州近海で爆発的対流域から発生した低気圧の解析 , 日本気象学会2018年度秋期大会 , 仙
台国際センター , 2018.10.31

32.	 小新大，佐藤薫，宮崎和幸，全中性大気に対する最適なデータ同化システムの検討 , 日本気象学会 2018 年度春
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季大会 , つくば国際会議場 , 2018.5.19

33.	 小新大，佐藤薫，宮崎和幸，渡辺真吾，全中性大気に対する最適なデータ同化システムの検討 , 日本地球惑星科
学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.23

34.	 小新大，佐藤薫，宮崎和幸，渡辺真吾，中層大気のデータ同化におけるメンバー数の評価 , 日本気象学会 2018
年度秋季大会 , 仙台国際センター , 2018.10.30 

35.	 小池真 , 直接観測による北極下層雲の微物理特性とエアロゾル影響評価 , エアロゾル・雲・降水の相互作用に関
する研究集会 , 国立極地研究所 , 2019.2.20-21

36.	 松下優樹，佐藤薫，高麗正史，半球間結合を示唆する中層大気年々活動と太陽活動との関係 , 日本気象学会 2018
年度秋季大会 , 仙台国際センター , 2018.10.30 

37.	 松下優樹，門大貴，佐藤薫，高麗正史，大気再解析データに基づく中層大気の年々変動と波強制の関係について
の研究 , 日本気象学会 2018 年度春季大会 , つくば国際会議場 , 2018.5.19

38.	 松岸修平 , 大領域 RCE 実験における対流と水蒸気の水平スケールの考察 , 第 5 回マッデン・ジュリアン振動研究
会 , 富山大学 , 2018.8.10

39.	 森樹大 , 三浦和彦 , 大畑祥 , 茂木信宏 , 小池真 , 近藤豊 , 中込和徳 , 吉川昌範 , 岩崎綾 , 東アジア下流域におけるブ
ラックカーボン粒子の湿性沈着フラックスの季節変化 , 日本地球惑星連合 2018 年大会 ,  , 東京ベイ幕張ホール , 
2018.5.24

40.	 森樹大 , 東久美子 , 近藤豊 , 塚川佳美 , 三浦和彦 , 平林幹啓 , 小池真 , 茂木信宏 , 大畑祥 , P. R. Sinha, 大島長 , 杉浦
幸之助 , 青木輝夫 , Martin Schneebeli, 佐藤篤司 , 對馬あかね , V. MAKAROV, 大宮哲 , 杉本敦子 , 鷹野真也 , 北極域
における積雪中 BC の粒径分布と BC 堆積量の測定　Measurements of the size distributions of BC in snowpack 
and the amounts of BC deposition in the Arctic regions, エアロゾル学会、, 名古屋大学 , 2018.7.31

41.	 神野拓哉，三浦裕亮，雲の辺縁のフラクタル的性質について，第 5 回マッデン・ジュリアン振動研究会 , 富山大
学 , 2018.8.10

42.	 大石俊 , 東塚知己 , 小守信正 , アガラス反転流域における水温前線の緩和過程 , 2018年度日本気象学会秋季大会 , 
仙台国際センター , 2018.10.30

43.	 大畑 祥 , 吉田 淳 , 茂木 信宏 , 足立 光司 , 小池 真 , 北極におけるエアロゾル・雲の航空機観測、「航空機観測によ
る気候・地球システム科学研究の推進」研究集会 , 東京大学 , 2018.12.19

44.	 大畑祥, 吉田淳, 茂木信宏, 足立光司, 小池真, 北極におけるエアロゾル・雲の航空機観測, 日本地球惑星連合2018
年大会 , , 東京ベイ幕張ホール , 2018.5.22

45.	 田中祐希 , 日比谷紀之 , 黒潮大蛇行を引き起こす膠州海山における傾圧不安定の発達過程 , 日本地球惑星科学連
合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.20

46.	 田中祐希 , 日比谷紀之 , 黒潮大蛇行を引き起こす膠州海山上における傾圧不安定の非線形的な発達過程 , 日本海
洋学会 2018 年度秋季大会 , 東京海洋大学 , 2018.9.26

47.	 東久美子 , 塚川佳美 , 近藤豊 , ダルマイヤー ･ レミ , 平林幹啓 , 尾形純 , 北村亨太郎 , 川村賢二 , 本山秀明 , 的場澄
人 , 門田萌 , 青木輝夫 , 茂木信宏 , 大畑祥 , 森樹大 , 小池真 , 小室悠紀 , 對馬あかね , 永塚尚子 , 藤田耕史 , グリー
ンランド北西部のアイスコアを用いたブラックカーボンの高時間分解能解析 , High-resolution analysis of black 
carbon in an ice core drilled at Northwest Greenland, 雪氷学会 , , 北海道大学 , 2018.9.9

48.	 東塚知己, P. Oettli, ニンガルー・ニーニョ／ニーニャ現象に伴う雲-短波放射-海面水温フィードバック, ２０１８
年度日本海洋学会秋季大会 , 東京海洋大学 , 2018.9.27

49.	 南原優一，佐藤薫，堤雅基，佐藤亨，PANSY レーダーで観測された極域対流圏・下部成層圏における重力波の間
欠性 , 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.23

50.	 南原優一，佐藤薫，堤雅基，佐藤亨，PANSY レーダーで観測された極域対流圏・下部成層圏における重力波の間
欠性 , 日本気象学会 2018 年度春季大会 , つくば国際会議場 , 2018.5.19

51.	 日比谷紀之 , 鉛直混合の素過程の解明とその定式化 , 日本地海洋学会 2018 年度秋季大会 シンポジウム：新学術
領域「海洋混合学の創設：物質循環・気候・生態系の維持と長周期変動の解明」, 東京海洋大学 , 2018.9.29

52.	 日比谷紀之 , 海洋地形上での潮汐混合を引き起こす内部重力波に関する考察 , 日本海洋学会 2018 年度秋季大会
沿岸海洋シンポジウム , 東京海洋大学 , 2018.9.25

53.	 日比谷紀之 , 深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化 , 第 2 回地球惑星科学分
野大型研究計画ヒアリング，第 24 期日本学術会議 地球惑星科学委員会 地球 ･ 惑星圏分科会 , 日本学術会議 , 
2018.12.28

54.	 日比谷紀之 , 深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化 , 日本地球惑星科学連合
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2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.21

55.	 冨川喜弘，佐藤薫，斎藤芳隆，村田功，平沢尚彦，高麗正史 ( ポスター ) ，南極における大気重力波のスーパー
プレッシャー気球観測 , 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.23

56.	 福澤克俊 , 日比谷紀之 , 九州西方沿岸域における気象津波の発生・増幅機構，日本周辺海域の海峡モニタリング
と波浪計測に関する研究集会 , 九州大学応用力学研究所 , 2018.12.14

57.	 福澤克俊 , 日比谷紀之 , 枕崎湾における気象津波（あびき）の発生機構 – 増幅過程の定量的評価 –, 日本海洋学会
2018 年度秋季大会 , 東京海洋大学 , 2018.9.26

58.	 平野創一朗，高麗正史，佐藤薫，南半球極域成層圏での波数１の準停滞性ロスビー波のクライマトロジーと対流
圏との関係 , 日本気象学会 2018 年度秋季大会 , 仙台国際センター , 2018.10.30 

59.	 門大貴，松下優樹，高麗正史，佐藤薫 ( ポスター ) ，MERRA-2 再解析データを用いた中間圏を含む中層大気の
年々変動の解析 , 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.5.23

60.	 當房豊, 茂木信宏, 足立光司, 大畑祥, 吉田淳, 近藤豊, 小池真, 黒い微粒子の氷核活性の評価, 日本気象学会2018
年度秋季大会 , 東北大学 , 2018.10.29

7.2 宇宙惑星科学講座

国際会議

1.	 Akira Miura, Naoya Sakatani, Yasuhiro Yokota, Rie Honda, Chikatoshi Honda, Tomokatsu Morota, Manabu 
Yamada, Tatsuhiro Michikami, Naoko Ogawa, Hirotaka Sawada, Seiji Sugita (2018), Simulation of proximity 
imaging of Ryugu’s surface during Hayabsua2 touch-down sequence, DPS meeting #50, id. 411.10, Knoxville, 
TN, USA., 2018.10.21-26
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43.	 山本 大貴 , 黒田 みなみ , 橘 省吾 , 坂本 直哉 , 圦本 尚義 , 原始太陽系円盤での非晶質ケイ酸塩ダストと水蒸気との
酸素同位体交換反応 , 日本地球惑星科学連合大会 2018 年大会  , 幕張メッセ , 2018.05.22

44.	 小林 航大 , 山本 大貴 , 橘 省吾 , 原始惑星系円盤での非晶質エンスタタイトダストの結晶化 , 日本地球惑星科学連
合大会 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.05.22

45.	 上林 海ちる , R. Mendybaev, F. Richter, 橘 省吾 , CAI 組成メルトの低圧水素ガス中、真空中蒸発実験 , 日本地球惑
星科学連合大会 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.05.22

46.	 森 愛美 , 橘 省吾 , Fe-FeS 共晶組織を用いたコンドリュールの冷却速度推定 , 日本地球惑星科学連合大会2018年
大会 , 幕張メッセ , 2018.05.22

47.	 星野 真弘、磁気リコネクションでのイオンと電子のエネルギー分配、第 144 回地球電磁気・地球惑星圏学会
(SGEPSS), 名古屋大学 , 2018.11.24

48.	 星野真弘、Thermodynamical Approach of Energy Partition during Magnetic Reconnection, 高エネルギー宇宙物
理学研究会 2018, 東京大学 , 2018.09.05

49.	 星野真弘、無衝突磁気リコネクションの熱力学的性質、生存圏シンポジウム「実験室宇宙・天体プラズマ物理学
に関する研究集会」, 九州大学筑紫キャンパス , 2018.08.20

50.	 星野真弘、無衝突衝撃波における粒子加速、レーザー宇宙物理学の進展と展開、第 35 回プラズマ・核融合学会 , 
大阪大学 , 2018.12.04

51.	 倉本 圭 , 川勝 康弘 , 藤本 正樹 , 玄田 英典 , 今村 剛 , 亀田 真吾 , 松本 晃治 , 宮本英昭 , 諸田 智克 , 長岡 央 , 中村 智
樹 , 小川 和律 , 大嶽 久志 , 尾崎 正伸 , 佐々木 晶 , 千秋 博紀 , 橘 省吾 , 寺田 直樹 , 臼井 寛裕 , 和田 浩二 , 渡邊 誠一
郎 , MMX study team, ハビタブル惑星の形成を探る火星衛星探査計画MMX, 日本地球惑星科学連合大会2018年
大会 , 幕張メッセ , 2018.05.21

52.	 倉本 圭 , 川勝 康弘 , 藤本 正樹 , 玄田 英典 , 平田 成 , 今村 剛 , 亀田 真吾 , 松本 晃治 , 宮本 英昭 , 諸田 智克 , 長岡 
央 , 中川 広務 , 中村 智樹 , 小川 和律 , 大嶽 久志 , 尾崎 正伸 , 佐々木 晶 , 千秋 博紀 , 橘 省吾 , 寺田 直樹 , 臼井 寛
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裕, 和田 浩二, 渡邊 誠一郎, MMX study team, 火星衛星探査計画 MMX とそのサイエンス 2018, 日本惑星科学会
2018 年秋季講演会 , 旭川市科学館サイパル , 2018.10.18

53.	 大平豊 , 宇宙線と磁場 , 宇宙線研究所小研究会 2018「高エネルギー天体現象の多様性」, 東京大学 , 2018.11.20

54.	 瀧川 晶 , 上塚 貴史 , 橘 省吾 , 山村 一誠 , アルミナダストに富むAGB星周囲のAlO, SiO分子分布 , 日本地球惑星科
学連合大会 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.05.22

55.	 天野孝伸 , Perpendicular temperature anisotropy instability near mirror instability threshold, 日本地球惑星科学
連合 2018 年大会 , 幕張メッセ , 2018.05.23

56.	 天野孝伸 , 加藤拓馬 , 北村成寿 , 松本洋介 , 岡光夫 , 星野真弘 , Theory and Observation of Nonthermal Electrons 
at Quasi-perpendicular Bow Shock, 地球電磁気・地球惑星圏学会講演会 , 名古屋大学 , 2018.11.24

57.	 梅垣千賀 , 天野孝伸 , 北村成寿 , MMS 衛星を用いた地球 Bow shock におけるホイッスラー波の微細構造の解析 , 
地球電磁気・地球惑星圏学会講演会 , 名古屋大学 , 2018.11.25

58.	 福田航平、藤谷渉、* 比屋根肇、高畑直人、鹿児島渉悟、佐野有司 (2018)　CAI の Li-Be-B および Al-Mg 同位体
組成 : 原始太陽系円盤進化への示唆。日本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ（千葉県千葉市美浜区）, 
2018.05.23

59.	 北村成寿 , Upflow/Outflowの人工衛星観測 , 極域電離圏における電離大気流出現象のメカニズム解明を目指した
戦略的研究 , 名古屋大学 , 2019.03.28

60.	 北村成寿 , 極域イオン流出に関連する波動粒子相互作用、MMS 衛星による波動の複数点観測から明らかになった
課題 , 宇宙惑星結合系の包括的理解と将来探査計画～地球、系内・系外惑星における超高層大気・外気圏の融合
的研究の創設に向けて～ , 名古屋大学 , 2019.03.29

61.	 鈴木眞 , 天野孝伸 , 北村成寿 , MMS 衛星を用いた Pc5 波動の特性解析 , 地球電磁気・地球惑星圏学会講演会 , 名
古屋大学 , 2018.11.25

7.3 地球惑星システム科学講座

国際会議

1.	 Satoshi Takahashi, Satoshi Yamakita, Noritoshi Suzuki, Conodont natural assemblages in the earliest Triassic 
deep sea black claystone: An evidence of water column anoxia? Earth System transition How resilient is the 
biosphere? Geological Society, London, 2019.1.17

2.	 Takahashi, S.  Redox history of late Pleistocene Japan Sea (oral). The Second Zunoujunkan Workshop. 2019, 東
京大学理学部 1 号館 , 2019.3.5

3.	 Akiyama, A. *Harada, M. Furukawa, R., Yokobori, S., Tajika, E., and Yamagishi, A., Evolution of antioxidant enzymes 
in cyanobacteria and its relationships to the rise of atmospheric oxygens, Japan Geoscience Union Meetng 2018 
, Chiba, Japan, 2018.5.22

4.	 Fukui, A., Detailed Analysis of the Kojima Event: Anti-GB Planetary Event with the Brightest  Host Star, 23rd 
International Microlensing Conference, New York City, 2019.1.29

5.	 Fukui, A., TESS and MuSCATs Observations of Exoplanets, Symposium on Planetary Sciences 2019, Tohoku 
University, 2019.2.20

6.	 Goto, K., Tejada, M.L., Tajika, E., and Suzuki, K., Enhanced magmatism triggered the middle Miocene Climatic 
Optimum: Insights from osmium isotopes and a carbon cycle model, American Geophysical Union 2018 Fall 
Meeting, Washington, D.C., USA, 2018.12.10

7.	 Hajime Kawahara, A Linear and Quadratic Time-Frequency Analysis of Gravitational Waves from Core-Collapse 
Supernovae, Gravitational Wave Physics and Astronomy: Genesis 2018, Kyoto University, 2018.11.27

8.	 Ikoma, M. Theoretical and observational studies on exoplanet atmospheres: Current understanding and future 
perspective, The 20th Symposium on Planetary Sciences, 東北大学 , 2019.2.29

9.	 Ikoma, M., Formation of planetary envelopes and atmospheres: Role of vaporized icy material, COSPAR 2018, 
Pasadena, CA, USA, 2018.7.19

10.	 Ikoma, M., Ito, Y., Kawashima, Y., Osada, N. & Kameda, S. Theoretical spectra of highly-irradiated atmospheres of 
transiting exoplanets, The 9th Solar System Symposium, Moscow, Russia, 2018.10.9



81

7.3 地球惑星システム科学講座／ 7 学会発表

11.	 Ikoma, M., Theoretical prediction for atmospheric spectra of highly irradiated low-mass exoplanets, ExoMol 
Conference on Spectroscopy of Exoplanets, London, UK, 2018.7.10

12.	 Kirino, S., Tajika, E., and Hong, P.K., Re-examination of bistability of atmospheric oxygen level, Japan Geoscience 
Union Meetng 2018, Chiba, Japan, 2018.5.23

13.	 Nakagawa, T., Kadoya, S., Tajika, E., Climate evolution of the Earth-like planets with plate motion in a whole Earth 
System evolution model, American Geophysical Union 2018 Fall Meeting, Washington, D.C., USA, 2018.12.10

14.	 Nakagawa, T., Kadoya, S., Tajika, E., Global-scale water-carbon cycle in mantle dynamics and its implication to 
climate evolution, Deep Carbon Science/Gordon Research Conference, Bryant University, USA, 2018.6.17

15.	 Nakagawa, T., Tajika, E., and Kadoya, S., On the climate and magnetic evolution of Earth-like planets, Japan 
Geoscience Union Meetng 2018, Chiba, Japan, 2018.5.21

16.	 Satoshi Takahashi, Kunio Kaiho, Satoshi Yamakita, Masahiro Oba, Shin-ichi Yamasaki, Noriyoshi Tsuchiya, 
Takeshi Kakegawa, Takeyoshi Yoshida, Noritoshi Suzuki,Masayuki Ehiro,Ryoichi Nakada,Yusuke 
Watanabe,Yoshio Takahashi, Yasumasa Ogawa, Kazuhiko Kimura, The end-Permian mass extinction event in the 
pelagic Panthalassa (Oral). 日本古生物学会 2018 年年会 . , 東北大学　青葉山北キャンパス（宮城県仙台市）,  
2018.6.22

17.	 Satoshi Takahashi, Kunio Kaiho, Satoshi Yamakita, Masahiro Oba, Shin-ichi Yamasaki, Noriyoshi Tsuchiya, 
Takeshi Kakegawa, Takeyoshi Yoshida, Noritoshi Suzuki,Masayuki Ehiro,Ryoichi Nakada,Yusuke 
Watanabe,Yoshio Takahashi, Yasumasa Ogawa, Kazuhiko Kimura,　Pelagic deep-sea records of the end-Permian 
mass extinction event. Earth System transition How resilient is the biosphere?, Geological Society, London, 2019. 
1.17

18.	 Yutaka Tobo, Nobuhiro Moteki, Kouji Adachi, Sho Ohata, Atsushi Yoshida, Yutaka Kondo, Makoto Koike, 
Evaluation of Immersion Freezing Properties of Dark-Colored Particles under Mixed-Phase Cloud Conditions, 
10th International Aerosol Conference, St. Louis USA, 2018.9.4

国内会議

1.	 Kayanne, H, Continuous flow-through analyzer of small-sized seawater carbonate system to evaluate response 
of marine ecosystem against ocean acidification, OCEANS'18/Techno-Ocean2018, Kobe International Exhibition 
Hall, Kobe, 2018/5/29-31

2.	 Kayanne, H., S. Yamamoto, N. Fujita, Y. Sato, T. Asakai, K. Nozaki, H. Kurihara, A. Hemmi and A.G. Dickson, 
Development of autonomous continuous pH-alkalinity measurement analyzer deployable to BGC-Argo float, 6th 
Argo Science Workshop, Hitotsubashi Hall, Tokyo, 2017.10.22-24

3.	 生駒大洋 , 系外惑星大気科学の現状の概観 , JpGU Meeting 2018, 幕張メッセ , 2018.5.20

4.	 福井暁彦 , 北天で発見された重力マイクロレンズイベントのフォローアップ観測 , 日本惑星科学会 2018 年秋季
年会 , 旭川市 , 2018.10.18

5.	 福井暁彦 , 重力マイクロレンズ現象と系外惑星 , 第二回新天体捜索者会議 , 国立天文台三鷹キャンパス , 
2018.11.17

6.	 後藤孝介 , Maria Luisa G. Tejada, 田近 英一 , 鈴木勝彦 , 中期中新世の温暖化に対する火成活動の影響：オスミウ
ム同位体と炭素循環モデルを用いた検証，2018 年度日本地球化学会第 65 回年会 , 琉球大学 , 2018.9.11

7.	 常ユイ，鹿山雅裕，三宅亮，伊神洋平，田近英一，関根康人，関根利守，小林敬道 , 放射光 X 線回折を用いた石
英の衝撃誘起ガラス化解析，日本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ国際会議場 , 2018.5.23

8.	 森　樹大、三浦和彦、大畑祥、茂木信宏、小池真、中込和徳、吉川昌範、岩崎綾、近藤豊、東アジア下流域に
おけるブラックカーボン粒子の湿性沈着フラックスの季節変化 , 日本地球惑星科学連合大会 (JpGU) 2018, 幕張
メッセ , 2018.5.24

9.	 多田賢弘，多田隆治，Carling P.A.，Songtham, W., Thuyen, L.X., 常昱 , 田近英一 , インドシナ半島におけるオース
トラリア・アジアテクタイトイベント起源の衝撃変成石英の産状と分布 , 日本地質学会第 125 回学術大会 , 北海
道大学 , 2018.9.5

10.	 多田賢弘，多田隆治，Paul, C., Wickanet, S., Le Thuyen, 常 昱、田近英一 , インドシナ半島におけるオーストラリ
ア・アジアテクタイトイベント起源のイジェクタ堆積物，日本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ国際
会議場 , 2018.5.20

11.	 田近英一 , 地球はなぜ生命の惑星なのか －ハビタブル・プラネット地球の炭素循環と環境の進化－，日本冷凍空
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調学会平成 30 年度通常総会特別講演 , 東京ガーデンパレス , 2018.5.25

12.	 田近英一，尾崎和海 , 海洋無酸素イベントにおける基礎生産者の多様性，第 4 回地球環境史学会年会 , 東北大学 , 
2018.11.17

13.	 田近英一，尾崎和海，洪 鵬，中川祐介，C.T. Reinhard, 原始的微生物生態系と暗い太陽のパラドックス，日本地
球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ国際会議場 , 2018.5.21

14.	 渡辺泰士，田近英一，尾崎和海，洪鵬 , 初期地球の炭素循環と気候の安定性：大気光化学と海洋微生物生態系の
役割，生命の起源および進化学会第 44 回学術講演会 , 国立天文台 , 2019.3.20

15.	 渡辺泰士，田近英一，尾崎和海，洪鵬．太古代の炭素循環における大気光化学及び海洋微生物生態系の役割，第
4 回地球環境史学会年会 , 東北大学 , 2018.11.17

16.	 渡辺泰士，田近英一，門屋辰太郎 , 火星の気候多重性とハビタビリティ：南北非対称地形と軌道要素の役割，日
本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ国際会議場 , 2018.5.21

17.	 尾崎和海，田近英一 , C.T. Reinhard, 原生代中期の “ 停滞した生態系 ” とその酸素収支への影響，第 4 回地球環境
史学会年会 , 東北大学 , 2018.11.17

18.	 門屋辰太郎，田近英一 , Effects of thermal evolution and continental growth on climate evolution of Earth-like 
planets，日本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ国際会議場 , 2018.5.20

19.	 門屋辰太郎，田近英一, Outer limit of the habitable zone considered in terms of climate jump from snowball state，
日本地球惑星科学連合 2018 年大会 , 幕張メッセ国際会議場 , 2018.5.24

7.4 固体地球科学講座

国際会議

1.	 A. Misawa, K. Arai, T. Fujiwara, M. Sato, S. Yokoyama, S. Furuyama, J.H. Chan, S. Suzuki, K. Hirata, Geological 
structure of the forearc slope in the Japan Trench: Preliminary results of the KH-18-1 MCS survey, American 
Geophysical Union Fall Meeting, Washington, D.C., USA, 2018.12.11

2.	 Aso, M., N. Aso, and S. Ide, Focal mechanisms and seismicity of LFEs on Parkfield, Joint Workshop on Slow 
Earthquakes 2018, アクロス福岡 , 2018.09.21-23

3.	 Aso, M., N. Aso, and S. Ide, Focal mechanisms and seismicity of LFEs on Parkfield, SCEC 2018 Annual Meeting, 
Palm Spring, California, 2018.09.08-13

4.	 Aso, N., R. Ando, and S. Ide, Stochasticity representing heterogeneity and reproducing various earthquakes, 
American Geophysical Union Fall meeting 2018 , Washington DC, USA, 2018.12.13

5.	 Aso. M., N. Aso, and S. Ide, Amplitude evaluation of stacked waveforms of LFEs at Parkfield: Toward estimating 
focal mechanisms, JpGU meeting 2018, 幕張メッセ , 2018.05.23

6.	 Aso. N., R. Ando, and S. Ide, New dynamic model of slow earthquakes considering stochasticity in rupture 
simulation, JpGU meeting 2018, 幕張メッセ , 2018.05.20

7.	 Aso. N., R. Ando, and S. Ide, Slow slip and tremors driven by stochastic stress perturbation, Joint Workshop on 
Slow Earthquakes 2018, アクロス福岡 , 2018.09.22

8.	 Borgeaud, A. F. E., K. Kawai, R. J. Geller, 3-D S-velocity structure of the transition zone beneath Central America 
and the Northeastern Pacific from waveform inversion, Asia Oceania Geosciences Society (AOGS) 15th Annual 
Meeting, Honolulu, Hawaii, 2018.6.3-8

9.	 Chang, T., and S. Ide, A Common Axis Study on Mainshock Slip and Aftershock Distributions, Joint Workshop on 
Slow Earthquakes 2018, アクロス福岡 , 2018.09.21-23

10.	 Chang, T., and S. Ide, Anchoring Megathrust Slip & Seismicity: An Empirical Study, American Geophysical Union 
Fall meeting 2018 , Washington DC, USA, 2018.12.10

11.	 Chang, T., and S. Ide, Towards a Robust Slip Inversion Through Bootstrapping: Application of 4 Very Large 
Earthquakes, JpGU meeting 2018, 幕張メッセ , 2018.05.23

12.	 Guild, M. R., Till, C. B., Mizukami, T. & Wallis, S. R., Petrogenesis of the Higashi-Akaishi Peridotite Body, Japan, 
AGU Fall Meeting 2018, Washington DC, USA, 2018.12.11

13.	 Ide, S., and S, Yabe, Two-Dimensional Probabilistic Cell Automaton Model for Broadband Slow Earthquakes, 
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American Geophysical Union Fall meeting 2018 , Washington DC, USA, 2018.12.13

14.	 Ide, S., and S. Yabe,  A Two-dimensional Probabilistic Cell-Automaton Model for Slow Earthquakes, JpGU meeting 
2018, 幕張メッセ , 2018.05.24

15.	 Ide, S., and S. Yabe, 2D PCAmodel for broadband slow earthquakes, Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018, 
アクロス福岡 , 2018.09.23

16.	 Ide, S., Moment Tensor Solutions Determined For Broadband Slow Earthquakes, The European Seismological 
Commission 36thGeneral Assembly, Valleta, Malta, 2018.09.04

17.	 Ide, S., Slow earthquake in Japan and Latin America, Japan-Latin America Academic Conference 2018 at Nikko, 
日光千姫物語 , 2018.09.26

18.	 Ide, S.,Seismic Observation of Slow Earthquakes in Nankai, Cascadia, and Mexico,RAUGM 2018, Puerto Vallarta, 
Mexico, 2018.10.30

19.	 Ide, S.,Slow Earthquakes Worldwide: Database and Interpretation with the Science of Slow Earthquakes 
Project,2019 GeoPRISMS TEI Synthesis & Integration, San Antonio, Texas, 2019.2.28

20.	 K. Ozawa, C. J. Garrido, K. Hidas, J-L. Bodinier, Modes of Asthenosphere-Lithosphere Interaction Revealed from 
Evolution of the Inernal Thermal Structure of Orogenic Peridotite Complexes, 3rd European Mantle Workshop, 
Pavia, Italy, 2018.6.28

21.	 K. Ozawa, Y. Sato, S. Narita, N. Youbi, M. A. Boumehdi,  and Hiroko Nagahara, Decoding thermal events before and 
during mantle xenolith extraction. EGU General Assembly 2018, Vienna, Austria, 2018.4.9

22.	 Kawai, K., A.F.E. Borgeaud, and Y. Suzuki, Imaging subducted slabs in the mantle from inversion of seismic 
waveforms, Misasa 2019 & CMC 国際シンポジウム , ブランナール三朝 , 2019.3.19

23.	 Kawai, K., Seismic Wavefield Properties in Cracked Solids in the Lowermost Mantle, Asia Oceania Geosciences 
Society (AOGS) 15th Annual Meeting, Honolulu, Hawaii, 2018.6.3-8

24.	 Komatsu, G., R. Ishimaru, K. Kawai, N. Miyake, M. Kobayashi, and T. Matsui, Sedimentary Records Of Ancient Mud 
Volcanism: How Do We Identify Mud Volcanoes In The Strattgraphy Of Mars?, 50th Lunar and Planetary Science 
Conference in The Woodlands, The Woodlands, Texas, 2019.3.18-22

25.	 M. Nakano, S. Yabe, H. Sugioka, S. Ide, Event size distribution of shallow tectonic tremor in the Nankai trough, 
American Geophysical Union Fall meeting 2018 , Washington DC, USA, 2018.12.13

26.	 Mizuno, N., and S. Ide, Classification of tremor and earthquake with neural network, American Geophysical Union 
Fall meeting 2018 , Washington DC, USA, 2018.12.12

27.	 Nagaya, T.  & Wallis, S. R. Analysis of EBSD mapping data of antigorite schist from the Sanbagawa belt, SW Japan 
and implication of a grain boundary sliding as an antigorite CPO formation mechanism, EGU 2018, Vienna, 
Austria, 2018.04.09

28.	 Nagaya, T. & Wallis, S. R.,  Grain boundary sliding as an antigorite CPO formation mechanism and implications for 
the slab-mantle boundary rheology: Example of antigorite schist from the Sanbagawa belt, SW Japan, AGU Fall 
Meeting 2018, Washington DC, USA, 2018.12.12

29.	 Nishikawa, T., and S. Ide, Slow slip events and triggered earthquakes nearby the M7 Ibarakioki, Japan, 
earthquakes, The European Seismological Commission 36thGeneral Assembly, Valleta, Malta, 2018.09.04

30.	 Okuda. T., and S. Ide, Rupture process variability of repeating earthquakes at subduction zone, JpGU meeting 
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intensification of Northern Hemisphere glaciation?, 日本地球惑星科学連合大会 , 幕張メッセ , 2018.5.23

62.	 鈴木裕輝 , 河合研志 , R. J. Geller, 波形インバージョンによる北部太平洋下D”領域の３次元 S波速度構造推定 , 日
本地震学会秋季大会 , ビックパレット福島 , 2018.10.11

7.5 地球生命圏科学講座

国際会議

1.	 Isowa, Y., K. Kito, and K. Endo, An Immunological Study of the Shell Matrix Protein ICP-1 in Brachiopods, 8TH 
INTERNATIONAL BRACHIOPOD CONGRESS, University of Milan, Milan, 2018.9.11
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2.	 NAKADA, Ryoichi,  Tomohiro USUI, Masashi USHIODA, and Yoshio TAKAHASHI, Micro-XANES determination of 
oxidation states of V, Cr, and Fe in olivine-hosted glass inclusion and groundmass glasses of Martian primitive 
basalt Yamato 980459, Goldschmidt2018, boston, Massachusetts, USA, 2018.8.15

3.	 Endo, K., M. Fukui, N. Suzuki, Y. Ogra, T. Hirata, T. Komiya, N. Ohkouchi, T. Kawashima, and E. Tajika, Metabolic 
Time Machine: an emerging field of geogenomics, 5th International Palaeontological Congress, Sorbonne 
University, Paris, 2018.7.9

4.	 Endo, K., N. Motchurova-Dekova, N. Suzuki, Y. Maekawa, H. Takayanagi, and  M. Hirose, A new locality of a 
living platidiid in northern Japan observed by a remotely operated vehicle, 8TH INTERNATIONAL BRACHIOPOD 
CONGRESS, University of Milan, Milan, 2018.9.11

5.	 Ishikawa, A., K. Shimizu, Y. Isowa, T. Takeuchi, K. Kitou, M. Fujie, N. Satoh, K. Endo, A combined proteomic 
and transcriptomic analysis of shell matrix proteins in the pond snail Lymnaea stagnalis, 5th International 
Palaeontological Congress, Sorbonne University, Paris, 2018.7.9

6.	 Itai T., and Tanabe S. Mercury stable isotope variation of skipjack tuna from western North Pacific Ocean - 
Possibility as the feeding depth tracer –,  JPGU 2018, 幕張メッセ , 2018.5.22

7.	 KURISU, Minako, Kohei SAKATA, Mitsuo UEMATSU, and Yoshio TAKAHASHI, Investigation of isotope 
fractionation of Fe in anthropogenic aerosols to determine its contribution to the surface ocean, 
Goldschmidt2018, boston, Massachusetts, USA, 2018.8.15

8.	 S Ogihara Unusual Occurrence of Zeolite and Related Minerals in the Shirahama Formation at the Southern End 
of Boso Peninsula in Central Japan.  International Symposium on Zeolite and Microporous Crystals 2018, パシ
フィコ横浜 , 2018.8.8

9.	 Shuya TAN, Yasuhito SEKINE, Takazo SHIBUYA, Chihiro MIYAMOTO, and Yoshio TAKAHASHI, The Role of 
Hydrothermal Reactions in Determining the Fate of Sulfate in Europa’s Ocean, AOGS, ハワイ , ホノルル , Hawaii 
Convention Centre, 2018.6.6

10.	 Suzuki, Y. Deep microbial ecosystems within Cretaceous igneous rocks. JSME annual meeting & 10th ASME 
2018, 沖縄コンベンションセンター , 2018.7.12

11.	 Suzuki, Y. Microbial communities and their metabolic activities in deep crustal environments. Gordon Research 
Conference 2018, Smithfield, Rhode Island, 2018.8.20

12.	 Takeuchi, T., Z. R, Y.-J. Luo, A. Ishikawa, T. Kobayashi, R. Koyanagi, A. Villar-Briones, L. Yamada, H. Sawada, S. 
Iwanaga, K. Nagai, N. Satoh, and K. Endo, Dual gene repertoires for larval and adult shells reveal molecules 
essential for molluscan shell formation, 2018 年日本地球惑星科学連合大会 , 幕張メッセ , 2018.5.20

13.	 Tsuihiji, T., Watabe, M. and Tsogtbaatar, K, New information on tyrannosauroid theropods in the Upper 
Cretaceous Bayan Shire Formation in Mongolia based on fragmentary specimens, 5th International 
Paleontological Congress, Paris, France, 2018.7.9

14.	 Yoko KEBUKAWA, Motoo ITO, Michael ZOLENSKY, Richard GREENWOOD, Zia RAHMAN, Hiroki SUGA, Aiko 
NAKATO, Queenie CHAN, Marc FRIES, Yasuo TAKEICHI, Yoshio TAKAHASHI, Kazuhiko MASE, Kensei KOBAYASHI, 
Organic Matter in Carbonaceous Chondrite-Like Xenolithic Clasts: Preserving Unique Records in the Solar 
System, AOGS, ハワイ , ホノルル , Hawaii Convention Centre, 2018.6.6

15.	 Yoshio TAKAHASHI, and Akiko YAMAGUCHI, REE abundances and ion- exchangeable REE fraction are high 
for intermediately weathered granite by formation of outer-sphere complex, Goldschmidt2018, boston, 
Massachusetts, USA, 2018.8.15

16.	 Yoshio TAKAHASHI, Behavior of Various Elements at Earth Surface in the Presence of Microbes and Humic 
Substances, AOGS, ハワイ , ホノルル , Hawaii Convention Centre, 2018.6.6

17.	 Yoshio TAKAHASHI, Studying trace element speciation allows to better understand geochemical controls on their 
distributions and isotopic signatures in sediments, Goldschmidt2018, boston, Massachusetts, USA, 2018.8.15

国内会議

1.	 ang-Ho Lee・高橋嘉夫 , Facile Carbothermal Transformation of Ferrihydrite-rich Mining Waste to Magnetic 
Responsible Adsorbent for Recovery of Arsenic and Antimony in Water,  2018年度日本地球化学会第65回年会,  
琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.12

2.	 AOKI, Shogo, Takeshi OHNO, Ryoichi NAKADA, Teruhiko KASHIWABARA, Yoshio TAKAHASHI, Harilaos TSIKOS, 
and Tsuyoshi KOMIYA, The spatial distribution of transitional elements of the BIFs and the manganese rocks in 
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the Paleoproterozoic Hotazel Formation, 日本地球惑星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャン
パス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

3.	 ASANO, Maki, Xinxin LI, Kenji TAMURA, Takashi KAMIJYO, Rota WAGAI, Yasuo TAKEICHI, Kanta ONO, and 
Yoshio TAKAHASHI,  Initial soil formation on fresh volcanic ash from the 2000 eruption of Miyake Island, 日本
地球惑星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

4.	 Haibo Qin・Shitong Yang・Qing Chang・宮本千尋・高橋嘉夫 , Perchlorate salt in and round the Taklimakan 
Desert, China: its distribution and occurrence , 2018年度日本地球化学会第65回年会 , 琉球大学千原キャンパス

（沖縄県那覇市）, 2018.9.11

5.	 IIZUKA, Yoshinori, Sumito MATOBA, Ryoto FURUKAWA, Takuto ANDO, Takeshi SAITO, Fahmida 
PARVIN, Tomomi AMINO, Mai SHIBATA, Moe KADOTA, Osamu SEKI, Shin SUGIYAMA, Ryu UEMURA, 
Koji  FUJITA, Asuka TSURUTA, Shohei HATTORI,  Shuji  FUJITA, Hideaki MOTOYAMA, Naoko 
NAGATSUKA, Ikumi OYABU, Satoru YAMAGUCHI, Satoshi ADACHI, Hiroshi OHNO, Akira HORI, Chihiro 
MIYAMOTO, Yoshio TAKAHASHI, Chiaki SASAKI, Toshitaka SUZUKI, Angel T. BAUTISTA VII, Hiroyuki 
MATSUZAKI, Kazuho HORIUCHI, Atsushi MIYAMOTO, Kei YOSHIMURA, Jesper SJOLTE, Masashi 
NIWANO, Naga OSHIMA, Akihiro HASHIMOTO, Tetsuhide YAMASAKI, and Teruo AOKI, Overview 
and recent activities for shallow ice core project on a high-accumulation dome, southeast Greenland, �
日本地球惑星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

6.	 ITO, Lisa, and  Yoshio TAKAHASHI, Natural attenuation of zinc by the sediment layer in Majuro Atoll, 日本地球惑
星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

7.	 SAKATA, Kohei, Minako KURISU, Hiroshi TANIMOTO, Aya SAKAGUCHI, Yasuo TAKEICHI, and Yoshio 
TAKAHASHI,Enhancement of Iron Solubility by Organic Matters in Sea Spray Aerosol, 日本地球惑星科学連合
2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

8.	 SUGA, Hiroki, Masaaki MIYAHARA, Motoo ITO, Yasuo TAKEICHI, Hikaru YABUTA, Akira YAMAGUCHI, Yoshio 
TAKAHASHI, and Eiji OHTANI, Preliminary investigation results of organic matter in the Black Beauty (NWA 
7034), 日本地球惑星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

9.	 TAKAHASHI,   Yoshio, Metal resource sciences based on elemental properties of rare metals revealed by 
speciation analysis, 日本地球惑星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 
2018.5.20

10.	 TANAKA, Masato, Daisuke ARIGA, Teruhiko KAHIWABARA, and Yoshio TAKAHASHI ,Mechanism of large isotope 
fractionation of molybdenum (VI) between seawater and ferromanganese oxides,  日本地球惑星科学連合 2018
年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

11.	 URAMOTO, Go-Ichiro, Yuki MORONO, Naotaka TOMIOKA, Shigeyuki WAKAKI, Ryoichi NAKADA, Rota WAGAI, 
Kentaro UESUGI, Akihisa TAKEUCHI, Masato HOSHINO, Yoshio SUZUKI, Satoshi MITSUNOBU, Fumito SHIRAISHI, 
Hiroki SUGA, Yasuo TAKEICHI, Yoshio TAKAHASHI, and Fumio INagaki, Mineralogical and geochemical 
characteristics of manganese mineral particles in the South Pacific Gyre sediment, 日本地球惑星科学連合 2018
年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

12.	 YAMAGUCHI, Akiko, Yuichi KURIHARA, Kazuya TANAKA, Yoshiyuki OBARA, Naohumi KOUZAI, and Yoshio 
TAKAHASHI, Fixation of radium by weathered granite from the view point of dependence of ionic size on 
adsorption reaction, 日本地球惑星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 
2018.5.20

13.	 板井啓明 , カツオ中水銀濃度の規制要因に関する複合的考察 , 第 28 回環境化学討論会 , 琉球大学 , 2018.5.23

14.	 板井啓明 , 名取幸花 , 堆積物・間隙水・湖水の分析に基づく琵琶湖北湖湖底のマンガン・ヒ素動態の解析 , 日本陸
水学会第 83 回岡山大会 , 岡山大学 , 2018.10.8

15.	 板井啓明 , 水銀安定同位体比を指標とした海洋生態系における水銀の挙動 , プラズマ分光分析研究会 , つくば国
際会議場 , 2018.9.4

16.	 板井啓明 , 琵琶湖湖底の酸素消費とマンガン挙動の関係についての考察 , 2018年度日本地球化学会年会 , 琉球大
学 , 2018.9.12

17.	 荻原成騎、紫水晶とシトリンの色の起源について、日本宝石学会発表会 , 富山大学 , 2018.6.5

18.	 奥村大河、小暮敏博、山口紀子、土肥輝美、藤原健壮、飯島和毅、原発事故故由来放射性ガラス微粒子の様々な
溶液中での溶解挙動 , 高エネルギー加速研究機構研究本館 , 2019.3.12

19.	 砂村倫成 , マンガンクラスト培養器の微生物群集 , 海底マンガン鉱床の地球化学 II, 高知大学 , 2018.9.28
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20.	 伊地知雄太・大野　剛・坂田周平・柵木彩花・高橋嘉夫 , 炭酸塩鉱物の結晶多形選択に寄与する微量共沈銅の局
所構造 , 2018 年度日本地球化学会第 65 回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.11

21.	 磯和幸延 ,澤田均 ,紀藤圭治 ,遠藤一佳 ,腕足動物における殻体タンパク質 ICP-1の免疫学的研究 , 第 13回バイオ
ミネラリゼーションワークショップ , 東京大学大気海洋研究所 , 2018.11.9

22.	 雨川翔太，加藤大和，曽根知実，堀真子，柏木健司，森大器，奥村知世，沈川洲，狩野彰宏，新潟県糸魚川市の
石筍に記録された最終氷期の冬季アジアモンスーン変動と日本海層状化への示唆．日本地球化学会 , 琉球大学 , 
2018.9.13

23.	 奥村 知世・沈 川洲・Marjoor Lone・余 采倫・狩野 彰宏・雨川 翔太・森 大器・小原 泰彦 , 南部マリアナしんか
い湧水域チムニーの 230Th 年代．地球惑星科学連合大会 , 幕張メッセ , 2018.5.22

24.	 奥村大河、山口紀子、土肥輝美、飯島和毅、小暮敏博、福島原発事故により放出された放射能 Cs 含有微粒子の
溶解挙動の解明、日本原子力学会 2018 年秋の大会 , 岡山大学 , 2018.9.5

25.	 奥村大河、小暮敏博、岩崎宏和、末益大嗣、遠藤和人、落修一、江藤隆、斉藤進、原発事故直後に下水処理施設
で発生した放射性物質を含む廃棄物の分析、第 7 回環境放射能除染研究発表会 , タワーホール船堀 , 2018.7.3

26.	 奥村大河、小暮敏博、山口紀子、土肥輝美、飯島和毅、福島原発事故により発生した放射性粒子の加熱による構
造と放射能の変化、第 7 回環境放射能除染研究発表会 , タワーホール船堀 , 2018.7.3

27.	 下山巌、小暮敏博、奥村大河、馬場祐治、セシウムフリー鉱化法を用いた土壌除染における塩化物反応剤と低圧
環境の相乗効果、第 7 回環境放射能除染研究発表会 , タワーホール船堀 , 2018.7.3

28.	 加藤大和，雨川翔太，狩野彰宏，トゥファの炭酸凝集同位体に記録された沈殿温度の季節変動．地球惑星科学連
合大会 , 幕張メッセ , 2018.5.21

29.	 加藤大和，雨川翔太，狩野彰宏，広島県幻鍾乳洞の石筍凝集同位体に記録された最終氷期から完新世 (18.0-4.6ka)
の気温変動．日本地球化学会 , 琉球大学 , 2018.9.13

30.	 柿崎喜宏，狩野彰宏，王可，鄭洪波，中国雲南省に発達する始新世の年縞トラバーチン．地球惑星科学連合大会 , 
幕張メッセ , 2018.5.22

31.	 柿崎喜宏，狩野彰宏，中田亮一，永石一弥，太田泰弘，柏木健司，新潟県青海石灰岩 ( 下部ペルム系 Artinskian)
から見いだされた洞窟充填リズマイト．日本地質学会つくば特別大会 , 産業総合研究所 , 2018.12.1

32.	 関根康人・福士圭介・渋谷岳造・高橋嘉夫 , 太陽系天体における水 - 岩石相互作用：太陽系形成と生命生存可能
性に迫る , 2018 年度日本地球化学会第 65 回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.11

33.	 宮崎 彩，狩野彰宏，江口ゆき，雨川翔太，加藤大和，柿崎喜宏，後期トニア紀の蒸発性炭酸塩岩と海水化学組
成．日本地質学会つくば特別大会 , 産業総合研究所 , 2018.12.1

34.	 宮本千尋・松木篤・板井啓明・高橋嘉夫 , 硫酸エアロゾルの化学種の粒径依存性やその季節変化：大気輸送中の化学
変化過程の考察 ,  2018 年度日本地球化学会第 65 回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.11

35.	 栗栖　美菜子・坂田昂平・植松光夫・足立光司・高橋嘉夫 , エアロゾル中人為起源鉄の同位体分別過程の解明と
海洋表層への寄与の推定 , 2018 年度日本地球化学会第 65 回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 
2018.9.13

36.	 栗栖美菜子・坂田昂平・足立光司・高橋嘉夫 , 燃焼由来エアロゾル中の低い鉄安定同位体比 : 気化による同位体
分別過程の検証 , 日本地球惑星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 
2018.5.20

37.	 高橋嘉夫・山口瑛子・坪井寛行 ,  粘土鉱物層間に吸着されたハードな金属イオンの化学状態とその環境挙動や同
位体分別との関係, 2018年度日本地球化学会第65回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.11

38.	 高橋嘉夫・菅　大暉・秦海波・鈴木慧花・山口亮・臼井寛裕 , X 線分光による化学種解析に基づく火星の表層環
境に関する

39.	 山口亮・臼井寛裕 , X 線分光による化学種解析に基づく火星の表層環境に関する研究 , Symposium on Planetary 
Science 2019 Program, 東北大学（宮城県仙台市）, 2019.2.21

40.	 高橋嘉夫・渡辺勇輔・柏原輝彦・石橋純一郎 , 還元的堆積物中でのモリブデンとタングステンの固液分配挙動 , 資
源地質学会第 68 回年会学術講演会 , 東京大学小柴ホール , 2018.6.28

41.	 高橋嘉夫 , 「福島第一原発事故の環境放射能動態解析学」土壌 - 河川 - 海洋系でのセシウムの移行に関する素過程
の解析 , 第 55 回アイソトープ・放射線研究発表会 , 東京大学弥生講堂一条ホール（東京都文京区）, 2018.7.5

42.	 高橋嘉夫 , ロードダスト（黒い物質）の分析とその重要性 , 福島第一原子力発電所事故由来環境問題調査研究分
野横断ワークショップ 2019, TKP 市ヶ谷カンファレンスセンター 7 階ホール 7B, 2019.2.10
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43.	 高橋嘉夫 , 原子炉内での放射性核種の生成と事故による環境中への放出 , 福島第一原子力発電所事故由来環境問
題調査研究分野横断ワークショップ 2019, TKP 市ヶ谷カンファレンスセンター 7 階ホール 7B, 2019.2.10

44.	 高木哲一・地下まゆみ・高橋嘉夫・栗栖美菜子・綱澤有輝・森本和也・星野美保子・月村勝宏 , 堆積性カオリン
鉱床下位の風化花崗岩中に形成された Fe-kaolinite, 日本地球惑星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学
千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

45.	 砂村倫成 , Function and role of bathymetric microbes in deep sea based on microbial community succession in 
the hydrothermal plume, 2018 年日本微生物生態学会沖縄大会 , 沖縄コンベンションセンター , 2018.7.12

46.	 砂村倫成 , Is the hadal trench biosphere formed within the Indian Ocean Transform Fault? ,2018 年度地球惑星
科学連合大会 , 幕張メッセ , 2018.5.23

47.	 坂田昂平・栗栖　美菜子・武市泰男・坂口　綾・谷本浩志・高橋嘉夫 , 海塩粒子中の有機物と鉄の大気化学反応
が鉄の溶解性に与える影響 , 2018 年度日本地球化学会第 65 回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 
2018.9.13

48.	 三浦　輝・栗原雄一・山本政儀・山口紀子・坂口　綾・桧垣正吾・高橋嘉夫 ,  粒径別エアロゾルにおける人為起
源アンチモンの発生源および放出過程での化学形態変化の解析 , 2018年度日本地球化学会第65回年会 , 琉球大
学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.13

49.	 三浦　輝・栗原雄一・山本政儀・山口紀子・坂口　綾・桧垣正吾・高橋嘉夫 , 放射光 X 線を用いた放射性微粒子
の分析と粒子の生成プロセスの解明 , 2018 年度日本地球化学会第 65 回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県
那覇市）, 2018.9.13

50.	 三浦　輝・栗原雄一・山本政義・山口紀子・坂口　綾・桧垣正吾・高橋嘉夫 , Characteristics of radiocesium-
bearing microparticles and Type B particles using multiple synchrotron radiation X-ray  analyses, 日本地球惑星
科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

51.	 山口瑛子・栗原雄・田中万也・小原義之・香西直文・高橋嘉夫 , 粘土鉱物への特異的吸着によるラジウムの固
定：ウラン鉱床近傍のコア試料解析 , 2018 日本放射化学会年会・第 62 回放射化学討論会 , 京都大学（京都府京
都市）, 2018.9.18

52.	 山口瑛子・栗原雄一・田中万也・桧垣正吾・小原義之・香西直文・高橋嘉夫 , 粘土鉱物への特異的吸着によるラ
ジウムの固定： ウラン鉱床近傍のコア試料解析 ,  2018年度日本地球化学会第65回年会 , 琉球大学千原キャンパ
ス（沖縄県那覇市）, 2018.9.12

53.	 山口瑛子・高橋嘉夫 , イオン吸着型鉱床中のレアアースの存在状態 : 抽出率や風化の程度との関係 , 資源地質学会
第 68 回年会学術講演会 , 東京大学小柴ホール , 2018.6.29

54.	 山口瑛子・高橋嘉夫 , 層状珪酸塩へのハードな陽イオンの吸着構造の系統性：セシウムやストロンチウムの比較 ,  
2018 日本放射化学会年会・第 62 回放射化学討論会 , 京都大学（京都府京都市）, 2018.9.18

55.	 市村康治、小暮敏博、電子線マイクロアナライザによる磁鉄鉱中の Fe3+/ Σ Fe、日本鉱物科学会 2018 年会 , 山
形大学 , 2018.9.21

56.	 狩野彰宏，ドロマイト問題と原生代の海水組成．石油技術協会炭酸塩岩分科会 , 東京大学 , 2019.2.15

57.	 狩野彰宏，雨川翔太，加藤大和，森 大器，日本の石筍同位体記録から見た後期更新世以降の気温変化．日本地質
学会つくば特別大会 , 産業総合研究所 , 2018.12.1

58.	 狩野彰宏，加藤大和，雨川翔太，森 大器，日本の石筍酸素同位体記録の特異性．地球惑星科学連合大会 , 幕張
メッセ , 2018.5.22

59.	 小暮敏博、奥村大河、酒井陽一、高山努、Linwei Tian、中国雲南省の石炭に含まれる鉄緑泥石の構造とその加熱
による変化、第 62 回粘土科学討論会 , 早稲田大学 , 2018.9.11

60.	 石井貴大、小暮敏博、菊池亮佑、湯口貴史、熱水変質による花崗岩中黒雲母の緑泥石化機構の再考、日本鉱物科
学会 2018 年会 , 山形大学 , 2018.9.20

61.	 石川彰人 , 清水啓介 , 磯和幸延 , 竹内猛 , 紀藤圭治 , 藤江学 , 佐藤矩行 , 遠藤一佳 , 軟体動物 Lymnaea stagnalis の
貝殻プロテオーム解析：機能的に重要なタンパク質同定への新たなアプローチ , 第 13回バイオミネラリゼーショ
ンワークショップ , 東京大学大気海洋研究所 , 2018.11.9

62.	 石川彰人 , 清水啓介 , 磯和幸延 , 竹内猛 , 紀藤圭治 , 藤江学 , 佐藤矩行 , 遠藤一佳 , 軟体動物 Lymnaea stagnalis の
貝殻プロテオーム解析：機能的に重要なタンパク質同定への新たなアプローチ , 日本進化学会第 20 回大会 , 東京
大学駒場キャンパス , 2018/8/23-24

63.	 石川彰人 , 清水啓介 , 磯和幸延 , 竹内猛 , 紀藤圭治 , 藤江学 , 佐藤矩行 , 遠藤一佳 , 軟体動物 Lymnaea stagnalis の
貝殻プロテオーム解析：機能的に重要なタンパク質同定への新たなアプローチ , 日本動物学会関東支部第 71 回
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大会 , 中央大学 , 2019.3.9

64.	 川島彰悟・板井啓明・栗栖美菜子・宮本千尋・高橋嘉夫 , Speciation and stable isotope variations of antimony in 
size fractionated aerosol collected from a tunnel and an urban air in Japan, 日本地球惑星科学連合2018年大会, 
琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

65.	 大野　剛・伊地知　雄太・柵木彩花・坂田周平・家路豊成・小川雅裕・福士圭介・高橋嘉夫 , 炭酸塩鉱物沈殿時
の結晶構造がマグネシウムの同位体分別に与える影響につい , 2018年度日本地球化学会第65回年会 , 琉球大学
千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.11

66.	 丹　秀也・関根康人・渋谷岳造・宮本千尋・高橋嘉夫 , An experimental study of sulfate reduction in hydrothermal 
environments within Europa, 日本地球惑星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄
県那覇市）, 2018.5.20

67.	 竹内猛 , Zhao Ran, Luo Yi-Jyun, 石川彰人 , 小林立至 , 小柳亮 , Villar-Briones Alejandro, 山田力志 , 澤田均 , 岩永俊
介 , 永井清仁 , 佐藤 矩行 , 遠藤一佳 , 二枚貝の幼生・成体殻の比較プロテオミクスから探る貝殻形成の進化 , 第 13
回バイオミネラリゼーションワークショップ , 東京大学大気海洋研究所 , 2018.11.9

68.	 中村麻也・関根康人・福士圭介・渋谷岳造・長谷部徳子・ダバドルジ ジャハナ・高橋嘉夫 , 初期火星における化
学風化の評価に向けた実験的・地質学的研究 , 日本地球惑星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原
キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

69.	 坪井寛行・山口瑛子・板井啓明・高橋 嘉夫 , ルビジウムの分子地球化学： その同位体比の堆積環境や海水量の指
標としての可能性 , 日本地球惑星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 
2018.5.20

70.	 坪井寛行・山口瑛子・板井啓明・太田充恒・高橋嘉夫 ,  ルビジウムの分子地球化学： 安定同位体分別による水 -
岩石比の推定 , 2018 年度日本地球化学会第 65 回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.13

71.	 田中雅人・有賀大輔・柏原輝彦・高橋嘉夫 , 鉱物への吸着に伴う同位体分別：モリブデン類似元素 ,  2018 年度
日本地球化学会第 65 回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.11

72.	 徳永紘平・高橋嘉夫・香西直文 , バライト (BaSO4) を用いた放射性核種の効果的な処理法の開発 , 2018 日本放射
化学会年会・第 62 回放射化学討論会 , 京都大学（京都府京都市）, 2018.9.19

73.	 徳永紘平・高橋嘉夫・香西直文 , バライト（BaSO4）への共沈反応を用いた放射性核種の効果的な処理法の確立 , 
2018 年度日本地球化学会第 65 回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.13

74.	 白石 史人，松村 宥也，千原 亮二，奥村 知世，板井 啓明，柏原 輝彦，狩野 彰宏，高橋 嘉夫 , 微生物が生息する
マンガン酸化物表面における Mn(II) 酸化過程．地球惑星科学連合大会 , 幕張メッセ , 2018.5.22

75.	 白石史人・松村宥也・千原亮二・奥村知世・板井啓明・柏原輝彦・狩野彰宏・高橋嘉夫 , 微生物が生息するマン
ガン酸化物表面における Mn(II)酸化過程, 日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャン
パス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

76.	 尾森武尊・富岡尚敬・甕　聡子・高橋嘉夫・白石史人 , シアノバクテリアの石灰化における細胞外高分子の役割 , 
日本地球惑星科学連合 2018 年大会　JPGU2018, 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.5.20

77.	 本堂陸斗，浅海竜司，植村立，新城竜一，狩野彰宏，藤田祐樹，山崎真治，高柳栄子，井龍康文，沖縄島洞穴遺跡産
の淡水棲貝化石による更新世後期の古環境復元，日本古生物学会 , 神奈川県立生命の星・地球博物館 , 2019.1.27

78.	 名取幸花・板井啓明・中野伸一 ・合田幸子・熊谷道夫 , 2013 年台風 18 号通過時における非定常的な堆積物供給
の評価 , 2018 年度日本地球化学会第 65 回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.13

79.	 鈴木慧花・菅　大暉・山口　亮・臼井寛裕・高橋嘉夫 , Yamato 000593 中の Iddingsite 分析から導く火星の水環
境 : 二次鉱物や地球上の模擬サイトからの考察 , 2018 年度日本地球化学会第 65 回年会 , 琉球大学千原キャンパ
ス（沖縄県那覇市）, 2018.9.13

80.	 鈴木慧花・菅大暉・山口亮 , 二次鉱物の放射光Ｘ線分析から導く火星の水環境 , 第 32 回日本放射光学会年会・放
射光科学合同シンポジウム , 福岡国際会議場（福岡県福岡市博多区） , 2019.1.10

81.	 鈴木七海 , 石川彰人 , 遠藤一佳 , 淡水性巻貝ヨーロッパモノアラガイにおける貝殻形態の水流に対する表現型可
塑性 , 日本動物学会関東支部第 71 回大会 , 中央大学 , 2019.3.9

82.	 對比地孝亘、恐竜類を中心とした双弓類爬虫類の比較形態学的研究、日本古生物学会第 168 回例会 , 神奈川県立
生命の星地球博物館 , 2019.1.26

83.	 對比地孝亘、三宅優佳、小松俊文、真鍋真、ルグラン ジュリアン、鹿児島県上甑島に分布する姫浦層群から発見
されされた恐竜化石、日本古生物学会 2018 年年会 , 東北大学 , 2018.6.23

84.	 癸生川陽子・内村絵梨花・武市泰男・菅　⼤暉・大東琢治・伊藤元雄・近藤正志・, 高橋嘉夫・Michael E. Zolensky・
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小林憲正 ,  Bells 隕石の有機物はユニークか？ - 軟 X 線顕微鏡による微小領域分析 , 2018年度日本地球化学会第
65 回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.13

85.	 赵　晓岚 ・何　碧红・吴　涵玉・韩　斌・高橋嘉夫・范　桥辉 , A Comprehensive Investigation of Heavy Metal 
Contamination in Mining and Smelting-impacted soil and sediment from northwest China, 2018年度日本地球化
学会第 65 回年会 , 琉球大学千原キャンパス（沖縄県那覇市）, 2018.9.13
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8 社会貢献・普及活動

8.1 大気海洋科学講座

他大学での集中講義・セミナー

1.	 ｢月と海底凹凸地形が織りなす深海乱流ホットスポットの実態解明－深層海洋大循環像の高精度化の向けて－｣ , 
海洋気象課室合同談話会，気象庁 , 2018.5.28（セミナー）

2.	 海洋アライアンス　教養学部・学術フロンティア講義「海研究のフロンティア」：｢月が導く深海の流れ　－地球
を巡る海洋大循環の謎を解くー｣ , 海洋アライアンス , 2018.6.30（特別講義）

3.	 What we have learned about deep ocean mixing in the last decade, 第3回新海洋混合学 OMIX YMR サマースクー
ル , 2018.10.8（特別講義）

4.	 ｢月が導く深海の流れ　－地球を巡る海洋大循環の謎への挑戦ー｣, 海洋生物環境研究所 中央研究所 , 2018.12.17
（セミナー）

5.	 Boundary current dynamics, upwelling variability and ecosystem impacts, ヘルムホルツ海洋研究センター , 
2018.11.29（セミナー）

一般講演会

1.	 日比谷　紀之 , 黒潮大蛇行：そのメカニズムと影響 , 海洋アライアンスシンポジウム 第 13 回東京大学の海研究 , 
2018.11.2

2.	 日比谷　紀之 , 「海洋調査技術学会創立 30 周年式典」開催によせて , 海洋調査技術学会創立 30 周年記念研究発
表会 , 2018.11.28

3.	 日比谷　紀之 , 海洋観測における研究船の役割：成果と展望 , 日本学術会議公開シンポジウム , 2018.12.25

4.	 日比谷　紀之 , 「日本海洋生物シンポジウム 2019」開催によせて , 日本海洋生物シンポジウム 2019, 2019.3.23

5.	 日比谷　紀之 , 「メガ津波から命を守るための防災の高度化研究」プロジェクト成果報告会開催にあたって , 東京
大学海洋アライアンス総合海洋基盤（日本財団）プログラム「メガ津波から命を守るための防災の高度化研究」
シンポジウム , 2019.3.23

6.	 日比谷　紀之 , 沖合での巨大津波の検知を目的とした航空機レーダー海面高度観測 , 東京大学海洋アライアンス
総合海洋基盤（日本財団）プログラム「メガ津波から命を守るための防災の高度化研究」シンポジウム , 2019.3.23

7.	 日比谷　紀之 , 現実の航空機位置データに基づく津波波形インバージョン解析 , 東京大学海洋アライアンス総合
海洋基盤（日本財団）プログラム「メガ津波から命を守るための防災の高度化研究」シンポジウム , 2019.3.23

8.	 佐藤　薫 , ムンクの「叫び」と PANSY, しらせ大学 , 2018.12.6

9.	 田中　祐希 , 黒潮大蛇行：巨大海流の不思議な現象 , 東京大学理学部オープンキャンパス 2018, 2018.8.2

メディア等

1.	 日比谷　紀之 , ｢月が深層海洋大循環を引き起こす？ -「乱流」との関係を探る」, Academist Journal（Web メディ
ア）, 2018.7.24

2.	 日比谷　紀之 , ｢海の「深層循環」の謎、僕たちが解くぞ ･･･ 逗子開成」, YOMIURI ONLINE, 2018.9.10

3.	 日比谷　紀之 , ｢『あびき』 なぜ起こる？｣ , 東京新聞 , 2019.3.23

4.	 佐藤　薫 , 気象変化　成層圏も関係！？ , 日本経済新聞 , 2018.7.8

5.	 佐藤　薫 , 大型レーダー　地球環境探る , 産業経済新聞 , 2018.9.26

社会貢献活動

1.	 日比谷　紀之，宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校附属中学校　講義，「月が導く深海の流れ－地球を巡る深層海流の
謎への挑戦－」に関する講義，宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校附属中学校，2018.5.16

2.	 日比谷　紀之，逗子開成中学校・高等学校特別講義，「 九州西方沿岸域を襲う『サイレント津波』の正体をとら
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える」に関する講義，逗子開成中学校・高等学校，2018.7.5

3.	 日比谷　紀之，該当なし，東京都立立川国際中等教育学校出前講義，「 九州西方沿岸域を襲う『サイレント津波』
の正体をとらえる」に関する講義，東京都立立川国際中等教育学校，2018.12.18

8.2 宇宙惑星科学講座

他大学での集中講義・セミナー

1.	 星野　真弘 , Plasma Physics, 北京師範大学 , 2018.9.17-9.20（集中講義）

2.	 大平豊 , Origin of the First Cosmic Rays, 京都大学 基礎物理学研究所 , 2018.2.26 （セミナー）

3.	 橘 省吾 , 太陽系の起源と進化の理解をめざして , 地球惑星科学 学生と若手の会 '18, 2018.11.10-11（セミナー）

一般講演会

1.	 笠原慧 , 宇宙のプラズマとオーロラの起源 , 朝日カルチャーセンター　講師，（2018 年度，9/22, 神奈川）, 
2018.09.22

2.	 笠原慧 , オーロラを作り出す宇宙のプラズマを「あらせ」衛星で観測する , 千葉市科学館　「科学と未来の学校」　
講師，（2018 年度，9/9, 千葉）, 2018.09.09

3.	 橘 省吾 , 「はやぶさ 2」を通じてどんなことがわかるの？ 研究者とディスカッションしよう！ , UTOPS アウト
リーチイベント , 2018.8.21

4.	 橘 省吾 , 相模原市立博物館『なぜなに「はやぶさ 2」何でも質問教室！』, , 2018.9.2

5.	 橘 省吾 , 大人の夏休み　読書感想文書きませんか？ , マチダネコスタ サイエンスカフェ , 2018.9.7

6.	 橘 省吾 , 札幌市青少年科学館『宇宙セミナー「はやぶさ 2 講演会」』, , 2019.1.26

メディア等

1.	 杉田精司 , News Room Tokyo, NHK World, 2018.6.27

2.	 杉田精司 , News Room Tokyo, NHK World, 2018.2.11

3.	 杉田精司 , NHK スペシャルスペース・スペクタクル プロローグ はやぶさ２の挑戦 , NHK 総合 , 2018.3.17

4.	 杉田精司 , Japan asteroid probe in 'tantalizing' solar system discoveries, CNN (United States), 2018.3.19

5.	 杉田精司 , Ryugu is probably a chip off one of these two other asteroids, Science News Online (United States), 
2018.3.20

6.	 杉田精司 , Hayabusa-2: Asteroid mission exploring a 'rubble pile', BBC (United Kingdom), 2018.3.20

7.	 杉田精司, Hayabusa2 results hint asteroid Ryugu was broken off larger space rock, Astronomy Magazine (United 
States), 2018.3.20

8.	 杉田精司 , Hayabusa2 Results Hint Asteroid Ryugu Was Broken Off Larger Space Rock, Discover Magazine 
(United States), 2018.3.20

9.	 杉田精司 , First close look at asteroids Ryugu and Bennu sends planetary scientists into a spin, ABC Online 
(Australia), 2018.3.20

10.	 杉田精司 , Hayabusa 2 data forces scientists to reevaluate early solar system, MSN News US (United States), 
2018.3.20

11.	 杉田精司 , Japan’s Hayabusa2 Reveals Secrets of Ryugu, the ‘Spinning Top’ Asteroid it Plans to Blast Open for 
Samples, MSNBC Newsweek (United States), 2018.3.20

12.	 杉田精司 , Quirks & Quarks, Canadian Broadcasting Cetner Radio, 2018.3.23

13.	 橘 省吾 , Japan's Hayabusa2 Spacecraft Nears Its Target, the Asteroid Ryugu, Scientific American, 2018.6

14.	 橘 省吾 , Expedition Asteroid, The Sky at Night, BBC Four, 2018.9.9

15.	 橘 省吾 , Two daring spacecraft aim to bring asteroid dust back to Earth, ScienceNews, 2019.1.15

16.	 橘 省吾 , はやぶさ 2 試料採取の意義とは　新たな太陽系のなぞを探る「0.1 グラム」, 毎日新聞 , 2019.2.22
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8.3 地球惑星システム科学講座／ 8 社会貢献・普及活動

17.	 橘 省吾 , はやぶさ 2 午前 8 時頃着陸へ 生命の起源に迫れるか , NHK おはよう日本 , 2019.2.22

18.	 橘 省吾 , 小惑星、資源開発で注目　独自に磨いた、はやぶさ 2 技術 , 朝日新聞 , 2019.2.23

19.	 橘 省吾 , 初代を教訓 難題突破 はやぶさ 2, 読売新聞 , 2019.2.23

20.	 橘 省吾 , " たまてばこ " に何が 装置開発の研究者は…, NHK ニュース 7, 2019.3.5

社会貢献活動

1.	 橘 省吾，UTOPS アウトリーチイベント〜「はやぶさ 2」を通じてどんなことがわかるの？ 研究者とディスカッ
ションしよう！，二松學舍高校の生徒と機構研究者が対話するイベントをおこなった，2018.8.21

2.	 橘 省吾，相模原市立博物館『なぜなに「はやぶさ 2」何でも質問教室！』，相模原市立博物館で「はやぶさ２」に
関する一般からの質問に答えた，相模原市立博物館，2018.9.2

3.	 橘 省吾，マチダネコスタ サイエンスカフェ，マチダネコスタで地球惑星科学に関するサイエンスカフェをおこ
なった，相模原市立博物館，2018.9.7

4.	 橘 省吾，札幌市青少年科学館『宇宙セミナー「はやぶさ 2 講演会」』，札幌市青少年科学館で「はやぶさ２」に
関する講演をおこなった，札幌市青少年科学館，2019.1.26

5.	 関華奈子，中日文化センター特別講演会，「火星はなぜ海を失ったのか？」のタイトルで一般講演を行った，中
日文化センター，2018.7

8.3 地球惑星システム科学講座

他大学での集中講義・セミナー

1.	 生駒大洋, Formation and evolution of atmospheres of low-mass planets around low-temperature star, University 
College London, 2019.12.4（セミナー）

2.	 茅根　創 , 太平洋小島嶼アトラス , 東洋文庫研究会 , 2018/9/26（セミナー）

3.	 茅根　創 , Ecosystem-based coastal protection of atoll island countries against sea level rise, UNITAR（仙台市）, 
2018/10/30（特別講義）

4.	 高橋聡 , Paleoenvironmental history across the Permian-Triassic massextinction event in the pelagic deep-sea, 
University of Leeds, Earth and Environment , 2018.12.12（セミナー）

一般講演会

1.	 生駒大洋 , 太陽系内外のガス惑星の多様性 , JpGU Meeting 2018 スペシャルレクチャー , 2018.5.23

2.	 生駒大洋 , 系外惑星〜他の星のまわりの新しい世界 , 大阪府立高津高校特別授業 , 2018.7.31

3.	 生駒大洋 , 系外惑星をもっと知りたい , 東京大学オープンキャンパス 2018, 2018.8.1

4.	 生駒大洋 , ジュピター〜海をもたらした木星の謎に迫る , 南の島の星まつり 2018, 2018.8.19

5.	 生駒大洋 , 系外惑星〜見えてきた新しい世界 , 東京農業大学第一高校特別講義 , 2018.10.4

6.	 茅根　創 , The state of coral reefs in Japan, Coral Reef Conservation: Promoting Awareness through Effective 
Communication (Tokyo Campus, Univ. Tsukuba), 2018/5/15

7.	 茅根　創 , 温暖化で沈む環礁国のディレンマ , 東京大学公開講座「ディレンマ」（東京大学安田講堂）, 2018/6/23

8.	 茅根　創 , BGC-Argo 搭載自動連続炭酸系計測システムの開発 , 先端深海観測技術研究会（東京大学生産技術研究
所）, 2018/8/7

9.	 茅根　創 , 太平洋小島嶼アトラス , 東洋文庫研究会（東洋文庫）, 2018/9/26

10.	 茅根　創 , 海洋酸性化モニタリングの技術革新 , 海洋の SDGs 研究会（笹川平和財団）, 2018/10/3

11.	 茅根　創 , 地球温暖化と沖ノ鳥島 , 東京都第 13 回沖ノ鳥島フォーラム（東京国際フォーラム）, 2019/1/27

12.	 茅根　創 , 地球温暖化と気象災害 , 第６回全国海洋教育サミット（東京大学安田講堂）, 2019/2/9

13.	 田近英一 , 専門分野の選び方 , 河合塾「2018 東大志望者向け特別講座 " 知の追求 ”」, 2018.5.12

14.	 田近英一 , 地球環境と生命の進化 , NHK 文化センター「私たちはどこから来たのか？―最先端科学が明かす宇宙
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誕生から生命の進化まで―」, 2018.9.29

15.	 田近英一 , 地球史―暗い太陽と地球環境の変遷 , 朝日カルチャーセンター「地球惑星科学の新展開」, 2018.11.10

16.	 田近英一 , 地球環境の変遷と生命の進化～地球史から探る宇宙における第二の地球～ , 葛飾区郷土と天文の博物
館「第 100 回 星の講演会」, 2018.12.15

メディア等

1.	 茅根　創 , 酸性化進む海　サンゴ激減 , 朝日新聞 , 2018/8/20

2.	 茅根　創 , サンゴ保全と観光・産業振興　学生，両立へ提案 , 沖縄タイムス , 2018/9/11

3.	 茅 根　 創 , Learning from Tragedy: Sharing Disaster Preparedness with Pacific Island Nations., News Week, 
2018/Sep

4.	 茅根　創 , サンゴの島　水没防げ , 日本経済新聞 , 2018/10/3

5.	 茅根　創 , 深場サンゴ礁が海の生き物を救う , JST news, 2018/Oct

6.	 茅根　創 , 解る VR 海のいのちのエンドレスチェイン , 日本財団「海と日本プロジェクト」, 2018/Oct

7.	 田近英一 , 子供のギモン , フジテレビ「ノンストップ」, 2018.8.2

8.	 茂木信宏 , 「“ 黒色炭素粒子 ” から「雨雲の過飽和度」を推定する！ – 気候変化の要因となるエアロゾル濃度の予
測に向けた挑戦」, Academist Journal, 2019.3.27

9.	 茂木信宏 , 人間が排出する鉄微粒子　温暖化　促進も抑制も , 日本経済新聞 , 2018.5.6

10.	 茂木信宏 , 車排出の鉄粒子　温暖化加速か , 中日新聞 , 2018.4.24

社会貢献活動

1.	 茅根創，特別授業，地球温暖化と自然災害，岩手県洋野町立中野小学校，2018.10.11

2.	 茅根創，教員研修，地球温暖化と自然災害，岩手県洋野町教員，教育委員会，2016.9.26

8.4 固体地球科学講座

他大学での集中講義・セミナー

1.	 安藤亮輔，地震破壊力学概論，京都大学防災研究所，2019.2.25-2.26（集中講義）

一般講演会

1.	 井出哲，ゆれない地震の話，東京大学オープンキャンパス，2018.8.1

2.	 ウォリス・サイモン，Earthquakes and Tsunamis in Japan，Global Science Campus Forum for High School 
Students, Nagoya，2018.07.07

3.	 ウォリス・サイモン，地球内部で何がおきているのか？，NHK 主催「ひとの大学」，2018.09.26

4.	 河合研志，地球の中ってどうなっているの？，第 4 回 Keio Astrobiology Camp 2019，2019.3.24

5.	 佐藤雅彦，磁気異常の深イイ話，地球惑星科学 学生と若手の会 '18，2018.11.10

社会貢献活動

1.	 ウォリスサイモン，研究室体験研修 ( 岡崎高校・東大 )，5 日間高校生を 2 名研究室に受け入れ、変成作用と熱モ
デリングに関する実習を行った，文部科学省・環境省，2018 年 7 月 30 日 –8 月 3 日

2.	 田中愛幸，高等測量研修，地球変形力学に関する講義を行った，国土交通大学校，H30.5.31

3.	 田中愛幸，日本地震学会サマースクール，測地学・スロー地震に関する講義を行った，日本地震学会，H30.9.5
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8.5 地球生命圏科学講座

他大学での集中講義・セミナー

1.	 板井啓明 , 地球環境科学特別講義 , 神戸大学 , 2018.9.18-21（集中講義）

2.	 遠藤一佳 , 地球科学特別講義（分子古生物学）, 静岡大学 , 2018.9.24-9.25（集中講義）

3.	 砂村倫成 , 深海域の微生物生態系 , 微生物イノベーション研究機構 , 2019.3.6（セミナー）

一般講演会

1.	 小暮敏博 , 電子後方散乱回折 -SEM の中で結晶学的情報を得る -, 第 28 回電子顕微鏡大学 , 2018.7.4

2.	 對比地孝亘 , 獣脚類恐竜の進化と鳥類の起源 , 福井県立恐竜博物館　特別講演会 , 2018.8.26

3.	 板井啓明 , 「謎の厄介者『水銀』を追え！」, WE Cafe week 72. , 2018.10.13

4.	 狩野彰宏 , 洞窟で探る気候変動と日本人の営み , 東大理学部 高校生のための冬休み講座 , 2018.12.26

5.	 對比地孝亘 , 恐竜の研究　～野外調査，発掘から生体復元まで～ , 茨城県自然博物館　自然講座 , 2019.2.17

6.	 遠藤一佳 , 酸素に支配された生命進化 , 朝日カルチャーセンター「地球惑星科学の新展開」, 2019.2.23

メディア等

1.	 鈴木庸平 , ” 生命 ” にきまりはありますか？ , NHKE テレ , 2018.12.26

2.	 小暮敏博 , 福島第一原発の飛散微粒子、1000℃加熱で放射性セシウム脱離　東大 , 日刊工業新聞 , 2018.6.28

3.	 小暮敏博 , 東大他、福島第一より飛散した放射性微粒子の溶解挙動を解明 , 原子力産業新聞 , 2019.3.18

4.	 鈴木庸平 , 地下深く 微生物の大帝国 , 日経新聞 , 2019.3.3

5.	 小暮敏博 , [ 東日本大震災から 8 年 ] 放射性微粒子、10 年程度で海水溶解 / 東大など , 電気新聞 , 2019.3.7

6.	 小暮敏博 , 半径 1ミクロンの放射性微粒子　純粋→70年　海水→10年　完全溶解　東大など速度明らかに , 福
島民報 , 2019.3.7

社会貢献活動

1.	 鈴木庸平，学問研究プログラム，生命の起源について授業を行った，静岡聖光学院，2018.11.12

2.	 荻原成騎，日本自然科学写真協会「ＳＳＰ展」，写真展を通じて自然科学に興味を抱いてもらう，環境省，2017.5.1-
2018.4.9
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9 その他の活動

9.1 学内委員
1.	 井出哲，東京大学，総長補佐

2.	 井出哲，地震研究所，地震・火山噴火予知研究協議会，委員

3.	 ウォリス・サイモン，フォトンサイエンス卓越大学院，運営委員

4.	 遠藤一佳，東京大学，教育運営委員会教職課程・学芸員等部会 , 委員

5.	 遠藤一佳，理学系研究科，生物情報科学科協議会 , 委員

6.	 遠藤一佳，東京大学，総合研究博物館地史古生物部門 , 部門主任

7.	 小澤一仁，理学系研究科，学術運営・教育推進委員会委員

8.	 茅根 創，総合研究博物館，運営委員会委員，地理資料部門長

9.	 茅根 創，海洋アライアンス，海洋リテラシープログラム長

10.	 茅根 創，空間情報科学研究センター，運営委員会委員

11.	 関華奈子，理学系研究科，国際交流委員会，委員

12.	 関華奈子，理学系研究科，男女共同参画推進委員会，委員

13.	 田近英一，東京大学，教育運営委員会進学選択調整部会，委員

14.	 田近英一，東京大学，総合科目運営委員会，委員

15.	 田近英一，東京大学，初年次ゼミナール理科運営委員会，委員

16.	 田近英一，理学系研究科・理学部，理学系研究科長補佐

17.	 田近英一，理学系研究科・理学部，企画室会議，委員

18.	 田近英一，理学系研究科・理学部，学術運営・教育推進会議，委員

19.	 田近英一，理学系研究科・理学部，理工懇談会，委員

20.	 田近英一，理学系研究科・理学部，若手人事に関する WG，委員

21.	 田近英一，理学系研究科・理学部，教務委員会，委員長

22.	 田近英一，理学系研究科・理学部，総長賞選考委員会，委員長

23.	 田近英一，理学系研究科・理学部，キャリア支援室運営委員会，委員

24.	 田近英一，理学系研究科・理学部，学生支援室運営委員会，委員

25.	 田近英一，理学系研究科・理学部，広報室運営委員会，委員

26.	 田近英一，理学系研究科ビッグバンセンター，研究協力者

27.	 橘 省吾，東京大学，TAO 運営諮問委員会，委員

28.	 橘 省吾，理学系研究科附属宇宙惑星科学機構，運営委員会，委員

29.	 日比谷 紀之，東京大学，教育運営委員会 , 学部前期課程部会 PEAK 制度検討委員会 , 委員

30.	 日比谷 紀之，海洋アライアンス機構，機構長

31.	 日比谷 紀之，大気海洋研究所，協議会 , 委員

32.	 日比谷 紀之，理学系研究科・理学部，理学系研究科・理学部評価委員会 , 委員

33.	 比屋根肇，理学系研究科，環境安全管理室会議，委員

34.	 星野真弘，理学系研究科，副研究科長

35.	 星野真弘，全学，キャンパス計画室会議委員

36.	 星野真弘，理学系研究科，研究支援統括室長

37.	 星野真弘，理学系研究科，キャンパス委員会委員長

38.	 星野真弘，理学系研究科，キャンパス計画室室長
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39.	 星野真弘，理学系研究科，学術運営委員会委員

40.	 星野真弘，情報基盤センター，運営委員会委員

41.	 星野真弘，理学系研究科，企画室会議委員

42.	 星野真弘，理学系研究科，教育推進委員会委員

43.	 星野真弘，宇宙惑星科学機構，機構長

44.	 砂村倫成，東京大学本郷キャンパス，本郷地区安全衛生委員会・委員 

45.	 天野孝伸，理学系研究科，広報委員会，委員

9.2 学会委員
1.	 安藤亮輔，日本地震学会，代議員

2.	 生駒大洋，日本惑星科学会，運営委員会、委員

3.	 板井啓明，日本地球化学会，理事、庶務幹事

4.	 井出哲，日本地球惑星科学連合，理事・代議員・財務委員・環境災害対応委員

5.	 井出哲，日本地震学会，代議員

6.	 井出哲，American Geophysical Union，JGR Solid Earth, Associate Editor

7.	 井出哲，Seismological Society of America，Nominatiing Committee

8.	 井出哲，IASPEI，Commission on Earthquake Source Mechanism, Chair

9.	 ウォリス・サイモン，日本地球惑星科学連合 (JpGU)，副会長 , 国際戦略委員会委員長

10.	 ウォリス・サイモン，日本地質学会，執行理事、学術・国際交流担当

11.	 ウォリス・サイモン，Island Arc, Wiley，編集委員会顧問

12.	 ウォリス・サイモン，Open Science, Royal Society，編集委員会委員

13.	 ウォリス・サイモン，Progress in Earth and Planetary Science, JpGU，編集委員会委員

14.	 遠藤一佳，日本古生物学会，常務委員

15.	 遠藤一佳，日本地球惑星科学連合，地球生命科学セクション・プレジデント

16.	 遠藤一佳，日本古生物学会， 評議員

17.	 遠藤一佳，日本地球惑星科学連合，代議員

18.	 遠藤一佳，日本進化学会，代議員

19.	 笠原慧，日本地球惑星科学連合，プログラム委員会，委員

20.	 狩野彰宏，日本地質学会，理事会議長

21.	 狩野彰宏，日本地質学会，理事

22.	 狩野彰宏，日本地質学会，Island Arc 編集委員

23.	 狩野彰宏，日本堆積学会，運営委員

24.	 狩野彰宏，日本堆積学会，論文賞選考委員

25.	 狩野彰宏，石油技術協会，理事

26.	 狩野彰宏，石油技術協会，探鉱技術委員

27.	 狩野彰宏，地学団体研究会，「地球科学」エディター

28.	 茅根 創，日本サンゴ礁学会，理事

29.	 茅根 創，太平洋諸島学会，理事

30.	 河合研志，日本地震学会，情報誌編集委員会、委員長

31.	 河合研志，日本地震学会，理事

32.	 小暮敏博，日本顕微鏡学会，社員

33.	 佐藤薫，日本気象学会，理事
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34.	 佐藤薫，日本気象学会，学会賞候補者推薦委員会・委員長

35.	 佐藤薫，日本気象学会，人材育成・男女共同参画委員会・委員長

36.	 佐藤薫，日本気象学会，学術委員会・委員

37.	 佐藤薫，日本気象学会，松野賞選考委員会・委員

38.	 佐藤薫，日本地球惑星科学連合，代議員

39.	 佐藤薫，日本地球惑星科学連合，大気水圏科学セクションバイスプレジデント

40.	 佐藤薫，WCRP/SPARC（対流圏・成層圏過程とその気候への影響研究），Scientific Steering Group (SSG) Member

41.	 佐藤薫，WCRP/SPARC（対流圏・成層圏過程とその気候への影響研究），Gravity Wave Activity Leader

42.	 砂村倫成，Microbes & Environment 誌，編集幹事・Managing Editor

43.	 関華奈子，日本地球惑星科学連合，宇宙惑星科学セクション，バイスプレジデント

44.	 関華奈子，日本地球惑星科学連合，代議員 ( 宇宙惑星科学セクション選出 )

45.	 関華奈子，日本地球惑星科学連合，グローバル戦略委員会，委員

46.	 関華奈子，地球電磁気・地球惑星圏学会，大林奨励賞推薦委員会，委員

47.	 関華奈子，地球電磁気・地球惑星圏学会，地球型惑星圏環境分科会，代表世話人

48.	 高橋聡，地球環境史学会，評議員

49.	 高橋聡，有機地球化学会，ニュースレター編集委員

50.	 田近英一，日本地球惑星科学連合，副会長

51.	 田近英一，日本地球惑星科学連合，理事

52.	 田近英一，日本地球惑星科学連合，代議員

53.	 田近英一，日本地球惑星科学連合，宇宙惑星科学セクション，サイエンスボード

54.	 田近英一，日本地球惑星科学連合，ジャーナル企画経営委員会，委員

55.	 田近英一，日本地球惑星科学連合，広報普及委員会，委員長

56.	 田近英一，日本地球惑星科学連合，広報普及委員会 JGL 編集小委員会，委員長（編集長）

57.	 田近英一，日本地球惑星科学連合，広報普及委員会パブリックセッション小委員会，委員

58.	 田近英一，日本地球惑星科学連合，大会運営委員会，委員

59.	 田近英一，日本地球惑星科学連合，グローバル戦略委員会，委員

60.	 田近英一，日本地球惑星科学連合，危機管理検討 WG，委員

61.	 田近英一，日本惑星科学会，運営委員会，委員

62.	 田近英一，日本惑星科学会，対外協力・連携専門委員会，委員長

63.	 田近英一，生命の起源および進化学会，運営委員会，委員

64.	 橘 省吾，Meteoritical Society，Nominating Committee, Member

65.	 橘 省吾，Solar System symposium in Sapporo，Co-chair

66.	 橘 省吾，日本地球惑星科学連合，宇宙惑星科学セクションサイエンスボード，メンバー

67.	 橘 省吾，日本地球惑星科学連合，JGL 編集委員，編集幹事

68.	 橘 省吾，日本地球惑星科学連合，グローバル戦略委員会，委員

69.	 橘 省吾，日本地球惑星科学連合，広報普及委員会，委員

70.	 橘 省吾，日本地球化学会，理事

71.	 橘 省吾，日本地球化学会，総務幹事

72.	 橘 省吾，日本鉱物科学会，Elements 編集委員会，委員

73.	 橘 省吾，Goldschmidt Conference 2019，Theme Chair

74.	 田中 愛幸，日本測地学会，会計委員会，委員長

75.	 田中 愛幸，日本測地学会，評議員

76.	 田中 愛幸，日本測地学会，Earth Planets and Space 誌編集委員（測地学会を含む５学会で運営される）
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77.	 田中 愛幸，日本測地学会，海外渡航助成金審査委員会，委員

78.	 田中 愛幸，国際測地学協会，全地球測地観測システム（GGOS) サイエンスパネル委員

79.	 田中 愛幸，国際測地学協会，インターコミッション理論研究グループ（変形と重力の時間変動）チェア

80.	 田中 愛幸，日本学術会議 ，地球惑星科学委員会 IUGG 分科会 IAG 小委員会委員

81.	 田中 愛幸，日本地球惑星科学連合，地球科学の夢ロードマップ改訂タスクフォース委員

82.	 長勇一郎，日本惑星科学会，編集専門委員会 , 委員

83.	 東塚 知己，日本海洋学会，庶務幹事

84.	 日比谷 紀之，日本海洋学会，学会長

85.	 日比谷 紀之，日本海洋学会 ，沿岸海洋研究委員会 , 委員

86.	 日比谷 紀之，日本海洋政策学会，理事

87.	 日比谷 紀之，日本海洋政策学会，総務委員会 , 委員

88.	 日比谷 紀之，日本地球惑星科学連合，グローバル戦略担当理事

89.	 日比谷 紀之，日本地球惑星科学連合，総務担当理事

90.	 日比谷 紀之，日本地球惑星科学連合，代議員

91.	 日比谷 紀之，国際海洋物理科学協会 (IAPSO)，執行委員 (Exective Committee Member)

92.	 日比谷 紀之，Physical Oceanography section of Frontiers in Marine Science，編集委員

93.	 星野真弘，レーザー学会，学術応用調査専門委員会委員

94.	 生駒大洋，日本惑星科学会，欧文誌専門委員会、委員長

95.	 升本 順夫，日本海洋学会，評議員

96.	 升本 順夫，日本海洋学会，防災学術連携体委員

97.	 三浦 裕亮，日本気象学会，山本賞候補者選考委員会，委員

98.	 横山央明，太陽研究者連絡会，会長

99.	 横山央明，日本天文学会，代議員推薦委員会、委員

100.	横山央明，日本天文学会，研究奨励賞選考委員会、委員

101.	横山央明，日本地球惑星科学連合，宇宙惑星科学セクションボード、メンバー

102.	横山央明，日本天文学会，代議員

103.	横山央明，日本地球惑星科学連合，代議員

104.	三浦 裕亮，日本気象学会，人材育成・男女共同参画委員会，委員

105.	三浦 裕亮，日本気象学会，気象集誌編集委員会，委員

106.	三浦 裕亮，日本地球惑星科学連合，PEPS 編集委員会，委員

107.	三浦 裕亮，日本地球惑星科学連合，代議員

108.	三浦 裕亮，American Meteorological Socienty，Assistant Editor (Monthly Weather Review)

109.	小暮敏博，日本鉱物科学会，理事

110.	小暮敏博，日本粘土学会，副会長

111.	小暮敏博，日本鉱物科学会，「岩石鉱物科学」編集委員

112.	小暮敏博，日本粘土学会，「Clay Science」 編集委員

113.	天野孝伸，地球電磁気・地球惑星圏学会，運営委員会，委員

114.	東塚 知己，日本海洋学会，評議員

115.	東塚 知己，日本海洋学会，論文賞選考委員会 , 委員

116.	東塚 知己，日本海洋学会，Journal of Oceanography, 編集委員

117.	東塚 知己，日本地球惑星科学連合，代議員

118.	東塚 知己，日本地球惑星科学連合，プログラム編成委員会 , プログラム委員

119.	東塚 知己，American Meteorological Society，Journal of Climate, Associate Editor
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120.	東塚 知己，，Frontiers in Atmospheric Science, Review Editor

121.	對比地 孝亘，日本地球惑星科学連合 ，地球生命科学セクション・ボードメンバー

122.	對比地 孝亘，日本古生物学会，行事係幹事 

9.3 行政・その他
1.	 生駒大洋，学術雑誌 Earth Planet Space，運営委員会、委員

2.	 板井啓明，独立行政法人環境再生保全機構 環境研究総合推進費， アドバイザリーボード委員

3.	 板井啓明，青森県 県境不法投棄現場原状回復対策推進協議会 ，有識者委員

4.	 ウォリス・サイモン，JAMSTEC ，海域地震発生帯研究開発部会の評価・助言委員会 , 委員

5.	 ウォリス・サイモン，文科省，海洋開発機構部会 , 委員

6.	 ウォリス・サイモン，産業技術総合研究所，評価委員会 , 委員

7.	 遠藤一佳，日本学術会議 IPA 小委員会，委員

8.	 遠藤一佳，遺伝学普及会，編集委員会委員

9.	 遠藤一佳，自然環境科学センター絶滅のおそれのある海洋生物の選定委員会，委員

10.	 狩野彰宏，J-DESC，IODP 執行部会委員

11.	 狩野彰宏，Sedimentary Geology 誌，Advisory Board Member

12.	 茅根 創，防衛省，普天間飛行場代替施設建設事業に係る環境監視等委員会・委員

13.	 茅根 創，国土交通省，サンゴ礁海岸保全研究会・委員

14.	 茅根 創，（財）みなと総合研究財団（国土交通省委託），特定離島港湾施設整備に係るサンゴ移植分析評価に関す
る検討会・委員

15.	 佐藤薫，日本学術会議，連携会員

16.	 佐藤薫，日本学術会議，地球惑星科学委員会・委員

17.	 佐藤薫，日本学術会議，地球惑星科学委員会 地球・惑星圏分科会・委員

18.	 佐藤薫，日本学術会議，地球惑星科学委員会・地球・惑星圏分科会・地球観測の将来構想に関する検討小委員会・
委員長

19.	 佐藤薫，日本学術会議，FE・WCRP 合同分科会・委員

20.	 佐藤薫，日本学術会議，FE・WCRP 合同分科会 SPARC 小委員会・委員長

21.	 佐藤薫，日本学術会議，地球惑星科学委員会 IUGG 分科会・IAMAS 小委員会・委員

22.	 佐藤薫，気象庁 気象研究所，評議委員会・評議委員

23.	 佐藤薫，情報・システム研究機構 国立極地研究所，客員教授

24.	 佐藤薫，文部科学省，科学技術・学術審議会・臨時委員，地球観測推進部会・委員

25.	 佐藤薫，国土交通省，交通政策審議会・臨時委員

26.	 佐藤薫，国土交通省，社会資本整備審議会・臨時委員

27.	 佐藤薫，（株）新興出版社啓林館，検定教科書編修委員

28.	 杉田精司，宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所，運営協議会・委員

29.	 砂村倫成，海洋研究開発機構，海洋研究課題審査部会・部会員

30.	 関華奈子，日本学術会議，連携会員

31.	 関華奈子，日本学術会議，地球惑星科学委員会，委員

32.	 関華奈子，日本学術会議，地球・惑星圏分科会委員，幹事

33.	 関華奈子，日本学術会議，地球惑星科学人材育成分科会，委員

34.	 関華奈子，ISSI(International Space Science Institute)，Science Committee

35.	 関華奈子，名古屋大学宇宙地球環境研究所，共同利用 ･ 共同研究委員会，委員

36.	 関華奈子，名古屋大学宇宙地球環境研究所，総合解析専門委員会，委員長
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37.	 高橋嘉夫，公益財団法人高輝度光科学研究センター，SPring-8/SACLA 利用者選定に係る委員会委員

38.	 高橋嘉夫，公益財団法人高輝度光科学研究センター，SPring-8 利用研究課題審査委員会分科会レフェリー

39.	 高橋嘉夫，公益財団法人高輝度光科学研究センター，重点領域「社会・文化利用」評価委員会委員長

40.	 高橋嘉夫，日本学術振興会，専門委員

41.	 高橋嘉夫，日本原子力研究開発機構，研究開発・評価委員

42.	 高橋嘉夫，日本原子力研究開発機構，基礎工セミナー外部講師

43.	 高橋嘉夫，日本原子力研究開発機構，専門委員会

44.	 高橋嘉夫，筑波大学アイソトープ環境動態研究センター，放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点
共同研究推進委員会

45.	 田近英一，文部科学省，HPCI 計画推進委員会 ポスト「京」重点課題推進ワーキンググループ 萌芽的課題サブ
ワーキンググループ，委員

46.	 田近英一，日本学術振興会，科学研究費委員会，専門委員

47.	 田近英一，日本学術会議，第三部，会員

48.	 田近英一，日本学術会議，地球惑星科学委員会，副委員長

49.	 田近英一，日本学術会議，地球惑星科学委員会・企画分科会，副委員長

50.	 田近英一，日本学術会議，地球惑星科学委員会・地球惑星圏分科会，委員長

51.	 田近英一，日本学術会議，地球惑星科学委員会・社会貢献分科会，幹事

52.	 田近英一，日本学術会議，地球惑星科学委員会・人材育成分科会，委員

53.	 田近英一，日本学術会議，地球惑星科学委員会・国際連携分科会，委員

54.	 田近英一，日本学術会議，第三部理工系学協会の活動と学術情報に関する分科会，幹事

55.	 田近英一，自然科学研究機構，アストロバイオロジーセンター運営委員会，委員

56.	 田近英一，国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構，宇宙科学評議会，評議委員

57.	 田近英一，新学術領域研究「宇宙鉱物」，外部評価委員

58.	 田近英一，東京大学出版会，企画委員会，委員

59.	 田近英一，東京書籍，高校地学基礎教科書アドバイザー

60.	 日比谷 紀之，日本学術会議，連携会員 ( 地球惑星科学委員 SCOR 分科会 )

61.	 日比谷 紀之，日本学術会議，地球惑星科学委員会 IUGG 分科会 IAPSO 小委員会 , 委員

62.	 日比谷 紀之，文部科学省，新学術領域研究専門委員会 , 委員

63.	 日比谷 紀之，東京海洋大学，海洋科学部附属練習船 神鷹丸共同利用運営協議会，学外委員

64.	 日比谷 紀之，海上保安庁，政策アドバイザー

65.	 日比谷 紀之，日本海洋科学振興財団，理事

66.	 星野真弘，Space Research Institute, Austrian Academy of Sciences，評価委員会

67.	 星野真弘，高度情報科学技術研究機構，専門委員

68.	 星野真弘，大阪大学レーザーエネルギー学研究センター，共同利用専門委員

69.	 星野真弘，名古屋大学宇宙地球環境研究所，運営協議会委員

70.	 星野真弘，学術会議 SCOSTEPS，小委員会委員

71.	 升本 順夫，日本学術会議，環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP・DIVERSITAS 合同分科会 
CLIVAR 小委員会委員

72.	 升本 順夫，海洋研究開発機構，IOC 協力推進委員会 海洋観測・気候変動国内専門部会委員

73.	 升本 順夫，勁草書房，海面高度計ミッションにおける委員会委員

74.	 升本 順夫，気象庁，異常気象分析検討委員

75.	 横山央明，国立天文台，プロジェクト評価委員会、委員

76.	 横山央明，宇宙航空研究開発機構，JSS2 大学共同利用選考小委員会、委員

77.	 茅根 創，（社） 水産土木建設技術センター （水産庁委託），サンゴ増養殖技術検討委員会・委員
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78.	 升本 順夫，IOC/SCOR/GOOS IIOE-2 ，Science Theme 2 Co-chair

79.	 升本 順夫，IOC/SCOR/GOOS IIOE-2 ，Working Group 1 Member

80.	 升本 順夫，日本学術会議，特任連携会員

81.	 升本 順夫，日本学術会議，地球惑星科学委員会 SCOR 分科会 IIOE-2 小委員会委員

82.	 升本 順夫，九州大学応用力学研究所，応用力学共同研究拠点共同利用・共同研究委員会及び同専門部会委員

83.	 升本 順夫，日本ユネスコ国内委員会，自然科学小委員会調査委員

84.	 生駒大洋，国立天文台，すばる望遠鏡科学諮問委員会、委員

85.	 天野孝伸，京都大学生存圏研究所，電波科学計算機実験（KDK）全国国共同利用専門委員会， 委員

86.	 天野孝伸，日本学術会議 電気電子工学委員会ＵＲＳＩ分科会，プラズマ波動小委員会，委員

87.	 東塚 知己，CLIVAR ，Indian Ocean Regional Panel, 委員

88.	 東塚 知己，日本学術会議，環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP•WCRP•DIVERSITAS 合同分科会 CLIVAR 
小委員会 , 委員

89.	 東塚 知己，日本学術会議，地球惑星科学委員会 SCOR 分科会 IIOE–2 小委員会 , 委員

90.	 鈴木庸平，海洋研究開発機構，海洋研究課題審査部会・部会員

91.	 鈴木庸平，宇宙航空研究開発機構，惑星等保護審査部会・部会員

92.	 鈴木庸平，国際宇宙空間研究委員会 (COSPAR)，The Sample Safety Assessment Protocol Working Group・Member

9.4 専攻役務分担
•	 専攻長				    高橋 嘉夫

•	 副専攻長				    井出 哲

•	 学科長（地球惑星物理学科）		 井出 哲

•	 学科長（地球惑星環境学科）		 高橋 嘉夫

委員会名 委員長 委員

専攻教務 正：小暮 敏博
副：遠藤 一佳

東塚・日比谷・笠原・横山・生駒・田近・Wallis・河合・狩野・板井
【地震研】市原・竹内・望月　【大気海洋研】黒田・高藪
【先端研】小坂・中村　【宇宙研】清水・斎藤

学科教務（地球惑星物理） 正：茅根 創
副：横山 央明 三浦・安藤・生駒・井出

学科教務（地球惑星環境） 正：茅根 創
副：鈴木 庸平 橘・高橋（聡）・茂木・Wallis・飯塚・板井・砂村・荻原・須貝・高橋（嘉）

会計 関 華奈子 小池・田近・小澤・荻原
図書 多田 隆治 佐藤・杉田・茅根・小澤・板井
部屋 升本 順夫 橘・茅根・小澤・板井

広報 對比地 孝亘 高麗・田中（祐）・天野・大平・高橋（聡）・茂木・桜庭・佐藤（雅）・砂村・
栗栖

技術 小澤 一仁 升本・笠原・茅根・小暮
ネットワーク 三浦 裕亮 桂華・河原・田中（愛）・砂村・栗栖
科学機器 飯塚 毅 小池・比屋根・多田・小暮・鈴木・吉田・市村・小林
自動車 荻原 成騎
安全管理 比屋根 肇 小池・茂木・廣瀬・對比地・小林
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9.5 受賞

教職員

賞の名称 氏名 受賞理由 授与団体 受賞年月

藤原賞 佐藤 薫 南極昭和基地大型大気レーダー計画 (PANSY) 及
び高解像中層大気力学の研究 日本気象学会 2018 年 5 月

NASA Group Achieve-
ment Award 関 華奈子

For unlocking the mysteries of Mars atmo-
sphere loss through exceptional operation abd 
utilization of MAVEN

NASA ( 米国航空宇宙
局 ) 2018 年 8 月

Young Researcher 
Award 天野 孝伸

For his significant contributions to the simula-
tion and theory of acceleration of non-thermal 
electrons in collisionless shocks in space and 
astrophysical plasmas.  

Divis ion of  Plasma 
Physics, Association of 
Asia Pacific Physical 
Societies

2018 年 11 月

宇宙科学奨励賞 笠原 慧 ERG 衛星の観測による波動粒子相互作用の実証
と脈動オーロラの機序解明

公益財団法人宇宙科学
振興会 2019 年 3 月

研究開発奨励賞 長 勇一郎 レーザー誘起発光分析と希ガス分析を組み合わ
せた月・惑星表面物質のその場年代計測

一般財団法人エヌエフ
基金 2018 年 11 月

論文賞 茅根 創
Low species diversity of hermatypic corals on 
an isolated reef, Okinotorishima, in the south-
western Pacific

日本サンゴ礁学会 2018 年 11 月

研究奨励賞 高橋 聡
北部北上帯の亜帯区分と渡島帯・南部秩父帯と
の対比：安家西方地域のジュラ紀付加体の検討 . 
地質学雑誌 122, 1-22

日本地質学会 2018 年 9 月

大林奨励賞 佐藤 雅彦 岩石磁気実験に基づく地球惑星磁場の研究と古
海洋への応用

地球電磁気・地球惑星
圏学会 2018 年 11 月

学生

賞の名称 氏名 授与団体 受賞年月

学生優秀発表賞
高橋 杏，南原 優一，
末松 環，佐久間 杏樹，
山口瑛子，Borgeaud Anselme

日本地球惑星科学連合 2018 年 5 月

学生発表賞（オーロラメダル） 岩本昌倫，庄田宗人 地球電磁気・地球惑星圏学会 2018 年 11 月
研究発表優秀賞 木村皐史 日本岩石鉱物科学会 2018 年 9 月
優秀ポスター発表賞 山岡健 日本地質学会 2018 年 9 月
若手発表賞 庄田宗人 理論天文学宇宙物理学懇談会 2018 年 12 月
研究奨励賞 庄田宗人 東京大学理学系研究科 2019 年 3 月

9.6 外部資金受入状況

種別 件数 総額（千円）

科学研究費補助金

新学術領域研究 8 53,231
特別推進研究 1 48,900
基盤研究 A 10 97,300
基盤研究 B 14 51,058
基盤研究 C 5 5,000
挑戦的萌芽研究 4 4,300
若手研究 A 2 4,400
若手研究 B 9 9,114
研究活動スタート支援 1 1,200
国際共同研究加速基金（国際共同研究強化 B） 4 11,000
特別研究員奨励費 25 23,486
分担者配分 54 113,830

委託費（政府系） 16 169,287
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種別 件数 総額（千円）
共同研究 8 30,590
受託研究員等 11 25,187
奨学寄附金 21 14,801

9.7 専攻外ゲストによるセミナー講演

大気海洋科学講座

1.	 磯田 豊，日本海の話，北海道大学大学院水産科学研究院，2018.4.18，大気海洋合同セミナー

2.	 丹羽 淑博，五島灘における固有振動，東京大学海洋アライアンス，2018.5.20，海洋力学セミナー

3.	 Hans van Haren，High-resolution temperature sensors: a decade of internal wave turbulence observations，Royal 
Netherlands Institute for Sea Research (The Netherlands)，2018.5.24，海洋力学セミナー

4.	 Tina Dippe，How dynamics is the Atlantic Nino? ，GEOMAR Helmholtz Center for Ocean Research Kiel (Germany)，
2018.5.25，海洋物理学特別セミナー

5.	 牛島 悠介，海面熱フラックスの日変化が海面加熱期の混合層深度と海面水温に与える影響に関する研究，京都大
学大学院理学研究科地球惑星科学専攻，2018.5.27，海洋力学セミナー

6.	 木下 武也，波と平均流の相互作用を診断する理論のこれまでとこれから，海洋研究開発機構，2018.5.31，気象
学セミナー

7.	 神山 翼，地球温暖化への海面水温応答は「ラニーニャ的」でありうるか？，お茶の水女子大学理学部情報科学
科，2018.6.21，大気海洋合同セミナー

8.	 広部 智之，航空機レーダーによる枕崎沖合での海面高度観測，東京大学海洋アライアンス，2018.7.4，海洋力
学セミナー

9.	 斉藤 和雄，1. アンサンブルデータ同化のための最適摂動手法に関する研究，2. 豪雨事例の超高解像度広領域数
値再現実験と対流コアサイズの解像度依存性 ，東京大学大気海洋研究所，2018.7.12，気象学セミナー

10.	 Alan Z. Liu，Heat and Constituent Transport due to Atmospheric Gravity Waves in the Mesopause Region, Embry-
Riddle Aeronautical University (U.S.A.)，2018.7.15，気象学セミナー

11.	 長井 健容，トカラ海峡海山上を流れる黒潮によって発生する慣性 – 対称不安定と乱流散逸の直接観測および数値
実験，東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科，2018.7.18，海洋力学セミナー

12.	 川合 秀明，下層雲量の決定要因と下層雲の将来変化，気象研究所，2018.7.19，気象学セミナー

13.	 松野 健，ルソン海峡および台湾東方黒潮域における乱流混合，九州大学応用力学研究所，2018.7.25，海洋力学
セミナー

14.	 竹村 俊彦，大気海洋結合モデルを用いたエアロゾルによる気候変動評価，九州大学応用力学研究所，2018.9.20，
大気海洋合同セミナー

15.	 Vinayachandran, P. N.，Formation and erosion of barrier layer in the southern Bay of Bengal，Indian Institute of 
Science (India)，2018.10.12，海洋物理学特別セミナー

16.	 Kelvin Richards，Ocean response to diurnal，intra-seasonal and seasonal atmospheric variability in the Maritime 
Continent and eastern Indian Ocean regions，International Pacific Research Center，University of Hawaii (U.S.A.)，
2018.10.18，海洋力学セミナー

17.	 Matthew Alford，Observing the generation，propagation，and dissipation of internal waves in the ocean，Scripps 
Institution of Oceanography (U.S.A.)，2018.10.25，大気海洋合同セミナー

18.	 羅 京佳，Common model biases reduce CMIP5's ability to simulate the recent Pacific La Niña-like cooling trend，
南京信息工程大学（中国），2018.11.14，大気海洋合同セミナー

19.	 袁 潮霞，Impacts of April Snow Cover Extent over Tibetan Plateau and the Central Eurasia on IOD，南京信息工
程大学（中国），2018.11.14，大気海洋合同セミナー

20.	 酒井 秋絵，ルソン海峡で観測された内部波とそれに伴う混合，九州大学応用力学研究所，2018.11.28，海洋力
学セミナー

21.	 広部 智之，海面高度観測レーダーの理論的解析結果と航空機レーダー津波観測の社会実装に向けた課題につい
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て，東京大学海洋アライアンス，2019.1.16，海洋力学セミナー

22.	 丹羽 淑博，現実の航空機観測に基づく津波波形インバージョン，東京大学海洋アライアンス，2019.1.23，海洋
力学セミナー

23.	 端野 典平，晶癖予測モデルを使った北極混合相雲の研究，高知工科大学，2019.3.5，気象学セミナー

24.	 梁 湘三，Causality, Information Flow, and Quantitative Causal Inference with Time Series，Nanjing Institute of 
Meteorology (China)，2019.3.7，大気海洋合同セミナー

宇宙惑星科学講座

1.	 Ming-Chang Liu ，The formation environment of the Solar System: A perspective from short-lived radionuclides，
UCLA，2018.6.14，UTOPS セミナー

地球惑星システム科学講座

1.	 Yohai Kaspi，Juno at Jupiter: the first year，Weizmann Institute of Science，2018.4.11，地球惑星システム科学
セミナー

2.	 Tristan Guillot，Unveiling Jupiter's interior with JUNO & JOVIAL，Observatory of Cote d'Azur，2018.6.6，地球
惑星システム科学セミナー

3.	 Miki Nakajima，Origin of the Earth, Moon, and Martian Moons，Rochester University，2018.6.27，地球惑星シ
ステム科学セミナー

固体地球科学講座

1.	 Giovanni Occhipinti，From Sumatra 2004 to Chile 2015 (through the revolutionary observations of Tohoku-Oki 
2011): what we learn about Earthquake & Tsunami detection by ionospheric sounding，Institut de Physique du 
Globe de Paris ( フランス )，2018.5.9，固体フォーラム

2.	 棚橋 道郎，熱水活動域を探す，海洋エンジニアリング，2018.4.18，固体全地球コロキウム

3.	 上木賢太，機械学習を用いた全地球マグマ化学組成の分類と特徴抽出，JAMSTEC，2018.7.6，固体全地球コロ
キウム

4.	 Chen Ji，High resolution source studies using near field strong motion data，University of California，Santa 
Barbara（アメリカ），2018.4.25，固体フォーラム

5.	 土屋 卓久，Application of Ab Initio Simulations to Element Partitioning，愛媛大学地球深部ダイナミクス研究セ
ンター，2019.1.9，固体フォーラム

地球生命圏科学講座

1.	 Chuan-Chou Shen，Orbital-scale East Asian-Australian summer monsoon dynamics and a centennial earth 
magnetic reversal event at 98 ka，台湾大学地質学教室，2018.11.13，GBS セミナー

2.	 片岡知泰，機械学習・AI を活用した画像認識に挑戦するセミナー，Acroquest，2018.7.17，GBS セミナー


